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『アンブロシアン図書館（ミラノ〉約定』
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[ together with] Additamenta ad primas Collegii, ac 

Ambrosianae Biblitecae constitutiones. (ca. 1630) 
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Ambrosianae Hemidecas. Milano, L. Montius, 1672 
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一一一切ヤザ；的批

1603年（一説には， 1609年）， 3千冊の写本と 3万冊の活字印刷本を持つ図書館がミラノで

学究の徒に公開された。フェリゴ・ボロメオ枢機卿 （1564-1631）の開設したアンプロシアン

図書館である。

近世における知の展開は，ルネ ッサンス以降の自由な思索引感覚の表現に卓越した才能を

発揮した優れた学者，科学者，芸術家によってなされたが，彼らを支援した人びともまた，文

化の興隆に重要や役割を果たした。フェデリゴ・ボロメオ枢機卿 （1564-1631）もその一人で

ある。同枢機卿は，ボローニァ大学で修辞学，哲学，数学を学んだ近世知識人であったが， 14

世紀英国のダラム教会大司教リチヤード・ドベリーと同様に真の意味での愛書家であった。同

枢機卿は愛書家の常として，人知を愛し，ガリレイとの交流をはじめ．当代の多くの学者と親

交があった。そして書物を蒐集した。

アンフ．ロシアン図書館は，学術研究を目的とした宗教法人の一種で学術研究の一層の興隆の

ために設立された学寮に併設されたものであったが，その成立の経緯はトマス・ボードレィの

ボードリアン図書館（1602年創設）と類似している。この 『約定』は，この図書館の運営綱領

であるが，その運営に携わる図書館員（図書館長にあたる）責任と権限（資料収集，目録，お

よび法人と契約している学者 ・研究者への指導など）や，現代図書館では利用規程に当たる

諸々の規則（開館時間，閲覧者の監督，蔵書管理など）が定められている。この種の図書館管

理・利用規程についての資料は，上記リチヤードの 『フィロピブロン』でも瞥見できるが，公

開図書館の諸規程はきわめて稀である。

この 『約定』は，いわば自家出版で広範に頒布されたものではなく，同法人内での利用に限

られていたものと考えられ，稀観性がそれだけ高L、。なお，本塾図書館にはボスコの 『アンプ

ロシアン図書館の成立と規約』がある。ボスコにはこの学寮のフロアプランが載せられている。
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新所長挨拶

うち L、け けいしろう

内池慶四郎

（三回メディアセンター所長1
法学部教授 J 

この度えらいことを承り，慶臆義塾メディア

ネット所長に就任いたしました。

生来私は朝寝坊宵っ張りの典型的夜行性人間で

ありますので，薄暗く狭苦しく散らかった場所の

方が安心する。明るくて見晴らしの良い新図書館

の六階のデスクに座っておりますと，どうにも落

ち着かない。暗く狭い穴の中で昼寝しておった土

竜が．突然に白昼広い運動場の真ん中に放り出さ

れたような気分が致します。

まことに現在の慶臆義塾のメディアネット一図

書館ーの仕事の膨大多彩なことは，驚き入るばか

りであります。昭和二十年代の学生時代や昭和三

十年代に私が助手として塾に残ってからのことを

考えましでも，日吉や矢上台，そして最近の湘南

藤沢の各キャンパスに新しい図書館が続々と誕生

致しました。管理運営の機構の名称も，いわゆる

「図書館」から 「研究教育情報センター」へ，そ

してかつての 「大学計算センター」と統合した現

在の 「メディアネット」へと固まぐるしく変わっ

てまいりました。

図書資料を利用する研究者の立場から見ましで

も，ここ二三十年の聞に，いわば鵠ペンと羊皮紙

の時代から活字の発明，やがてマイクロフィルム

の利用を経て，一挙に CD-ROMや磁気テープ

の時代まで移るような．固まぐるしい発展の激動

を経験しました。三田山上の赤煉瓦の図書館から

「メディアネ ット」までの歴史は，時間的には短

くとも，ライト兄弟の飛行機から宇宙ロケットへ

の移行にも匹敵する技術進歩の隔差を感じさせる

ものがあります。

私自身，四十年前の学生時代から現在に至るま

で，赤煉瓦の旧図書館の時代より図書館には随分

とお世話になり，その時々の図書館員の人たちに

色々とご迷惑をおかけして参りました。資料の検

索の仕方からその所在の探索， そして論文の害き

方に至るまで，当時の図書館員の方々から親身

に， しかも随分と厳しく仕込まれたことを思い出

します。これは専ら自分の研究・勉強の便宜のた

めの，利用者の一方的な立場からの話であり，攻

守処を替えて図書館側からものを考えることは，

私にとって容易ならぬ初体験ですけれども，むし

ろ今にして思うのは，何故にあの時の先輩図書館

員の方々が，あれほどに熱意をこめて私たち利用

者に接してくれたかということです。

大学が明日の人間文化のために学問・研究を営

む場所である以上，大学自身の不断の自己改革は

当然のことであり，情報伝達の技術進歩に伴っ

て，施設の整備や運用上の革新の波が大学図書館

に最も具体的な形で現象することも，好むと好ま

ざるとに拘らず必然の成り行きと申す外はありま

せん。この点で慶慮義塾は，戦後の数々の悪条件

を乗り越えて，その使命を見事に果たして参りま

したい今後もまた果たすべき重い責任を負わさ

れていることを痛感致します。

学問資料の形態や利用方法が時代と共にし、かよ

うに変化しでも，およそ言葉が人閣の創造した思

想・観念を人と人との聞に伝達するものであるか

ぎり，大学もその図書館も，過去より将来を繋ぐ

言葉に奉仕する人間の密接な相互関係なしにはあ

り得ない営為であります。時代と場所を越えて文

化を収集し承継して将来に伝えるメディアネ ット

の働きは，直接にこれに携わる人々の熱い心の強

固な結び付きなくしては，到底不可能であろうと

思います。

大学における個々の研究者の仕事は，まことに

勝手気憧なものにて，またそうでなければ勤まら

ぬものではありますけれども，そのような研究者

のエゴイズムが，今までの慶慮義塾の中で，どれ

ほど多くの人たちの長年に渡る汗と涙に支えられ

て可能となっているものかを，あらためて考える

良い機会に恵まれたものと考えて居ります。
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新所長挨拶

Id ざわ しん じ

小沢 慎治
（理工学メディアセンター所長1
理工学部教授 J 

山口前所長の後を受け継いで，平成5年IO月か

ら理工学メディアセンターの所長になりました。

私自身は大学計算センタ一矢上計算室長を務めた

ことがありますので，情報システムサービスにつ

いては運営側に参画した経験があるのですが，図

書館情報サービス，情報メディアサービスについ

ては学生時代から今まで一利用者に過ぎませんで

した。この度，運営側の立場になって，ご挨拶を

申し上げるのですが，メディアネット設立のいき

さつ，メディアネットの業務などについては前号

で詳しく述べられていますから，所長になって感

二たことをいくつか述べたいと思います。

理工学メディアセンターでは論文誌の数が多く

利用者も多いことが特徴です。そしてこれは

借りて ー コピーして 一 読む

場合がかなり多いことを示しています。そう言え

ば，コピー機の操作を覚えたのは小金井にいた4

年生の時でした。まだまだエレクトロニクスでは

なく，写真技術そのもので．できあがったコピー

用紙がびしょびしょだったのを覚えています。そ

れでも，本を買わないで本が読めるというのが驚

きでした。これは

著者 一 原稿 一 書籍 一 読者

という情報の流れを当然とは出来なくなる時代の

始まりだったのでしょう。

時代が変わって，旧情報センターのサービス

は，書籍を保存管理することから， CD-ROMの

ような電子媒体に記憶し 直接またはコンビュー

タネットワークを介して提供する時代になってい

ます。また，旧大学計算センターのサービスも，

大型計算機を設置管理し，教員学生の利用に供す

るサービスから，キャ ンパス内，外のネ ットワー

クの管理， OSを始めとするソフトウェア，共用

のデータベースの提供管理へと変化しています。

今日，情報センターと大学計算センターが統合

されて，メディアネ ットが設立されたのは自然の

ことのように思われます。

例えば，各研究室では，ワークステーションの

マニュアルが磁気ディスクに記憶されています。

20年前のミニコンでは，本棚に並べると 1メート

ルくらいの量の内容を， ソフトウェアを介して参

照しています。理工学メディアセンターでも，大

量の文献情報を納めた CD-ROMを購入し， コ

ンピュータで検索するサービスを行っています。

さらに情報システムサービス部門と協同して，

ネットワークを介して研究室からいつでも参照で

きるシステムを開発中です。そして，このシステ

ムは各研究室に記憶されているマニュアルなどの

データを共有する仕組みとほぼ同じなので‘す。

一利用者から，所長になったばかりなのでどう

しても最近の変化に目がいってしまいましたが，

ふと，電話の交換機が，交換手による手動交換か

ら自動交換機に変わったときのことを思い出しま

した。自動になったのは電話局の方だけであっ

て，お客様の方はそれまでは交換手に相手の名前

を告げるだ寸で自動的に接続してもらえたのに，

相手の電話番号を覚えて， ダイアルを回すことを

強いられることになったのです。

この例を心に留めて，メディアセンターの本来

の業務である，図書を購入，管理し， コンビュー

タを設置，管理して教育や研究に役立てることを

これからもますます充実し，その上で， 二つの組

織が寄り合い所帯ではなく協同で，新しい形の情

報提供を行うことが必要なことだと思っていま

す。
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これらのことに，ささやかでもお役に立ちたい

と思い，努力をするつもりでおりますので，関係

各位のご理解とご協力を賜りますようによろしく

お願い致します。
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湘南藤沢メディアセンター所長に

就任して

さい とう のぷ ti 

斎 藤信男
（湖南藤沢メディアセンター所長）
環境情報学部教授

私は，昨年湘南藤沢メディアセンターの所長を

仰せつかった。このキャンパス開設以来，キャン

パスネッ トワークを構築し整備してきたが，既に

5年目を迎え，その見直し， 整備，将来計画など

重要な仕事が山積している。技術の進展は急速で

あり，常に情報処理の技術や製品をウォ ッチして

いないと，学生や教識員に迷惑をかけることにな

る。

このキャンパスは．幸いなことに開設当初から

構内ネットワーク SFC-CNSの構築に多くの理

解を得られ，新しい試みをすることが出来た。当

初懸念した学生達の反応も，何とかついてきてく

れるという状況で，情報処理言語Iを必修的に課

してコンビュータリテラシーが無いと 4年間の

キャンパスライフで大幅に損をするということを

体験的に理解して貰った。学生の反応に呼応し

て， 教職員の反応も素晴らしく． ユーザインタ

フェースがいまひとつの UNIXワークステー

ションでも，何とかこなしてくれているのが現状

である。

今年度4月より，大学院政策メディア研究科が

開設され，第一回生の諸君を含め160名以上の修

士の大学院生が誕生した。それに伴い，大学院周

のネットワークSFC-ERNS ( Evolutional Re-

search Network）を大学院棟を中心に構築し，

研究教育用に使うことを目指している。これは，

4年間の情報処理技術の進展を反映して， ATM

LANや FDDIのような高速ネットワークを中心

に構築し，来るべきマルチメディア時代にふさわ

しいプロフェ ッショナルを育成することに寄与で

きることを願っている。
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また，来年度から当キャンパス内の敷地に通産

省の外郭団体である情報処理振興学事協会がメ

ディア研究センター，または情報基盤センターを

開設する計画が進められている。ここでは，教育

ソフトウェアの利用，普及，行政データベース，

モデル電子図書館の3つのテーマの事業が進めら

れる予定である。これは，慶慮義塾の設備ではな

いが．塾の敷地内に設置されることから，情報処

理振興学事協会と様々な協力をしていくことが可

能であり，また，塾内だけでなく．他大学，研究

機関などとの協力体制もつくることが可能となろ

う。ネットワーク的には，キャンノマスネ ットワー

クとの接続を期待されている。また，丁度時期を

同じくして，NTTが高速広域ネッ トワー クの実

験サービスを開始することになっている。これ

は，いわゆる B-ISDNと呼ばれる 156MBPSの

広域ネットワークを ATMを使ってサービスす

るわけであるが，3年間無料で使わせてくれる。

NTTとしては，このような高速回線サービスを

実際に始める前に，本当にそのような高速回線を

使う応用をたくさん見つけたいということで，こ

の実験に参加することを募集したが，予想以上の

反応で多数の提案があったと聞いている。当キャ

ンパスでも，当面3プロジェクトの実験に参加す

ることになっている。この実験サービスには，塾

の全キャンパスを高速ネットワークで接続するこ

とも含まれており， 全塾を覆うキャンパスネット

ワークの幕開けも近いと感じている。

ここで，湘南藤沢キャンパスのネ ットワーク管

理体制について，少し紹介してみよう。分散処理

や管理は，エンドユーザの好みに合わせたサービ

スが行える可能性がある。この場合，管理体制を

従来型にしてシステムだけダウンサイジングを

行っても，ユーザは必ずしも満足は出来ない。湘

南藤沢キャンパスでも，分散環境を管理していく

委員会組織として，キャンパス発足以来，ネ ット

ワーク委員会を設けてきた。この委員会のメン

ノfーは， 主としてコ ンビュータの専門家で構成さ

れている。これに対して． 平成6年度のリプレー

ス計画を立てるに際して， ネットワークユーザ協
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議会を設けて，エンドユーザの立場を充分反映で

きるような配慮をした。ユーザ協議会は， コン

ピュータ専門家は勿論，いろいろの分野の専門家

から構成されるように委員の選定をした。

上記に述べてきた湘南藤沢キャンパスのネット

ワークの中で， SFC-CNSは学部 l年生から利用

して貰うシステムであり，そのシステムの安定性

が重要なのでその菅理も充分考えて行わなければ

ならない。それに対して，大学院用に構築した

SFC-ERNSは，本来研究中心で新しいことに挑

戦することが多い大学院生をエンドユーザとして

想定している。従って，大学院生の自主性を重ん

じ．システムの安定性もさることながらかなり柔

軟性のある管理．自主的な管理を実施していく必

要がある。従って， SFC-CNSではユーザの相談

に応じる学生をコンビュータコンサルタントと呼

ぶのに対して， SFC-ERNSではコンビュータア

ドバイザと呼び，コンピュータの専門家でない学

生でも自主的にシステムの管理が出来るようにア

ドパイスするという方針を取っている。すなわ

ち，エンドユーザ指向の管理といっても，その性

質に応じた管理方式，体制が必要なのである。そ

の場合でも，結局分散環境を良くしていくのは，

最終的にはエンドユーザ自身ということになる。

SFC CNSで当初導入されたコンビュータは，

ダウンサイジングと呼ばれるワークステーション

であり， UNIXオペレーティングシステムで稼働

されるのが主である。UNIXは， TSSオペレー

テイングシステムとして設計されているので，

ユーザの識別を行なう機能があり，ネ ットワーク

に接続して分散環境を構築しでも，ユーザの識別

を行なえるのである程度のセキュリティを保持で

きる。これに対して，ダウンサイジングのーっと

して導入されるバソコンは，本来個人用の環境で

利用するように出来ているので，それらを稼働す

るオペレーティングシステムである MS-DOS,

Windows, Mac-OSなどはユーザという概念を

持たずに設計されており，ネットワークに接続し

て分散環境を構築しでもセキュリティの維持が困

難になる。
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当初， SFC-CNSではそのような問題を避けるた

めに，敢えて UNIX中心にシステムを構築し，

MS-DOSやMac-OSは限定した形式で分散環境

に組み入れていた。これに対して，エンドユーザ

として MS-DOS.Windows, Mac-OSなどを利

用したいという要望は強くあった。そこで，

SFC-ERNSではそれらのオペレーティングシス

テムも含んだ形で分散環境が構築出来るように設

計した。セキュリティの維持は，分散ファイルシ

ステムとして AFS(Andrew File System）を導

入し， MS-DOSやMac-OSとのインタフェース

を工夫して実験している。

ダウンサイジングの管理で問題になるのは，

ネットワークや分散環境を管理出来るエンジニア

の不足の問題である。実際， SFC-CNSでほ， メ

ディアセンターで管理するワークステーションと

そうでないもの （自主管理するもの）とに分け，

メテ・ィアセンター管理のものは，電源のオンオフ

から始まりすべてメディアセンターの管理グルー

プが維持している。前述したように初歩的なユー

ザがかなり多いので，メディアセンターで管理す

るワークステーションが大半である。これに対し

て， SFC-ERNSでは，大学院生がエンドユーサ’

ということで，各プロジェクト グループで自主管

理するものがかなり多くなっている。

メディ アセ ンターの管理グループは．ボラン

ティアの教員，センターの担当職員，大判民生や

学部生のアルバイトや臨時職員．外注先から派遣

されたエンジニアの混成部隊として構成されてい

る。それぞれ， 役割を分担し伺とか大きな分散環

境を維持管理しているのが現状である。

今回は，ネ ットワークを中心に現状を説明 し

た。湘南藤沢メディアセンターは，勿論ネ ット

ワークによる分散環境だけでなく，図書や AV

系の扱いも重要な問題である。今後，これらの要

素がうまく統合化され，学生の学習に役立ってく

れるように関係教職員で努力してし、く所存であ

る。
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インターネットと社会

包舗 が ゆたか

大賀 裕
（理工学メディアセンタ一課長）

昨今，インターネットはそれを利用する者に

とって欠かす事のできない情報基盤となりつつあ

る。1993年9月，米国での情報スーパーハイウェ

イ計画推進のための NII(National Information 

Infrastructure）行動アジェンダが発表され，内

外で注目を集めた。また日本でも，各省庁の政策

による施策が発表されたり．商用インターネット

プロパイダの立上りやパソコン通信事業者のイン

ターネットへの乗り入れが急速に進み，その結

果，インターネットはキーワードとして，新聞を

はじめマスコミで頻繁に取り上げられるように

なった。インターネットを取り巻く環境は急速に

変わっている。本稿では，インターネット上の各

種サービスとそれが人々に及ぼした影響について

述べる。

1. 電子メールと電子ニュース

電子メールは，インターネット上の利用者の間

でメ ッセージを送受信することのできるシステム

であり，インターネットにおける最も基礎的かっ

一般的なサービスとして広く普及している。その

利用者は数千万人に上るものと推定される。また

インターネ ットに限らずパソコン通信などの他の

ネットワークサービスでも利用されている事か

ら，インターネ ットとこれらネ ットワークサービ

ス聞の電子メール¢相互交換は一般的なものに

なってきている。従来は．インターネットを利用

するには設備，手続きなどの面から組織単位で加

入するしかなかったが，このような状況の変化か

ら最近では個人によるインターネ ットへの参加が

現実のものとなってきている。
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米国では CompuServeのような大規模パソコ

ン通信をはじめ，地域限定の比較的小規模なパソ

コン通信サービスでもインターネ ットとの電子

メール交換を実現しているところが少なくなし、。

日本でも， WIDEと NIFTY-Serve, PC-VAN 

の交換実験をきっかけに急速に普及し，現在では

NIFTY-Serve, PC-VAN，朝日ネ ット， People

などの大手パソコン通信サービスがインターネッ

トとの電子メールの相互乗り入れを実現してい

る。

電子メ ールの利用法としては，手紙と同様の 1

対l通信だけでなくメーリングリストとしての利

用も多L、。これは，特定のメールアドレスへメー

ルを送ると，あらかじめリストに登録されたユー

ザ全員にそのメールが届くものである。メーリン

グリストは，特定多数の集団のための連絡手段と

して広く使われており，ある組織のメンバーを対

象とするクローズドなものから，特定のトピック

に関する話題について情報交換することを目的と

した，誰でも参加できるものまで多数が存在して

いる。

一方の電子ニュースは，一言でいえばインター

ネット版電子掲示板である。各種のテーマ毎に

ニュースグループと呼ばれる場が設けられ，利用

者は，そこに自分の書いた文章を投稿する事や．

他の利用者の投稿した文章を読む事ができる。ま

た他人の書いた文章を引用して，更に自分の意見

を投稿するフォローアップや電子メールで意見を

送るリプライが標準的な機能として備わってお

り，互いの意見を交換する議論の場としての環境

が整っている。このようにニュースグループの役

割はメーリングリストのそれに近いが，メーリン

グリストはあくまでもリストに登録された特定多

数を対象としているのに比べて，ニュースグルー

プは不特定の相手に対して公開されている点が異

なる。

ニュースグループの数は随時変化しているが，

1叩4年8月中旬時点で約4,（別に上る。ニュース



グループ名は階層的に付けられていて．その名前

からニュースグループの内容が分かるようになっ

ている。例えば fj.comp. printersというニュー

スグループは，日本語を主とするニュースクツレー

プ階層（fj）の計算機関連の話題（comp）のう

ちプリンタに関する話題（printers ）を扱う

ニュースグループである。ニュースグループ名の

うち，最初の 「．」より前の部分はおおむねその

ニュースグループの大まかな性格を表すものであ

る。例えばインターネットの代表的なニュースグ

Jレーフ。群の一つ USENETのうちの comp.…は

計算機に関する話題を扱うニュースグループ群で

あるし， gnu.…はメジャーなフリーソフトウェ

ア群である GNUのソフトウェアに関するニュー

スグループ群であり，また fj.…は前述の通り日

本語を主たる言語とする I）ニュースグループ群で

ある。ニュースグループには．このような全世界

をカバーするようなものばかりでなく特定の組織

内のみでの話題を扱うニュースグループ群も存在

する。例えば理工学部では矢上キャンパスに固有

の話題を扱う yagami.…が運営されているし，

その他に各学科や研究室のレベルで独自のニュー

スグループ群が運用されている。

現在理工学部では， kogwy.cc. keio. ac. jpが

理工学部の中心となるニュースサーバである。こ

のサーバが各学科や研究室にあるニュースサーバ

と記事を交換している。また湘南藤沢キャンパス

にある WIDEのニュースサーバと記事を交換す

ることで外部とのニュースのやりとりを実現して

いる。

電子ニュースの書式がもともと電子メールのそ

れを踏襲している点を始め両者の共通点は多い

が．最も重要なのはどちらもユーザにとって非同

期通信である点である。全世界を通信対象とする

性質上，通信時間や時差等の問題が避けられない

インターネットにとっては，広い範囲でのコミュ

ニケーションを成立させるためには非同期通信が

不可欠である。同時に，元来研究者同士のコミュ

ニケーションとしての歴史が長かったことから

か，電子メール／ニュースの世界では見知らぬ者
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同士のコミュニケーションに対する抵抗が小さ

い。例えば全く初対面の相手に対して電子メール

で質問をする事も，常識的な礼儀を弁えていれば

決して失礼には当たらない。さらに電話等と同様

に，世界中のユーザ間の距離を縮め，離れた場所

にいるユーザ同士のコミュニケーションを容易に

する効果がある事は明らかである。これらの帰結

として，インターネ ットの電子メールや電子

ニュースは単なるツールの域を越え，世界中の

ユーザをメンバーとする電子社会を構築するため

の基盤となりつつある。実際，各種ニュースグ

ループ群の管理は多くの場合さまざまな場所から

名乗り出たボランティアたちが共同して行い，何

らかの重要事項（ニュースクツレープの作成，廃止

等）を決める際には電子メ ールによる投票が行わ

れるといった，直接民主主義による自治が行われ

ている。

もっとも，このような電子社会にも問題は少な

からず存在する。インターネットに限った事では

ないが，電子メールや電子ニュースでの特徴的な

現象としてユーザ同士が直接顔を合わせていない

ためか，議論が過度にエスカレートした時には

往々にして現実以上に激しい非難合戦が起こりや

すい。また．先日アメリカの，ある地方パソコン

通信局から弁護士夫妻が世界中のニュースクソレー

プに 「容易ζ金を稼ぐ方法Jといった類の投稿を
行って世界中から抗議の電子メールを浴びるとい

う事件が起こった。これは，インターネットへの

参加が容易になったが故に現実社会の問題点がそ

のままインターネット社会に持ち込まれるという

現象の一つである。

2. Anonymous FTP 

Anonymous FTPは，もともと UNIXで異な

るマシン間でのファイル転送に使われる FTPを

用いて，ファイルシステムの一部を anor.ymous

（匿名）ユーザで誰でもアクセスできるようにす

る機構である。インターネットで歴史的に多く使

われてきた UNIXマシンにこの機構が標準で備

えられていた事から，現在でもインターネットで



のデータ公開の手段としてもっとも普及してお

り，世界中に無数の anonymousFTPサーパが

存在する。多くの大学では文書やソフトウェアの

配布を目的として anonymousFTPサーバを運

営しており．また Appleや Sunなどの計算機

メーカーでもソフトウェアのサポートのために

サーバを持っている。理工学部でも，センター組

織の運営する bash.cc. keio. ac. jpをはじめ各

学科や研究室にいくつかの anonymousFTP 

サーパがある。

Anonymous FTPで公開されているデータは，

論文等の文献データベースからフリーのソフト

ウェアまで幅広い。特に研究者にとって，テクニ

カルレポートなと＼グレーな文献を比較的容易に

入手できるのは大きな利点である。同時に，文献

を発表する側にとっても論文誌等の公な場で実際

に発表されるまでのタイムラグを縮める事ができ

るという利点があるo

また， UNIXにたいて非常に充実しているフ

リーのソフトウェアカ作者にとって， Anonymous

FTPで世界中のユーザに公開する事によって問

題点の指摘，改善や磯能強化等のフィードパック

が得られることは大きな利点である。現在イン

ターネット上では，えT互換機用のフリーな OS

をはじめ日常必要なソフトウェアを全てフリーソ

フトウェアで賄う事さえ可能で、ある。このような

フリーソフトウェアの充実は， AnonymousFTP 

や電子メール，電子ニュースによるインターネ ッ

ト上の世界中のユーザの協力抜きにはあり得な

かったと考えられる。

3. Gopher, W以ハN. WAIS 
Anonymous FTP は．手軽にデータ公聞がで

きる利点から現在でも広く使われているが，もと

もとファイルの転送のために作られている事から

遠隔地のデータを直接見るには不都合な面があ

る2）。近年になって言一算機やネットワークの能力

が向上したことにより，データを転送する事よ

り，わかりやすい形で表示する事により重点の置

かれた，分散型情報システムがし、くつか登場して
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図1 Gopher 

いる。

3. 1. Gopher 

Gopher は， 1991年にミネソタ大学で開発され

た分散型電子掲示板システムであり，この種のシ

ステムとしては最初のものである。Gopherは．

各地のサーバ毎にファイルシステムと同様の階層

型のデータ櫛造を持っており，メニュー形式のイ

ンターフェイスによりメニューの各項目にアクセ

スすることで，対応するファイル（文書，画像，

音声等）を見たり他のメニューに移動することが

できる。

現在広く公開されているものだけでも世界各地

に約l,800のサーパが存在する。また，一部には

anonymous FTPや電子メールアドレスの検索，

telnetによる図書館へのアクセスを実現している

ところもある。

Gopherは，既存のテキストファイルをそのま

ま利用できるという点で文書の公開に向いてお

り，米国では大学や NASAなどの研究機関だけ

でなく，ホワイトハウスもプレスリリースなどを

公開した Gopherサーバを提供している。理工学

部計算センターでも 3つの Gopherサーパを運用
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図2 WWWを Mosaicでアクセス

しており，ソフトウェアの利用方法やお知らせな

どのドキュメントを提供している。

3.2. WWW  

WWW  (World Wide Web）は， Gopherと同

様の分散型情報システムであるが， Gopherと違

いデータ構造としてハイパーテキストを採用して

いる。すなわち，文書の一部分 （単語．図等） に

タグを設定し，これにアクセスする事で他の文書

へのアクセスを可能にしている。例えば，東京に

関する文書のなかの 「千代田区」というタグをア

クセスすることにより千代田区に関する別の文書

へアクセスする， といった具合である。WWW

の特徴の lつは， このタグを表す URL(Uniform 

Resource Locators）と呼ばれる表記法を用いる

ことによって， WWWのみならず Gopher,

Anonymous FTP，電子ニュースなど，他のシス

テムに対するアクセスをも表現できる。これによ

りWWWから他の多くの情報サービスにアクセ

スする事が可能になっている。

また， WWWでは文書の記述に HTMLと呼

ばれる SGMLを元にした記述言語を用いてお

り， 章立てや強調等の文書整形ができるだけでな

く，文書の中に画像，音声，動画などを取り込む

事ができる。その結果，データをファイル単位で

しか扱えない Gopherと比べて文書としての見栄

えが格段に向上しており，最近では Gopherに代

わってイ ンターネ ットの情報システムの主流にな

りつつある。

WWWは比較的歴史が浅いために Anonymous

FTPや Goi:her程は普及していないが，それで

も世界各地に多数のサーバが存在し，種々の文献

などのデータにアクセスする事ができる。最近で

はWWWの見栄えの良さからか．大学や企業の

中にも WWWを用いて宣伝，広報を行う所が出

てきている。また， WWWの代表的ブラウザで

ある Mosaicについて富士通と WIDEから別個

に日本語化の計画が発表されるなど，日本国内の

インターネ ットでも注目度は高L、。理工学部でも

センター組織の他， 10研究室で WWWサーパが

運用されている。

このように WWWは今インターネ ットで最も

ホットなトピックスであるが，問題点がないわけ

ではなし、。WWWの最大の特徴は画像，音声を

ふんだんに使える点であるが，これらのデータは

従来Gophe了で主に流れていたテキストデータに

比べて格段にデータ量が多く，ためにネ ットワー

クの転送容量に対する負荷が大きくなってきてお

り， WWWは 「インターネ ットキラー」とまで

呼ばれている。実際，日本国内でも転送速度の遅

いサイトでは転送時間がかかりすぎて WWWが

実質的に使い物にならない場合もある。

3. 3. WAIS 

WAISは，一言でいえば分散型の単語による文

書検索システムである。WAISでは，各地の文

データベースを 「ソース」と呼ぶが，検索の際は

このソースに対してキーワードとなる単語を指定

することにより．単語を含むソース中の文献を得

ることができる。単語検索という目的自体が，閲

覧型のシステムである WWWや Gopherとは異

なるが，他のシステムと同様必要なソフトウェア
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がインターネット上でフリーソフトウェアとして

供給されたため，広く普及している。現在テクニ

カルレポートをはじめとした各種の学術文献や電

子ニュースの過去の記事など，世界中に広く公開

されているソースだけでも約以泊に上る九 検索

も，専用のソフトウェアの他， WWWや Gopher

から行う事ができる。

3. 4. 電子図書館

計算機による文献の題名，著者名を用いた検索

を遠隔地からインターネットを介して行う事は，

米国では既に常識となりつつある。日本では東

大．東工大．早大など7箇所で telnetによるリ

モートアクセスサービスを提供しているに過ぎな

いが，最近千葉大学付属図書館で WWWからア

クセス可能なより使いやすいシステムが公開さ

れ，話題になった九

4. おわりに

これまで述べて来たように， 90年代に入ってイ

ンターネットは単なる通信媒体から，様々な形態

を持つ情報の源泉へと変化した。同時に，最近の

計算機の低価格化や冒頭で述べたインターネ ット

への参加形態の変化なと‘から，インターネ ットは

もはや限られた一部の恵まれた人々の占有物では

なくなりつつある。これにより，現実社会からあ

る種の規制や制約を受けるかもしれないが，ある

面では，インターネ ットの中に新たな電子社会が

生まれたのと同様に，インターネ ットが現実社会

に大きな影響を及ぼす存在となる日もそう遠くは

ないだろう。
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注 1）全世界を網羅するインターネ y トの性質上．電

子ニュースの上での公用語は原則として英語であ

る。

注2）例えば，標準的な FTPのプログラムは遠隔地

のファイルを直接表示させる機能は持っていな

い。また．多くの場合 AnonymousFTPに置

かれているファイルは転送時間短縮のため圧縮さ

れているので．ファイルの中身を見るには転送し

てから圧縮を解くというステップを踏まなければ

ならなし、。

注3）これらのソースに関する情報は Anonymous

FTPで入手できる。

注4）桧垣泰彦．有岡圭子．池田宏明 “千葉大学附

属図書館の利用者のための情報システム （culis)",
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インターネットを利用して

広。ち田t:. 
、，

とし子

梁瀬三千代

管詰麗宇
（三国メディアセンター）

1. はじめに

本年に入ってからマスコミでその言葉を見ない

日はない程．インターネ ットに対する世の中の関

心は高まっているように思える。ここでは，三田

メディアセンター（三田 MC）の情報メディア

サービス担当におけるインターネットの利用状況

をまとめてみたい。

2. ワークステーション（WS）の利用状況

塾内では，インターネットと wsは不可分の
事柄であると思われるので，まず， wsの普及状
況を見てみたい。

三田 MCでは1992年の秋頃に最初の wsが設
置された。当時，湘南藤沢 MCにイ

特集インターネット

部のスタッフが利用するにとどまっていたが，世

の中の趨勢を反映し．ぽつぽつと利用者が増えて

きた。現在三田地区には cc, lib, flet, rschと

いう 4つのドメインがある。図書館内のドメイン

である libには.wsのクライアントが3台とク
ライアントに接続され ws経由でインターネ ッ
トの利用が司能なノfソコンが4台ある。また.lib 

のアカウント登録者（利用資格者）は25名であ

る。

三田だけでなく，全地区の図書館系のスタッフ

がどのように wsを利用しているか簡単にまと
めてみた。以下は現在，各 MCで wsのアカウ
ントを持っている図書館系スタッフに電子メール

を用いて行ったアンケートの結果である。（表 1) 

利用で最も多いのは電子メールであり，電子掲

示板／電子ニュース・情報検索などの利用にはば

らつきがある。OASYSによる文書作成が一般的

であるせいか wsを文書作成のために利用する
人は少ないし， G'TEXなどは OASYSに比べる

とかなり難解であり，使いたくても使えないとい

う事情もあるだろう。その他の利用としては，

「ファイル転送」，「C言語の学習」，「開発ツール

としての利用」などがあったが．これはごく少人

表1 wsの利用の現状

電子 喜子子掲ニ示ュ板ー／ス 情検 報索 作文 書成 その他メール

ンターネット経由での外部データベー

スの利用可能性について調査するグ

ループが結成されており，この調査に

協力する必要から三田 MCおよび医

学 MCに wsが設置されることに
なった。この頃，図書館にはパソコン

およびホスト端末の管理についてかな

仁ノウハウの蓄積があったが， UNIX

系 wsは湘南藤沢 MCおよび理工学
部でしか利用実績がなく， 三田地区で

管理するのは無理との判断から，代わ

ヒーに理工学部計算室のスタ ッフが設置

および管理を行うという体制でとりあ

えず wsの利用がスタートしたので
ある。

よく利用する 19 5 7 1 

たまに利用する 5 4 7 3 

ほとんど利用しない 1 6 6 5 

利用したことがない 。 9 5 17 

その他 1 2 1 。

Ifマ員長時川 。｜ 10 6 I 7 I 6 I 

（回答人数各／地ア区ン回ケ答ー率ト送付数） (TISP W接S続設バ置ソ台コ数ン含む）

三回 9/25 (36%) 7 A口... 

日吉 3/ 7 (43%) 1 A口"' 

矢上 4/10 (40%) 8 A口.>, 

四 谷 3/ 7 (43%) 2 A口"' 

設置後一年ほどは実験目的のためー 藤沢 6/10 (60%) 約 20 台

-10一



数の利用である。今後利用したい用途は，電子

メール以外に分散した。その他の用途として，

「Mosaicによる利用案内の開発」「情報検索のた

めの統合的インテ リジェント・インタフェースの

開発」「マルチプラットフォーム環境でのクロス

データベース検索の開発」などがあった。また．

「一般ユーザへの公闘をにらみ，全塾で環境整備

を行うべき」との意見も見られた。

このように，現状では結局電子メールの利用に

留まっており， wsの数の制限，マニュアル・講
習等の不備などからなかなか多角的な利用には

至っていない様子が窺われる。wsの利用はまだ
緒に就いたばかりと言えよう。

3. 三国 MC情報メディアサービス担当にお

けるインターネットの利用

1993年の春頃から徐々にインターネットを業務

に利用し始めるようになった。インターネットは

言わばネットワークのネットワークであり，その

ネットワーク上には様々な情報資源が散在してい

る。その情報資源をどのように利用するかは利用

者次第であるが．情報メテ・ィアサービス担当では

レファレンス業務と海外 ILLを担当しており，

その関連から主に次のような用途でインターネ ッ

トを利用している。

①書誌事項確認

新しい文献やローカルな文献，灰色文献など各

国の全国書誌に掲載されないようなものの書誌確

認に利用。

②文献の所在調査

海外に ILLの申込みをする際に利用できるば

かりではなく， 圏内の図書館も徐々にそのOPAC

をインターネ ットに開放しつつある。東京大学，

早稲田大学 （協定により利用），筑波大学の

OPACなどが代表的なものである。

③ データベース検索

NACSIS IR, DIALOGなど従来導入していた

データベースをインターネ ット経由で利用すると

通信費が安価ですむばかりでなく，インターネッ

ト接続後はじめて利用が可能になった次のような

データベースもある。

UnCover一洋雑誌約18,（削タイトルが収録され

た米国の目次速報データベース。

国立民族学博物館のデータベース・サービス

④ その他様々な情報資源

上記以外に全文情報，統計情報，政府関係情

報．図書館の利用案内，名簿情報などインター

ネット上には様々な情報資源があるが，体系的に

業務にとりこむのはむずかしし、。

利用方法としては上記のようなものがあげられ

るが，その中でもやはり利用が多いのは他図書館

のOPACである。次に海外の OPACと早稲田

大学のOPAC-WINEの利用事例を紹介したい。

4. 海外の OPAC利用事例ーあるスタッフの

体験記

利用者から，当大学に所蔵していない洋図書中

の論文を入手したいとの依頼を受けた。とりあえ

ず， NUC(National Union Catalog）を検索し

てみると， 1990年にニューヨークで出版されてい

ることが確認できた。圏内の所蔵を調べてみた

が，残念ながら見つからない。出版地がニュー

ヨークなので，ニューヨークの図書館なら所蔵し

ている可能性が高い。しかし，海外への文献複写

依頼等は，郵送のやりとりに時間がかかるため，

申込みは確実に所蔵している図書館にしたいが，

手紙で問い合わせをすると，それだけでかなり時

聞がかかってしまう。

そこで問い合わせをする前に，試しにインター

ネットで NewYork Public Libraryの所蔵を調

べてみることにした。私にとって，海外のOPAC

にアクセスするのはこの時が初めてで，検索はも

ちろん，つながるかどうかも不安だった。まず

は， N.Y. Public Libraryの OPACにつなぐた

めの手順を調べて入力。すると割合すんなりメ

ニュー画面に入ることが出来た。（図 1）あとは，

画面の指示に従い次々と進んでいった。（図2.

3）この時は，海外の OPACを直接使っている

ということ自体に興奮していて，一画面変わる度

に感心したり感動したりしていた。そして求める
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図書の所蔵を確認することができた。（図 4,

5）。早速 N.Y.Public Libraryに該当論文のコ

ピーの送付を依頼した。その約一ヵ月後論文は請

求書とともに到着し，無事利用者の手に渡すこと

が出来た。

初回の利用がこのようにうまくいくとついイン

ターネットに頼りがちになってしまうが，当然そ

ううまく行く時ばかりでもない。

例えば①海外に接続しているせL、か入力してか

らのレスポンスがかなり遅L、。②基本的に剖時間

使えるはずだが，使える時間帯を制限していると

ころもあり，自分の好きな時間に調査ができな

し'o③OPACの使い勝手が各図書館によって異

なる。など，問題点はまだまだたくさんある。

インターネットは，所在調査・書誌事項調査の

手段としてかなり重要な役割を果たしうる。その

利点・欠点をよく理解した上で，業務の中に取り

込み役立たせていけば，業務の幅もかなり広がる

ことだろう。

5. WINEを使った検索例

慶臆義塾大学と早稲田大学の図書館相互利用に

ついては，それぞれがもっ図書資源について，学

内研究者の利用を妨げない範囲において互恵の原

則に基づく相互の利用を開始するという協定が，

昭和ω年10月に交わされ， 1）図書の館外貸出（専
任教員に対して） 2）館内閲覧， 3）文献複写などに

ついて，昭和61年4月1日より実施されている。

昨年度の早慶相互協力の実績は，平成5年度情

報メテ・ィアサービス担当統計によると，早稲田大

学からの複写依頼・調査依頼440件（私立大学の

17.38%に該当），早稲田大学への所蔵調査を含

む複写依頼の件数は249件（私立大学の40.03%

に該当）となっている。複写依頼においては私立

大学の中でもかなり高い数字を示しており．相互

協力の成果が現れているといえる。また，現物貸

借においては平成5年度標準統計をみると，早稲

田大学からの借用が80冊，早稲田大学への貸出が

403冊となっている。

レファレンス業務では，利用者に対して他館の

特集インターネット

所蔵調査を行うことがあり，その際に学術情報セ

ンターの NACSIS-CATを使って検索することが

多い。ただ，早稲田大学の所蔵については和・欧

文雑誌の検索はできるものの，図書の所在につい

ては検索できないのが現状である。

現物貸借ができることからも．早稲田大学の

OPACシステム WINEが検索できればと常々

思っていたが，平成6年4月より三田 MCと早

稲田大学との間で協議・合意の下，インターネッ

ト経由で検索できるようになった。

ここでは，利用者からの所蔵調査依頼を実際に

受け．処理した手順を説明していこうと思う。

1. telnetでIPアドレスを指定する。

2. WINEの漢字コードである Shift-JIS

コードを設定する。

3. WINEを選定する。

4. 情報検索を指定する。（図6)

5. 書名で検索する。（図7)

6. リストの中から該当するものを選択する。

（図8)

7. 該当する書誌事項を表示する。（図9)

8. 所蔵データを表示する。（図10)

9. 目録検索を終了する。

10. WINEを終了する。

レファレンス業務では， FMR-70:E (N ACSIS-

CAT用），FMR-50 NL/T, FMR-60 HE 3 (KOS-

MOS業務座）， PC-9801 ES, UNIXなどのコン

ピュータを駆使しながらデータベースを検索し，

所蔵調査や事項調査を行っている。端末の操作法

を知ることは必要最低限なこととして，これから

はどのようなデータベースをどういった手投で検

索すれば良いのか， どの大学や公共図書館の

OPACを検索すれば良いのかなどを把握してい

くことが大切になっている。漢字・カナでの入力

や検索コマンド，サービス時間帯など様々な問題

があるものの，一度でも多く検索することが使い

勝手を知る早道と思うのだが……

6. インターネット利用上の問題点と今後

インターネットの利用はレファレンス業務に
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とって，欠かせないものになりつつある。しか

し上記の利用事例でも触れられていたようにま

だ利用上・技術上の問題も多い。例えば，異なっ

た漢字コードのデータベースに UNIXのwsか
らアクセスする際には．検索語の入力，表示，出

力，それぞれ異なった手順を踏まないと，文字化

けは避けられない。また，ネ ットワークの接続も

必ずしも安定したものではなく，昨日アクセス可

能だった OPACに今日はつながらないというこ

とがしばしば起こる。そして．その原因が，先方

のコンビュータのサービス休止のためなのか，接

続経路のどこかに問題があるのか（インターネッ

トでは様々なネ ットワークを経由して求めるコン

ピュータに到達する），それともそれ以外の問題

なのか解明するのはむずかしし、。また，ネ ット
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ワークの混雑のため，時間によっては反応時間が

非常に遅L、。特にこの半年ほどで，塾内・日本国

内の利用が急速に伸びてきた結果，反応時聞がか

なり遅くなってきている。

しかし，これらの問題があっても有り余る魅力

がインターネ ットにはある。時間的，空間的な障

害を電子的に解決する方法，それがネ ットワーク

であり，それが魅力的であることは，この半年程

の塾内外での急速な利用の伸びを見れば明らかで

ある。今後，インターネットへの要望はエンド

ユーザーからも益々強くなっていくものと思われ

る。より多くのユーザーにインターネットを開放

し，技術上・利用上の問題を解決していくために

は，何よりもまず，充分なスタッフを揃えた強固

な管理体制を築いていく必要があろう。
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ため．ニュースグループの選択には注意が必要で

ある。医学図書館のグループである， medlib-1

のサプスクライブの経験では．毎日15件を越える

投書があり，また， 4月以降に投書した5～6の
質問には，すべての回答が得られた。こうした

ニュースグループの把握，さらに，多様なサービ

スの情報を得るためには，数か月おきに改定され

る， LeeHancock編集による 「Internet/Bitnet 

Health Science Resources」が便利である。この

資料は，ニュースグループ上で流される改定情報

の度にファイル転送して， レファレンス資料とし

て活用している。当然検索可能な情報にもなって

る。

Mosaicの利用も有効である。Mosaicを利用

すれば，インターネットの初｛；者で、あっても，こ

れまで必要であったコマンドを意識しないで情報

に行き着く ことができるため，気軽に入り込むこ

とができる。

代表的な情報源の一つである，世界保健機構

(WHO）・のサーバを例にあげ， Mosaicを紹介し

よう。図 1は， WHOのホームページである。

Mosaicの機能によって，情報聞の行き来は，非

常に容易なため，いくつか有効な情報源を見つけ

出したら，予め Mosaicのホ ットリストにアドレ

スを登録しておけば次からの検索にも便利であ

る。Mosaic上では，ホームページ上の下線部分

をクリ ックしてし、くだけでさまざまな情報が得ら

れる。例えば，画面上の下線のついている， World

Health Organizationの部分からは， いわゆる

WHOのダイレクトリーとしての情報が得られ

る。一度アクセスするとその部分は破線に変化す

る。続いて， Informationの中の， WHOGopher 

Serverや， Otherselected Web serversをクリ ッ

クすれば，さまざまなサーバへアクセスできる。

WHOのサーパの場合には， WHOおよび，その

他の国連機関の情報をはじめとして，医学図書館

にとって重要な情報源である，米国国立医学図書

館や，遺伝子情報の拠点である，ジョンズ・ホプ

キンス大学が含まれているため有効である。ま

た，米国の政府機関も，メニューに含まれてお
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1. はじめに

インターネットの展開は，図書館活動に今後大

きな影響をもたらす可能性を持っている。イン

ターネットを介して利用できるサービスは，電子

メール，ファイル転送， リモートログインなどが

あるが，医学メディアセンターでは，これらをパ

ブリ ック部門および，テクニカルサービス部門と

もに，日常業務に利用している。特に，一般に広

域情報検索トウールと呼ばれている， gopherや

Mosaicの利用ができるようになってからは，誰

でも簡単にインターネ ット上の情報を手軽に入手

し利用することが容易になり，より一層インター

ネットが身近な存在となりつつある。

医学メディアセンターとインターネッ卜

090。

2. 情報メディアサービスにおける利用

2-1 レファレンスおよび相互貸借業務におけ

る利用

レファレンス業務においてインターネットの影

響の最も大きかったものは，オンライ ン検索であ

る。これまで， BRS, Dialog等の利用は，それ

ぞれの代理店の提供している通信回線を利用して

いたが，インターネ ットの利用によって，検索料

金は大幅に節約できるようになった。当センター

では，年々 CD-ROMの導入によりオンライン

代行検索は減少しているが，代行検索利用者の評

判は良い。

レファレンスカウンターでは，様々な質問が展

開される。これらの質問に対して，ニュースグ

ループに投書して答えを得られることがある。た

だし，インターネ ット上の情報は無数に存在する
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図 1

り，統計など貴重なデータも入手できる。これら

の情報は．たとえメニュー上に情報源が上がって

いなくとも， Mosaicの機能により，気長にク

リックを繰り返していけば．求める情報にたどり

着くことはできるが，メニューの編集内容の特徴

を体験し，各図書館にとって最も有効なサーバを

見つけ出しておくほうが実際の利用のためには便

利である。ちなみに， 1994年の InternationalW 3 

Conferenceにおいて，最も高い評価をうけたシ

ステムについて，現 WHOのホームページから，

行き着くことができるので，比較するのも面白い

かもしれなL、。（図2)
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2ー2 相互貸借とインターネット

相互貸借におけるインターネットは，文献のベ

リファイに有効である。各国の OPACを，書誌

事項の確認に用いることができるほか，医学図書

館にとって最も大事な用件である，新しい情報を

手に入れるために UnCoverを利用することもあ

る。UnCoverは， もともと CARL( Colorado 

Alliance of Research Libraries）に開発の端を

発し，目次速報データベースおよび， ドキュメン

トデリパリーサービスを合わせて提供している

サービスである。目次速報サービスの検索は無料

でできる。著者名，雑誌名，キーワードから，検

索できるこのシステムは，カレントコンテンツに

比べ早い情報が得られる。

また，現在， BLDSC(British Library Docu-

ment Suuply Centre）への申込みは．学術情報

センターシステム経由の ARTTe12で行ってい

るが，このシステムでは，謝絶等の結果を得るま

でにかなりの時間がかかっている。一方，イン

ターネ ット経由の申込みでは，申込みの結果が画

面上ですぐに得られるため，状況確認が必要な場
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合には，インターネ ット経由でアクセスしてい

る。

2-3 資料整理とインターネット

資料整理業務においては，インターネットをE

誌確認の 1つの手段として用いている。

米国国立医学図書館（National Library of 

Medicine, NLM）は1993年2月に NLMLocator 

という新しいオンライン目録システムを NLM

の館内利用者に提供した（図 4）。Locatorとは

CATLINE （単行書）（図5), AVLINE （視聴覚

資料）， SERLINE (NLM及び他館所蔵の定期刊

行物）（図6）の3つのデータベースを検索する

ためのインターフニースで， NLMの蔵書目録に

メニュー方式によって容易にアクセスすることが

できる。

1993年6月にはインターネ ット利用者に対して

Locatorのインターネット版を公開し，“telnet

locator. nlm. nih. gov”のコマンドの後，“loca-

tor”でログインすれば誰でも無料で locatorに

入ることができるようになった。

図書呂録係では，洋書の目録をとる際，必要な

場合はインターネット経由で CATLINEを利用

している。CATLINEを検索して書誌を参照する

目的は，主として件名（MeSH）や分類（NLMC)

を知ることであと。MeSHや NLMCは LC/

MARCに記述されていることも多いが， LC/

MARCのすべての書誌に付与されているわけで

はなく，米国以外の国による出版物などそもそも

LC/MARCにない図書もある。やはり医学関係

の資料が網羅的に収集され， MeSHや NLMCの

付与など医学分野の検索者向けに整理されている

NLMの目録が最も参考になる。

当センターでは，以前 NLMの目録は冊子体

によってしか知ることができなかったが，イン

ターネットの導入によって NLMの目録が随時

検索できるようになったため，洋書の効率的な整

理に非常に役立っている。

雑誌係は，新規受入雑誌を選定するために，利

用者からの購入希望や創刊雑誌の広告等を参考に

している。それらの雑誌の書誌情報を得たい時

に，出版社や出版国がマイナーである等の理由

で， 二次資料や， NACSIS-CATの目録情報の調

査だけでは十分な情報を得られない場合がある。

この種の雑誌は，圏内取次店の販売カタログに

は掲載されていないことがほとんどで，また運よ

く掲載されていても，詳しい出版情報は不明の場

民田υ店主思~，b!f'!:!'t1~:1"~Y: : Pres告加

図 4

肱淘b

Y国酎里町由旬：

ー

l屋町羽岡円SID hllhl i酔tyour d削 ce副宵宮田噛,I.er)
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図 5
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図 6
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合が多い。したがって，これらの雑誌の新規受入

選定を行う際，他の雑誌との比較する基準となる

情報を収集することにいつも苦労することにな

る。

インターネットを介して利用できる NLMの

オンライン目録である SERLINEが検索できる

ようになった今，その目録情報が新規受入雑誌の

選定の有用な情報になることが度々ある。

NLMは生物・医学系の雑誌を網羅的に収集し

ており，その目録情報の信頼性は高L、。注記等も

詳細であるため，出版社の変更等も参考になる。

3. おわりに

このように，インターネ ットは日常業務にも根

特集インターネット

をおろしつつある。また，日々目にする新障や雑

誌記事においても，インターネットの記事は数限

りない。そのため，教員や学生から， しばしばイ

ンターネットについての質問を受け，また，図書

館での利用あるいは，研究室からの利用を求めら

れる。残念ながら，医学部キャンパスには学内

LANの敷設など，解決されなければならない問

題も多いが，メディアセンターの職員としては，

ネットワークに関する知識や，今後の図書館活動

に対する調査，検討を重ねて行かなければならな

い時期に来ているといえよう。

「一一一一一一一一（三国図書館・情報学会月例研究会）一一一一一一一－，

第76回（平成6年 1月29日）

「大学図書館における利用指導と図書館広報

について」

発表者仁上幸治（早稲田大学図書館圏内

図書課チーフ）

第77回（平成6年3月19日）

「今後の図書館サービスの展開と著作権J
発表者越塚美加，神門典子（慶慮義塾大

学大学院）

第78回（平成6年5月13日）

「インターネ ットで、ショ ッピング」

発表者戸田恒一（東洋大学社会学部）

第79回（平成6年7月9日）

発表者福島寿男（国立国会図書館図書部

図書整理課）

これらの研究会は，非会員にも公開してい

る。また，年刊の機関誌 Libraryand lnfor-

ma tion Scienceは，個人会費（年額￥3,000),

機関会費（年額￥5,000）を支払った会員に送

付される。

学会への入会，機関誌等に関する問い合同！

は，慶慮義塾大学図書館・情報学科事務室！

(Tel. 03-3453-4511 内線3147）で受け付け l
ている。

「日本の OPAC－現状と課題」

L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＿J
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インターネット

補筆議芝
（湘南藤沢メディアセンター）

1. インターネットとは？

インターネット（internet）とは，ネットワー

クの相互接続状態を指す言葉であるが，最近世間

で話題になっているインターネ ットとは， The

Internetのことを言い，TCP/IPプロトコルとい

う通信体系に基づく世界規模の相互接続ネット

ワークである。

1969年に始まった ARPANETにその原点があ

り，元々は軍事目的のネットワーク技術の開発を

行なうためのものであったが．全米の大学，研究

所の研究者によっていろいろな使われ方をするよ

うになった。当初は 56kbpsの速度の回線で全米

を結ぶネ ットワークを構築していたが， NFSNET 

と呼ばれる NSF(National Science Foundation) 

が全米のスーパーコンビュータセンターを高速

ネットワークで結ぶことを目的として精築され，

米国以外とも接続するようになり， Internetの形

成が進んだ。回線速度も， 1.5Mbpsから最近で

は45Mbpsと，高速化がはかられてきている。

さらにクリントンーゴア政権による NII(National 

Information Ifrastructure）構想により， Gbps

（ギガピット毎秒）を越えるネ ットワークの構築

が研究されている。

わが国では，ネットワーク研究プロジェクト

WIDEによる WIDEインターネット，物理学や

天文学などの主として理学の研究者のための運用

ネットワークである TISN，学術情報センターに

よる SINETといった研究ネ ットワークの構築が

1988年頃から始まり， Internetへの接続を行って

いる。1993年頃からは商用ネッ トワークが立ち上

がり， SPIN, JJJ, lnfoWebなどの商用ネット

ワーク業者がサービスを開始している。

Internetでは，現在152か国に電子メ ールが届

き， 75か国がリモートログインなどの実時間ベー

スの高機能なアプリケーションが使用できる接続

を行っている刊。

2. Internet上で利用できる機能

Internetは，当初研究機関による研究のための

ネットワークという性格が強かったが，今日では

さまざまな使われ方をしている。 ここでは，

Internet上で利用できる機能や，展開されている

サービスの一部を紹介する。

2. 1. リモートログイン

いわゆる，コンビュータの遠隔地利用である。

ARPANETも遠隔地のホストコンビュータへの

アクセス手段の提供が主要な目的であった。その

後の NSFNETも，全米のスーパーコンピュータ

センターを高速ネ ットワークで結ぶことが目的で

あった。学内のキャンパス間ネットワークでも，

三田，日吉，矢上，四谷，藤沢の各地区の TCP/

IPプロトコル接続している計算機では相互にロ

グインすることが可能であり，多種多様な使われ

方をしている。

2. 2. 電子メール・電子ニュース

今日， これだけネットワークが広く使われるよ

うになったのは，電子メールによるところが非常

に大きい。当初，ネッ トワークの研究開発を行

なっていた研究者も，これほど電子メールが使わ

れるようになると想像していた人はほとんどいな

かった。現在では，研究者間の連絡手段として欠

かせなくなっているが，これは次のような理由が

あげられる。

・電話と異なり，相手がその場にいなく てもメッ

セージを届けられる。

・通常の郵便と異なり，インターネ ット上ではほ

ぼすぐに相手先のコンビュータに届く 。

・通信の内容が必然的に計算機上に残るので，後

から参照するのに便利である。

・多数の人に同じメ ッセージを同時に送るのも一

人に宛てるのも同じ手間でできる。
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。。

日本では， 1984年10月に慶臆義塾大学，東京工

業大学，東京大学の3大学を公衆回線とモデムを

用いて， UNIXシステムに備わっていた通信プロ

トコル UUCPを用いてi接続がなされたのが，
JU NETのはじまりである。当初は英語で書かれ

た電子メールだけであったが，すぐに漢字による

電子メールの交換を可能にするソフトウェアが整

備され，爆発的に通信量が増える結果となった。

利用者に使いやすければネットワークはいくらで

も使われるというのは，この当時から変わらぬ事

実であり，真実である。

電子ニュースは，パソコン通信における電子会

議室のようなものであるが，次のような相違点が

ある。

・パソコン通信は一つのホストを全利用者が使用

しているが，ニュースシステムでは，複数の各

組織のコンビュ ータがバケツリレー式に，

ニュースの記事を中継している。

・パソ コン通信では，投稿された記事は，全利用

者がすぐに読めるが，ニュースシステムでは中

継している関係で，記事が広がるのに時間がか

かる0

・いろいろな方針をもったネットワークを記事が

通過するので，場合によっては特定目的の利用

（純粋な宣伝活動，商業活動等）が禁止されて

いる。

・中央集権的な管理機構が存在しないことが多

L、。
・手元のコンビュータを使うため，大容量のファ

イルにアクセスするのが容易，また高速なアク

セスが可能。

2.3. WWW  

World Wide Web (WWW）は， 198併芋にCERN

(European Laboratory for Particle Physics：欧

州原子核物理研究所）で提案された広域用の情報

システムで．ハイノfーテキストベースで， Inter-

net上のさまざまな資源へのアクセス方法を提供

している。HTTP(Hyper Text Transfer Proto-

col)というプロトコルによりこの情報の伝搬が

特集インターネット

図1 SFCのWWWホームページ

図2 理工学部の WWWホームページ

行なわれる。最近，さまざまな雑誌で見受けられ

る「インターネットのマルチメディアデータベー

スのアクセス」という修飾がなされている Mosaic

というソフトウェアは， NCSAで開発された
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HTTPを用いて WWWのサーパにアクセスする

ものである。HTTPだけでなく，ほかのプロト

コルを用いて Internet上のいろいろな資源にア

クセスすることが可能である。

WWWは世界中でいろいろな使われ方をして

おり，メーカーの製品の紹介はもとより，オンラ

インカタログ，大学案内まで多種多機である。米

国に限らず，国内でも大学案内，入試案内を

WWWを通して情報提供しているところがある。

図1と図2に，湘南藤沢キャンパスの WWWの

ホームページ（アクセスしたときに最初に現れる

画面）と．理工学部のホームページをそれぞれ示

す。

2. 4. 電子メールオーダー

電子メ ールによる物品の購入も一般的なものと

なっており．筆者は洋書の購入に使うことが多

い。以下に電子メ ールでの書籍の注文を受け付け

ている例を示す。

• Computer Literacy Bookshops, Inc. 

筆者がよく利用しているところ，名前のとおり

コンヒ。ュータ関連書籍中心。電子メ ールアドレ

スは， info@clbooks.com 

• The MIT Press 

電子メ ールアドレスは，

mitpress-orders@mit. edu 

・o’Reilly& Associates, Inc. 
昔から UNIX,Internet関連の書籍の出版に力

を入れているところ。

電子メ ールアド レスは， order@ora.com 

電子ニュースシステムのニュースグループ rec.

arts. booksとか月.booksに情報が出ているこ

とも多し、。

書籍，特に一般向けの洋書の流通機構に一石を

投じていると言っても過言ではないだろう。オ

フィスから電子メールを出すだけで，航空便を指

定すれば，数日でオフィスに洋書が届くのであ

る。しかも，為替レートは時価である。

また，学会によっては．国際会議の申し込み，

論文集の申し込みも電子メールで、受け付けている

ところもあり，学会で出している論文集のパック

ナンバ一等を申し込むのに便利な場合もある。

2. 5. 図書館（OPAC)

Internetでの OPACアクセスは，米国等では

非常に一般的になっているが，日本国内でも整備

されつつある。表1にその一部を示す。

いずれも， X ウインドウシステム上の端末エ

ミュレータ （kterm等）から， telnetホス ト名

と入力して，相手図書館のホストに接続すること

により利用可能である。

表1 日本圏内の Internetからアクセス可

能な OPAC

図書館名 ホス ト名
ユーザ

ID 

筑附属波図大書学館 anzu. cc. tsukuba. ac. jp なし

東附属京国大管学館
library. lib. u-tokyo. ac. jp 

LIBRARY 
liliput. lib. u-tokyo. ac. jp 

東附京属工図業書大学館 topics. libra. titech. ac. jp OPAC 

3. さいごに

このように，最近一般にも注目されるように

なった Internetであるが，全世界規模でのオン

ライン情報の共有化，一次情報あるいはそれに近

い情報への直接アクセス，個人による広域への情

報発信ということが，社会的に非常に大きな影響

を与えるであろうし，また与えつつある。

政府発行の経済統計などで公開されているもの

に，コンビュータを通じて直接アクセスできれ

ば，社会科学の講義に新しい一面をもたらすであ

ろうし，各企業が会社情報を Internet上で公開

すれば，就職活動の参考にもなるし財務分析等

の講義・演習にも役立つであろう。

メディアセンターの研究教育における情報サー

ビスの提供という面でも，影響は小さくない。害

籍のオンライン発注もさることながら，各種デー

タベースの種類が，今までは単純にデータベース

会社にアクセスしていたものが，一次情報に近い
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ところへのアクセスが可能となることで，安価に

大容量のデータに高速にアクセスできる可能性が

ひらけている。もっとも，今まで以上に，データ

ベース検索の技能というものが高度に要求される

ようになるので．情報サービスを提供する側の苦

労は増えるかもしれない。

もっと Internetのことをよく知りたい人には，

最近非常に多くの本が出版されているので参考に

なるであろう l弘＂ 3）。

特集インターネット
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1) WIDE Project編インターネ ット参加¢手引
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ネY ト情報システム関連研修計画 ！

についてJ ！ 
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報告者遠藤和幸 「管財部業務と図書館に ｜

ついて」
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第 l回（平成6年5月23日

於三田メディアセンター）

報告者村上篤太郎「図書館サービスの点

検 ・評価」

広田とし子 「三田メディアセン

ターレファレンスにおける点検 ・

評価の試み」

第2回（平成6年6月27日

於三田メディアセンター）

報告者越塚美加 「図書館サー ビスから見

た著作権法」

第3回（平成6年7月20日）

於 三田メディアセンター） 大日本印刷株式会社見学会

報告者白石幸男．大賀裕 「メディア

に・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・－－＂
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γ…一一一一一一一一明くティールーム＞・－.. －・・－・一一一一.._,._ .. _ .. I 
題の採点だけは．いつの時代も手作業にならざるを i 
えない。数時間かけて答案を読み．論述問題の得点 ー

を入力。受験者の総得点を計算し．昔ながらに度数 ！ ！ 夢 分布表を作って， 楽しみながら 「A. B. C. D」 ！

を決める。採点結果のファイ川教務部に転送し． I 
「今年の授業はこれで終わり」と一人微笑むも．次 i 

の入試が頭をよぎる 。 I 
! 逆 華民 「夢」というにはささやかでしょうか。そう遠く ! 

ない将来に，このようなことが現実の姿になってい ! 
ると考えられますから．決して「夢物語」ではあり

I 20 ＊咋のある一日 ません。しかしいつ実現するかについてはまった ！

I ・朝，研究室の埼末をログオンすると，昨日の東京 くわからないのもまた現実でしょう。上で述べたこ I 
I 市場の終値やマクロ経済に関するデータが自動的に とは，現在でも技術的には可能でしょうし 一部実 I 
I 送信され，私のデータファイ Jレにスト yクされる。 現しているところもあると思います。では「10年後 I 
I もちろん，研究に必要なデータのうちスト ックされ は？」 と想像してみたら， 10年という時間ではあま I 
てないものは，データベースにアクセスすれば．た り楽観的になれません。

I いていの公開データは入手できる。 確か10年前はコンビュータ一入力を穴あきカード

I ・午前．昨日行った期末試験の穴埋め問題を採点す でやっていたことを思い出します。それに比べれ i 
I るため，模範解答を入力。教室の座席にはメインフ ば・現在の使用環境は天国にいるようなものです。

レームに接続されたノ ート ブック型端末が設けら にもかかわらず，より便利かっ快適なシステムを追

I れ，学生はこれを使って試験問題に解答する。学生 求していく努力は途切れることなく，またこれから I 
I の解答は．私の教育用ファイルに転送された後，数 も永久に続けられていくことになります。しかし， I 
！ 十年前から広く使われている検索機能を使って．瞬 進歩発展のスピードは逓減していくのが普通ですか I 
I 時に採点される。 ら・何をどう発展させていくのか．これからが難し 益

－午後．読みたいジャーナルペーパー3本を私の研 いところだと思うのは私だけではないでしょう。現 ! 

I 究用ファイルに出力させることを忘れ，慌てて指示 在から10年後の変化は. 10年前から現在の変化に比 I 
I を出す。試験シーズンでプリンターが混んでいるが べて表面的には小さいものになるかもしれません I 
I 夕方にはプリントアウ トできるであろう。出版物は が・メディアセンターには，より困難な問題を一つ I 
すべて ROMで提供されているから， メインフ 一つ解決され，着実に前進していかれることを祈っ ’ 
！ レームの輔管理システムを使えば，探したい文献 ております。常に変わらぬ熱意でもって情報システ ！ 

I の検索はもちろんのこと．端末を通じて文献自体を ムの構築・改良を企画されているメディアセンター I 
i 見ることもそれを複写する ことも容易に可能であ 関係者の方々の御尽力には，ユーザーと して大いに i 

I るoただし複写する場合は著作権料が課金される 敬意を表したいと思います。 I 
ため．うっかりその口座がゼロになって複写できな （商学部助教授） ' 

I い場合もある。そんなとき．手でコピーをし，事実 I 
i 上複写が自由勝手であった時代を懐かしく恩う。
i ・計算室から 期末試験の論述問題の解答のプリン
トアウトが出来たとの電話があり．取りに行く。教 , , {'...... ! 

！ 育周ファイルに転送しても らう ことも可能だが． ’r / """¥ -a 
Fトーー－ ー〉も i ！ ディスプレイを使って長時間文章を読むのはやはり げ京~ I 

z骨が折れる。ペーパーもそうだが，学生が制限時聞 にも心Hノ JI i 
i 内に書きなぐった答案ではなおさらであるo論述問 『 l 
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人にやさしいコンビュータ

ところ まりお

所 真理雄

（理工学メテ・ィアセンター副所長）
理工学部教授 ) 

このところのパソコンの発達はようやくにして

コンピュータを使い易いものにしつつある。まず

は，簡単に日本語が使えるようになった。ウイン

ドウを用いたグラフイカルなインタフェースがあ

たっまえになり，マウスをクリックすればおおか

たの仕事が済んでしまう。統合型ソフトを使えば

いちいちエディタ，描画，データベースなどを

別々に覚える必要もなL、。20数年前に筆者が大型

機を使いはじめた頃とは隔世の感があり，また10

年前にワークステーションを使いはじめた頃と比

べても大きな違いがある。

しかしながら一方では，この頃コンピュータが

本当に人にやさしくなったのであろうかと自問し

て上まなし、。いやコンビュータだけではなL、。い

ろいろな工業製品が市場に並仏人間生活に入り

込んで来ている。確かに見た目もきれいで使い易

くなっている。でもそれらは本当に人にやさしい

と言えるのだろうか。

誰でも知っているように今日我々が言うコン

ピュータはデジタル式であり， 2進数にその基礎

を置いている。すなわち 1とOの世界であり，こ

れがちょうど真（true）と偽（false）に対応し

ている。デジタルの世界はたいへん論理的であ

り．ものごとに白黒をつけたり，数を数えたりす

るには最適で，まさにそのために産まれて来たと

言っても過言ではなし、。その計算法は還元主義的

であり，その構造は公理主義的である。あるいは

原子論的でさえある。これは正に18世紀から20世

紀への近代科学の最大の特徴であり，また近代文

明の発達の規範でもあった。そしてコンビュータ

においては他の技術分野に比べてより純粋な形で

これが現れていると言える。

例えば橋を作ることを考えてみよう。橋の長さ

は何メートルで高さは何メートル，そこをどれだ

けのものが通過するからどれだけの荷重がかか

る。スパンをどれくらいにして材料を何にすれば

自重がこれだけになり，だからその結果全体がこ

うなる。このための部材はどれほどで，それを作

るにはこうして，運ぶにはどうして，そして組み

立てるにはどうして，といった具合である。ここ

では設計から組立への各段階で物理的な対象を現

実世界との関係の中で議論し，作業が進んでい

く。

一方，コンピュータに給与計算をさせる場合を

考えよう。まず会社組織の構成を考え，給与算定

のルールを書き出し，これを計算するためのアル

ゴリズムを与える。計算のアルゴリズムは通常

jレールに従って部品化され，また階層化されて構

成される。しかしながら一旦組織モデルが作成さ

れ，ルールが書き出されると，プログラム¢部品

間あるいは階富聞は完全に論理的であり，通常最

後の答が出るまで（若しくは振り込まれた給与を

確認するまで），現実世界と触れ合うことは無い。

これがコンピュータは汎用シミュレーション装置

であるといわれる所以であり，またその還元主義

的，公理主義的な純粋さの理由である。

しかしながら，コンビュータがこれだけ人間生

活に入り込み．常に人間とインタフェースし，し

かもかなり重要な役割を担うようになってきた

時．論理的であるだけで良いのかという疑問にぶ

つかる。

人間においては論理的思考は左側の脳で行わ

れ，パタン的な思考は右脳で行われると言われて

いる。コンビュータは左脳的であり，パタン的な

思考はあまり得意ではないと言われてきた。その

ため，脳の構造に多少とも近付けた形を持つ

ニューラルネ ットやその他パタン抽出のための並

列計算アルゴリズムなどが考案されてきた。ま

た， 二者択→守な論理から，より連続的な値を取

ることを可能としたファジー論理なども考案され

て実用化が進み，コンビュータの応用分野を拡げ

るとともにその使い易さにも貢献してきた。

論理的な思考とパタン的な思考の両方を兼ね備

えたコンピュータが完成すればコンビュータは人

にやさしくなるであろうか。いや．そうではなか

ろう。左脳，右脳はいわゆる新しい脳と呼ばれる

ところで，類人猿以降の種に特徴的な部分であ

-24-



る。これに対して古い脳と呼ばれるところがあ

る。ここは生命現象のもっと基本的なところを制

御する部分で，下等な動物はこの部分しか持たな

い。また，古い脳は我々の情動にも通じるところ

である。すなわち．恐い思いをすれば冷や汗が

出，興奮すれば脈拍が上昇し，うまいものを喰え

ば幸せになり，親しい人と語らえば心平静とな

る。そういったことを司る部分が古い脳である。

人と人とがつき合うとき，いや，もっと一般化

して，動物同士がコミュニケー卜するとき，最初

に行うことは相手を個としてとらえ，そして相手

が自分に対して危害を加える対象ではないことを

確認することであろう。いや， これがコミュニ

ケーションの全てであるとも言えるかも知れな

い。しかしコンピュータが人に接するとき，コン

ピュータは人を個としてとらえることもないし，

相手が危害を加えるかどうかなどとは考えもしな

い。また，コンピュータを使う人間の方だって似

たりょったりである。人間とコンビュータの関係

はちょうど我々と道具の関係のようなものだ。普

通は包丁やのこぎりを見ても危険を感じないが，

血相を変えた人がそんなものを持っていたら逃げ

出してしまう。

道具としてコンビュータを見れば．右脳，左脳

という新しい脳を持ったおりこうなコンビュータ

はひとつの完成の域に達しつつあると言えるだろ

う。しかしながら人聞はずうずうしいもので， 一

方ではより使い易く，多少の間違いを許してく

れ，あやしければ聞き直し，更にはーを言えば十

を知るようなコンビュータをも欲している。こう

なってくると，コンピュータはもっと我々を知っ

ている必要がある。すなわち．コンピュータはそ

の中に人聞をモデルとして持たなければならなく

なる。そして人聞の思考だけでなく，情動をも理

解する必要が出てくる。コンビュータに向かつて

「くそ．頭に来たな，あいつをやっつけてしまえ」

なんてついつい言ってしまった時．コンピュータ

が本当にそいつをやっつけに行ってしまったら困

るのである。コンピュータはここでは， 「そうだ

な，あいつ頭に来るな。でもまあ少し頭を冷やそ

うや」と言ってくれなければならないのである。

より自分の言いたいことを分かつてくれるコン

ビュータはいわゆる友人としてのコンビュータで

あり，たぶん古い脳をも持った，より人聞に近い

ものになるであろう。

このようなことは人間とコンビュータの関係だ

けでなく，コンピュータとコンビュータとの関係

としても起こりつつある。これまでコンピュータ

による計算はひとつのコンビュータによって行わ

れて来た。ところが近年のネ ットワークの発達

は，ひとつの仕事をより適した複数の計算機の共

同作業として行う方向へと向かわせている。一

方，コンビュータは日進月歩し，古いコンビュー

タは新しいものへと置きかわる。新しいソフトウ

エアが開発され，より良いサービスが得られるよ

うになる。新しい情報が提供され，より有利に仕

事を行えるようになる。広域に分散した環境で

は，これらの変化を全て事前に把握することはで

きなL、。するとひとつの仕事を行うためのチーム

は固定されたものではなくなり，相互により適し

た相手を時につれて選びながら仕事をしていくよ

うになる。もちろんひとつのコンビュータあるい

はソフトウエアは広く多数の顧客を相手とするこ

とになる。ここにコンビュータあるいはその上で

動く個々のソフトウエアが個として認識される必

要が生じ，そこで危害だとか効用だとかが論ぜら

れるようになるわけである。近年このようなソフ

トウエアの単位はエージェン トと呼ばれることも

多い。上述の人間と対話するソフトウエアも一種

のエージェントであると考えることができ，特に

インタフェースエージェントと呼ぶ。このような

個としてのコンピュータあるいはソフトウエアは

必ずしも人間のようになるとは限らないが，ある

程度生物的になってくると言っても良かろう。こ

こでは 「生き延びること」や 「被害を最少にする

こと」が基本原則であり，ここでもやはり古い脳

に対応した機能が必要となる。

コンピュータがより人間に近くなることへの疑

問あるいは困惑は随所に見ることができる。この

疑問あるいは困惑を要約すれば，そのようなコン

ビュータはいずれ愛を語り，子孫を造り，いずれ

は人聞を駆逐してしまうであろうという， SFの

世界にも似た議論である。これはあながち否定す

ることもできない正しい見方である。しかしなが
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らそれではコンビュータは今のままで良L、かと言

うと決してこれに満足できるわけではないのであ

るから，良かれ悪しかれコンピュータがより人聞

に近付いていくことを阻止できないであろう。こ

れまで頻繁に議論された「科学と人間J論とも相
通ずるところであり，コンビュータと人間の共存

を図らなければならないところである。

数十年前に化学および物理学の分野で芽生え，

このところ活気を帯びているいわゆる複雑系の考

え方は，常にエネルギーが注入される系における

非可逆的な振舞を，主に非線形な方程式系をもと

に示そうとする学問体系である。そこでは単純な

振舞がくり返し行われることにより．あるいは複

数の単純な振舞が複合することにより，全体とし

て極めて複雑な，あるいは逆に極めて統一のとれ

た挙動を観察できることを示し，科学技術におけ

る新たな方法論を創出している。これはちょうど

分散複合システムにおける個々と全体の振舞に関

連し，また一方では生命現象そのものや進化の基

礎的な理論としての期待も大きい。更にはアナロ

グ系の情報処理とデジタル系の情報処理の橋渡し

となる可能性さえもある。今後のコンビュータ技

術を，またコンビュータと人間との関係を，この

ような大きな流れの中でとらえてL、く必要がある

と思う。

話は変わるが，筆者は平成5年10月より理工学

メディアセンター副所長を拝命している。ここ 2

～3年は遅ればせながら塾の情報化のための大き
な変革がなされると聞いている。その中核は超高

速ネットワーク技術を基礎に置いたマルチメディ

ア応用による教育，研究の活性化やグローパル

化，更には事務処理の効率化である。塾の情報

化，マルチメディア化を科学技術に裏打ちされ，

しかも人へのやさしさを忘れない形で実現するた

めに微力ながらお役に立てればと考えている。

f一一一一一一一一一一 （小展示二ユース
く医学メディアセンター＞

1. 古医書シリーズ

（於医学メディアセンター展示ケース）

1. 1. 「医心方」 1993. 6. 1～1993. 7.31 
1. 2. 語学 オランダ語からの推移

1993. 9. 1～1993. 10. 31 
1. 3. 「解剖存真図」複製

1993. 11. 1～1994. 3. 31 
1. 4, 「古医書目録」改訂版

富士川本の中から 「蘭学事始め」

石黒文庫紹介「石黒忠恵」

集成本の中から 「麻薬考」，「圃鰹」

19倒. 5. 13～1994. 5.31 
1. 5. 華岡青州 1的4.7. 1～1伺4.7.31 

2. 新年祝賀会特別展示

（於新棟11階会議室前）

杉田玄白画筆「百鶴図」

杉田玄白遺墨「監事不如自然」

慶慮義塾大学附属皆学専門文史

1952 

「三鷹」創刊号 1947. 7 

卒業記念写真帖

1944一

(36～50回生の中，所蔵の36, 44～50回生
の写真帖）

L・ー一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ー一一一一一一一一一ー－ー一一一一ー－ー一一ー－ーー－ー一一一一一一一・－＇
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インタラクティブ・マルチメディア・

データベースをめざして

う のさみ省

鵜野公郎

（湘南藤沢メディアセンター刷所長1
政策・メディア研究科教授 ／ 

SFCにおけるメディアセンターは発足5年目

にはいり教育研究の中心的存在として定着したと

いえる。共通のインフラストラクチャーとして

UNIXをOSとするネットワークを学内にはりめ

ぐらすとともにインターネットを介して世界と結

び．その上でデータベースとマルチメディアを展

開することは，コンビュータ系であると政策系あ

るいは自然言語系であるとを問わず，当然のこと

として受け入れられている。メディアセンターの

もつ機能はカリキュラムにも直接反映しており，

学部の 1年生から大学院生までが，ネットワーク

上で，日夜，知的作業に没頭している。ネット

ワーク環境のもとでは，各自がそれぞれ関心のあ

るテーマを展開させることができ，そのために自

発的な作業が活発吃することが見て取れる。世界

最新の知的資産に直接アクセスできることも学生

にとって大きなインセンティブである。

図書館，コンビュータセンター．それにマルチ

メディア機能をあわせもつことは， SFC発足当

時はまさに 「云うは易し行うは難し」の典型とも

恩われた。図書館は印刷文化とともに永い歴史を

もち，慶臆のみならずどこの大学でも学術の中心

であり，収書や図書検索などのテクノロジーが確

立している。コンビュータセンターは大型コン

ビュータを擁して専門のエンジニアのみが立ち入

りをゆるされる場所として．また巨額の費用を使

う権限を有する機関として，どこの大学でも20世

紀の神殿の如くであったといっても過言ではある

まし、。UNIXも夢の世界を約束しつつ1980年代に

登場し，一部のコンビュータ専門家を魅了したも

のの，その使い勝手の悪さや従来のシステム上の

アプリケーションソフトの移行が遅々として進ま

ないことなど．ユーザ泣かせのしろものであっ

た。また，マルチメディアは絵画や映画，音楽な

ど，人類の歴史をいろどる芸術の分野に，コン

ビュータテクノロジーを持ち込もうとするもの

で，その芸術性に疑わしいものがあるだけでな

く，高価な機器や AVホールを要求する， ブ

ラックホールとも思えた。

メディアセンター機能の定着と発展のために

は，テクノロジ一面での制約と制度面での制約を

のりこえる必要があった。テクノロジーに関して

はもっぱらコンビュータの専門家に任せざるをえ

ないと考えられているが，実は専門家といえども

特定分野を得意とするのが常であり，システム構

築の専門家というのは大学の研究環境の中からは

育ちにくし、。しかし， SFCでは，日本には珍し

いタイプの人材を確保できたことに加え，学部設

立時，大学院設立時，学部の設備のリプレース

時，と 5年の聞に既に3回，大規模ネットワーク

の構築をおこない，かなりの経験をつむことがで

きた。この間，データベースやマルチメディアの

分野の要求に直面し．カリキュラムへの組み込み

に努力し，また数千人のコミュニティーのニーズ

に対応することで，実力をあげてきたといえよ

っ。
現在， SFCでは通産省の予算により情報処理

振興事業協会（IPA）が実施する 「新産業創造

データベースセンター」「教育ソフト開発・利用

促進センター」 「パイロット電子図書館」の3事

業に協力している。これらの機能をあわせもつ

「情報基盤センター（仮称）」がキャンパスの一角

に設置されることになっている。これは IPAの

施設であって塾のものではないが，それぞれの機

能とこれを支えるインフラストラクチャーの構築

はSFCの実績があってはじめて可能になったと

いっても過言ではないだろう。

しかし，メディアセンターの発展は緒についた

ばかりである。ネットワーク，データベース，マ

ルチメディアを統合したシステムは定着したと

いってよい。残された課題は多い。とりわけ，特

に多くの知的資産をかかえる，いわゆる 「文系」

あるいは 「書斎型」のユーザとの架橋に成功する

か否かがカギである。いかにネ ットワークが完備

しでも，その上に知的資産が移設され，さらに新
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しい知的活動がネットワーク上でおこなわれるよ

うにならなければ，中身は空虚である。

知的資産をデータベースといいかえることがで

きる。現在のデータベースのイメージは．図書や

新聞記事を始めとする情報をキーワードをもとに

検索するもので，多くは公衆回線を利用した，

2400 bps程度の低速のサービスである。統計の

データベースも提供されているが，数値の更新な

どは頻繁におこなわれるものの，変数リストなど

は印刷物のコード表を利用するといった形態を

とっていることがいまだに一般的である。

日米のデータベースを比較すると，データベー

ス売上高でみると日本はアメリカの6分の l，ノf

スワード数では9分の 1.プロデューサ数では11

分の lにとどまる。研究に利用されるインハウス

のデータベースについていくつかの調査例をみて

も，独自の構築例はきわめて限られている。教育

への利用に関しては，日本の大学では情報処理教

育の一環としておこなわれていることが殆どであ

り，専門教育とのリンケージはとられていない。

こうした状況はデータベースのポテンシャルを

十分生かしているとはいいがたし、。今日のデータ

ベースは， 書誌情報などのファクトは当然のこと

として，フルテキスト，個票のある統計，集計さ

れた統計，小地域情報や地理情報システム (GIS),

映像や音像を含むマルチメディア情報に及んでい

る。統計に関しては，データベースによってマイ

クロとマクロのリンケージを行っている国が増え

ている。地球の温暖化などの環境問題などについ

ても，小地域情報とグローパルな情報がリンクし

て用いられている。さらに，モデル・シミュレー

ション，ビジネスゲームなど，インタラクティプ

な利用が行われるようになっている。絵巻物，古

文書，地図などもマルチメディア・データベース

の得意分野である。都市計画や景観なと、について

も同様である。

このような多様な情報が現在ではデジタル情報

として同ーのテクノロジーでデータベースとして

ネットワーク上に展開可能なのである。これをイ

ンタラクティブ・マルチメディア・データベース

とよぶことができょう。

さらには，グローパルなネットワークを介して

データベースの相互利用やモデルの共同利用もお

こなわれている。現在の先端的なデータベースは

相手に料金を払うのではなくて相互利用が原則で

あり，相手のデータを利用するためには自ら情報

発信できることが必要である。

しかし，いわゆる 「文系」のユーザにとっては

こうした情報環演への適応は容易ではなし、。書斎

というテクノロジーからネットワークとデータ

ベースの世界へシフトすることは，大転換であ

る。転換に成功すれば 「知的生産力Jは飛躍的に

高まるかもしれないが， この転換の期間中．たと

えば3年ないし5年は成果が期待できなL、。若手

の研究者はどうかというと，テクノロジーの面で

の抵抗はほとんど感じないであろうが，採用や昇

進に必要な業績としてはいまだに論文が対象であ

り，データベースやシステム構築は評価される機

会がないとなると，インセンティプは働かないで

あろう。これは先に述べた制度面で－の制約の一つ

の例である。SFCのさらなる発展のためには．

こうした制約bま自ら取り払う必要がある。

メディアセンターに期待される役割は，いまや

「文系」の知的資産のデータベース化である。そ

れによってはじめて約束された 「知のメディアの

転換」が現実のものとなる。現在のところ，メ

ディアセンターにはこうした開発機能が付与され

ていなし、。人的にも資金的にも転換は研究室単位

の努力に期待するのみである。しかしこれでは大

学にとって最も貴重な知的資産を十分に活用する

ことができなL、。研究と並行してそのツールとし

てデータベース構築がおこなわれ，それがコース

ウェアとして教育に用いられるような仕掛けが必

要なのであり，メディアセンターをおいてその機

能を果たせるところはない。
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マルチメディアって？？？

ぜき もと ゆき てる

関本幸輝

先日， NHKのニュースを聞いていたら 「都会と

過疎地域の学校をマルチメディアで結んで云々」と

いうニュースが涜れていました。掻近，マルチメ

ディアという言葉がトレンディな言葉として，もて

はやされています。私は7月にある企業のマルチメ

ディアセミナーというのに出かけ，そこでその企業

のマルチメディ 7への取り組みについての説明と，

マルチメディア機器のデモンストレーションを見て

きました。セミナーの最後のアンケートの質問の中

に，マルチメディアを理解できたかどうかという質

問がありました。皆さんはマルチメディアという言

葉を理解されていますか。マルチメディアという言

葉を辞書をひいて訳してみると. multiというの

は 「多い．多様」の意味の結合辞で， mediaは

「媒介（物），媒体」とか 「方法，環境」という意味

の名詞の mediumの複数形ということです。です

からマルチメディアというのは，直訳すると多媒体

とか多様環境とかということになります。現在， 7

Jレチメディアという言葉を聞いて一般に連想するも

のといえば，コンビュータを少しでも知っている方

なら CD-ROMをあげる人が多いのではないで

しょうか。

私の回りでマルチメディアの研究をしている方に

聞いたところ，マルチメディアというのは．複数の

媒体があって．それを処理 （加工．編集．検索等）

すること。具体的にいうと．従来からのコンビュー

タのデータである文字データやバイナリデータに加

えて，静止画や動画．音声等のデータを複数同時に

処理することだそうです。

画像や音声をコンビュータで処理しようとする場

合，これらをコンビュータの中に入れたり出したり

（見せたり）するための装置が必要であり，加えて

これらを加工しようとするとコンビュータの高い処

理能力が必要です。特に動画の場合はコンビュータ

のデータとして保存しようとすると大きなデータに

なるので，沢山のデータが入る保存装置が必要にな

ります。旧来のコンビュータでは，画像や音声を扱

う入出力装置が装備されていなかったり．処理能力

が不足していたり，データの保存装置の容量が小さ

かったりして画像や音声を処理することは難しかっ

たのですが，近年のコンビュータの発達によりこれ

らを同時に高速に処理することが可能になってきま

した。また．動函や音声のように時間的に連続な

データ （英語で continuousmediaというそうで

す）を処理する技術が確立されてきて． （例えば．

音声が途切れ途切れになったり．画像と音声が合っ

ていなかったりすると人聞には分からなくなりま

す）そういう意味でもコンピュータの処理能力は以

前より格段に進歩し，多様 （multi）な媒体 （media)

を一つの装置（コンビュータ）で同時に扱えるよう

になってきています。例えば， ビデオテープから記

録しであるテレビの番組を見るように， CD-ROM 

を入れて絵と音が鑑賞でき，加工できるコンビュー

タというのはマルチメディアの処理のできるコン

ビュータということになるわけで． 一般にこのよう

なコンビュータをマルチメディアコンビュータと呼

んでいるようです。では， ビデオ装置はマルチメ

ディアの処理ができるかというと， ビデオ装置は絵

や音の保存はできるけれど加工はできませんし．文

字データ等は扱えないので7 ）レチメディア処理はで

きないことになるわけです。

この文の一番始めに書いた NHKのニュースの

「マルチメディアで結び」というくだりは． 「7 ）レチ

メディア（の通信ができる）処理装置 （ネッ トワー

ク）で結び」とするのが本当は正しいようです。マ

ルチメディアの反対語は，敢えていうとシングルメ

ディアム （single-medium）になるようです。日

本語で一般的に使われているマルチメディアという

言葉は，実際には本来の意味だけでなく，意味を膨

らませていることが多いので．新聞や雑誌，テレビ

等を見ているとなんとなくは解っても．言葉では説

明できない方が多いのではないでしょうか。（実は，

私もその一人だったのですが）少しでもお解りいた

だけましたか。

（理工学メディアセンター係主任） ． 
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平成5 ( 1993）年4月に研究・教育情報セン

ターと大学計算センターを統合した新しい組織，

メディアネットがスタートした。

研究・教育情報センターは昭和45( 1970）年

4月，三国情報センターを皮きりに資料の統合・

有効利用を目的として発足した組織（昭和46年に

医学，47年に日吉，理工学の各地区情報セン

ター，平成2年に湖南藤沢メディアセンターが発

足）であり，大学計算センターは情報科学研究所

を前身に昭和54(1979）年10月に発足した組織で

ある。

本稿ではメディアネットに至るまでのそれぞれ

の歩みをグラフによって振り返ってみることにし

たc

グラフで見る情報センターの23年

さか い あき お

酒井明夫
（三田メディアセンタ一課長代理）

1. はじめに

情報センターの活動を示す統計資料は，機関誌

「KULIC」2号から本誌創刊号までの巻末に年次

統計要覧として掲載されている。組織の成長とと

もに統計項目も追加され，最終のフォーマットに

至っている I）。 データは各地区センターで年度始

めに作成される 「標準統計Jをもとに本部がまと
めたものである（「標準統計Jは各業務担当で集
計した，より詳細なデータをもとに作成される）。

「標準統計」もしくは現場のデータを分析すれば

各地区センターにおける時の流れがより細かく浮

き彫りにされるであろうが，ここでは組織全体の

軌跡を概観するに留め，掲載したグラフは要覧か

ら得られるデータに限った。

データについて考慮すべき点は，同じ項目で

あっても地区による数値の単純比較はできないこ

とである。すなわち予算規模やサービスの対象・

目的が異なれば，数値の意味するものは各地区セ

ンターにおいて違ってくる。また比較といえば，

ここでは同時代の他大学の動きはどうであったか

という調査はLていないので，それに関しては文

部省の 「大学図書館実態調査結果報告」等を参照

されたい。

なお，以下の説明では三田情報センターを三

田，日吉情報センターを日吉，医学情報センター

を四谷，理工学情報センターを矢上，湘南藤沢メ

ディアセンターを藤沢と地区名で示し，年度の表

現は西暦とした。グラフの横軸の起点はデータの

記載が始まった年度，もしくはデータとして妥当

と恩われる年度からとした。

2. 図書予算

図lは1971年度予算を 100とした場合の伸びを

示したものである。75年度から85年度の約1G年間

の伸びが各地区とも顕著であり，組織の成長期と

もいえる。85年度の時点で三田697, 日吉875,

四谷866，矢上1295に達している。矢上の伸びが

全体に大きいのは， この間の数理科学科（1974

年），物理学科，化学科（1981年）の新設，大学

院3専攻の増設（1989年）と関係している。新

設，増設の都度に計上された特別予算はグラフに

含まれていないが，特別予算を補足する分か通常

予算と して計上されているためである。

図2は図書予算の総額の推移である。71年度の

総額は約 l億2，鉛0万， 93年度（メディアネ ット

初年度）は藤沢を合わせて約14億印O万となって

いる。

3. 年間受入れ

絶対数が大きい三田の単行本の年間受入れをグ

ラフ化したのが図3と図4である。

図3は洋書力年間受入れ数の推移である。参考

までに毎年10月1日のドルに対する円相場の推移

を点線で示した（センタ一発足の翌1971年8月．

アメリカがドルの金交換制を停止したいわ珍るド

ル・ショ ソクによって主要国は為替を変動相場制

へと移行していく ）。受入れ数がピークに達する

86年度までは起伏がある程度符合するが， 87年度

以降は継続する円高とは反対に受入れ数は減少し

ている。86年支に受入れ数が突出しているのは，
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大きなコレクションものを3点受入れていること

による。また，その後の減少は価格帯の高い図書

の購入（稀観本など）にも起因していると推測さ

れるが，要覧のデータからはわからなし、。

図4は和書の年間受入れ数の推移であるが，出

版年鑑の統計によれば，この間の国内新刊書籍の

平均単価（点線）は1970年を 100Cl. 21s円）と
すると，オイル・ショ ックのあった73年11月の翌

74年には 180,92年は243(3.099円）に達してい

る。年間受入れ数は概ね平均単価の動きに連動

（グラフは反発）するように上下している。

洋書，和書ともグラフは寄贈本を含んで・いる。

購入図書の点数や価格帯ごとの受入れ数などに

よって補正をすれば，時勢との関連がもう少し

はっきりしてこよう。

4. 所蔵累計

情報センターの全蔵書数は藤沢も含めて23年間

でおよそ 3倍の299万冊に達している （図 5）。

各センターの伸び率は1971年度を 100(70年度は

データに一部不明な点があるので）とした場合，

92年度は三田252，日吉340，四谷222，矢上399

となっている。矢上の伸びは先にふれた学科の新

設や大学院の増設の他に， JICSTから 6万冊に

およぶ大量の雑誌の寄贈を受けたことにもよる。

資料の増加は大学図書館にとって望ましいこと

であるが，各地区の書庫の収容能力は限界に達し

ており， 三田と四谷は蔵書の一部を本年10月から

運用開始の山中資料センターに移送している。利

用面での影響とそれに応えるサービス体制が今後

注目される。

5. 逐次刊行物：タイトル数

逐次刊行物のカレントタイトル数の伸びは1976

年度を 100とすると， 92年度は三田180，日吉212.

四谷172，矢上137となり，矢上の伸び率は予算

や所蔵累計のそれとは反対に一番低い （図 6）。

閉じような予算額，予算構成を持つ四谷と比較し

でも聞きがあるが，理工系外国雑誌の平均価格が

医学よりも高いために．新規タイトルが思うよう

に増やせないというのも一因であろう。

四谷と矢上についてはとりわけリニューアルの

対象となる外国雑誌のタイトル数と予算がその年

度の他の図書館資料の購入や利用者側の満足度を

大きく左右するが，要覧のデータ項目からはわか

らない。

図にはないが，ノンカレントのタイトル数につ

いて顕著だったのは JICSTからの寄贈（72年発

行までの雑誌）を受けた矢上であり.84年度の統

計では三田を凌ぐ7,360タイトルに及んでいる。

6. 館外貸出

三田では1982年に，日吉では1985年に新館が

オープンし．開館時間も延長された。利用環境の

改善（アメニティー），開館時間の延長が及ぼす

影響を図7における三田，日吉のグラフに見るこ

とができる。81年度を 100とすると82年度は三田

151，日吉137,85年度は三田 188. 日吉 185, 92 

年度は三田 240，日吉284となる。日吉では新館

ができる 3年前の82年からパソコンによる貸出の

機械化を実施していたが，グラフの伸びはその効

果と恩われる。

田谷では91年12月に KOSMOSが本稼働を開

始，グラフではわかりにくいが貸出数は増加して

いる。矢上では88年4月に CIRSYSが導入され

て貸出の機械化が始まったが，その年度に数が減

少したのは貸出規則やカウントの仕方に変更が

あったためである。貸出数はその後増加を続けて

いる。

7. 相互貸借

①貸し（依頼をうけた）について

絶対数では全件数の大半を矢上と四谷で占める

が（92年度の全件数46,432の割合は矢上64%，四

谷28%，三田7%，日吉・藤沢 1%），伸びとい

う点では三田，日吉の変化が著しい （図8）。75

年度を 100とすると三回は81年度215, 82年度は

375，その後も増加を続け92年度は926に達して

いる。一方，日吉は例年度267, 85年度は630,

92年度1.100と上下の変動はあるが増加の傾向を

示している。

②借り（依頼した）について

借りの件数についても四谷と矢上は変動が少な

い。地区別の割合を92年度の全件数s.167でみる
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と，四谷38%，矢上29%.三田24%. 日吉6%.

藤沢3%となる。伸びについては借り同様に三田

と日吉の変化が大きい （図 g）。74年度を 100と

すると三田は81年度145, 82年度は 216，その後

は船年度の452をピークに下降する傾向となる。

日きは起伏が激しく， 84年度211, 85年度は800

と突出しているが，その後は上下しながらも増加

傾向にある（92年度は617）。

貸し ・借りとも三田と日吉では新館を機に件数

が増加するが，先の館外貸出を含め，施設改善に

伴うサーピス体制の変化が少なからず影響を与え

てρることがわかる。しかしながら相E貸借は対
外部との協力関係であるために，グラフの数字は

それぞれの時点においてもっと複雑な背景を苧ん

でいる。例えば各大学の所蔵状況の変化，自然科

学系の雑誌を対象とした国立大学拠点図書館の設

置，学術情報センターへの図書の登録，国立大学

の料金後納制の開始， NACSIS-ILLへの参加，

検索媒体の変化（例えば2次資料の CD-ROM

化）などが複合的に作用している。

早慶 ILLは86年度から本格的に開始したが，

その件数は88年度から参考データとして要覧に

載っている。92年度までの5年間で慶臆の借りの

総数は777件から 836f牛と大きな変化はないが，
貸しの総数は647件から 2.6倍の I.726件に伸び

ている。地区別にみると三田では貸し・借りと

も．日吉では借りが全体の 2割以上を占めてい

るコ四谷では借りはほとんどないが，貸しのほう

は所沢キャンパス（人間科学部） や理工学部から

の依頼が多く， しかも毎年増加している。一方，

矢上では当初から借りにおける依存度が高かった

が，貸しの件数も増えつづけ， 92年度は貸しが借

りを上回っている。

8. レファレンス

“レファレンス ・サービスの利用統計の意義に

対する疑問は，根本的には， レファレンス・サー

ビスの性質からきていると思う。レファレンス・

サービスの本質は人的な援助にあり， 「もの」の

受け渡しのような計量可能な部分はあくまでも付

随的なものにすぎない”と田村がいうように 2）レ

ファレンスの統計から正確に事実を読み取ること

は難しL、。本来は件数よりも内容の評価が間われ

るサービスである。

統計のとりかたについては項目の区分が妥当か

という問題もあろうし，担当者によるこれらの区

分の解釈の相違（例えば邸年度まで2,578件あっ

た四谷の「その他」欄は86年度には25件になって

いる）や，繁忙時での記入忘れも多々あろう。こ

こで考慮すべきは．むしろ年間数千から数万件に

も及ぶ質問の後処理である。回答のノウハウが担

当者の経験として蓄積されることも大事だ、が，回

答の解析がその後のサービス体制や場合によって

は施設の改善に反映されること，参考となる質問

が部内研修用の資料として累積されていくことが

望ましい。問題は現実の職場にそれだけの余裕を

どう見いだすかである。

図IO～11は三田と日吉の各項目ごとの件数の推
移であるc三田では文献所在調査が，日吉では新

館がオープンした85年度以降，利用指導の件数が

増加している。

9. これからの統計

なぜ統計をとるのか。旧くは統一された用語と

様式で実態を報告しそれにより図書館相互の比

較を可能にすることとされてきたが，統計は

“本来，図書館を評価し，それに基づいて改善計

画をたてるため” 3）にある。評価という点につい

てはパフォーマンス尺度あるいはパフォーマンス

測定という言葉をよく耳にする。この尺度は主に

サービス部門の測定に重点をおき，業務統言ーのよ

うな報告よりも評価 ・計画に用いるものである。

歴史的には1970年代に遡るが，大学図書館につい

ては84年に発表されている。また最近では90年に

ALAから測定法のマニュアルが出版されたり。

パフォーマンス尺度が大学図書館には期待される

ほど定着しないのではなL、かという指摘5）もある

が， 18才人口の減少を抱えた今後の大学運営や図

書館経費の費用対効果を考えると関心を持たざる

をえない時拒がきている。

情報センターでは平成4( 1992）年，標準統計

委員会が設けられ，メディアネット発足後は標準

統計作成ワーキンググループとして常設の部会と

なった。両方の会の初回の席上，本部の池川事務
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長から次のような要請があった。それは大学設置

基準の大綱化に伴い，その趣旨を実現するための

キーワードとなてた自己点検 ・自己評価に役立つ

統計を考えてほしい旨の話であった。現在， グ

ループは 「標準統計」 の新フォーマットの検討を

終了し，今年度からは自己点検 ・自己評価につな

がる統計を考えてし、く予定でいる。自己点検 ・自

己評価のために伝これまでの枠にとらわれない，

新しい手法によるデータの収集・分析が必要とな

る。その際，機械によるデータの集計が有効な方

法となろう。入力部分では単行害・雑誌 ・非図

のすべてが機械登録されると．きわめて正確な所

蔵累計数やタイトル数（および付随する分類・件

名），受入 ・整理記録がわかる。出力部分につい

ては館外貸出や OPAC（トランザク ション ・ロ

グの分析など）に関するいろいろな角度からの

データが得られる。図書館システム KOSMOS 

(Keio University System of Multimedia Online 

Services）が完成度を高めていくなかで， 評価 ・

運営に役立つ統計処理の方法も広がるであろう。

統計から得られる数値はあくまでも一つの指標

にすぎない。しかも単一の側面から組織の活動を

判断することは危険である。正確なデータを基に

複数の側面から総合的に評価して始めて次の計画

が立てられる。健康診断の後にもらう検査数値の

標準域から自分の健康の度合いがある程度わかる

ように，個々のセンターの特色に応じたさまざま

な基準が得られるようなきめの細かい統計作りが

期待される。
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く日吉メディアセンター＞

平成5年 平成6年

11月29日～12月4日 4月8日～4月30日

印刷技術の移り変わり 福沢諭吉を味わう

5月12日制日 ！ 
日吉キャンパス周辺の自然（写真） ； 
6月6日～6月30日 ！

学問のすすめ ! 

一一一一一一一一一一一一，）
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グラフで見る計算センターの10年

しら いし ゆき 必

白石幸男

（日吉メディアセンター ¥ 
情報システムサービス担当課長／

1. はじめに

メディアネ ットが発足して 2年目である。メ

ディアネット・メディアセンターは，図書・情報

資源・コンビュータ・ネットワークを，研究・教

育を中心として学内すべての分野にサービスして

いる。このなかでもコンビュータ・ネ ットワーク

その他の情報資源を取り扱う情報システムサービ

ス部門は，旧大学計算センターが行っていたサー

ビスを整理しつつ，より広く新しい分野について

のサービスを目指？している。

ここでは，旧大学計算センターの歴史を振り返

り，改組以前の10年間の統計グラフ等も見なが

ら，コンピュータ利用状況とその背景について考

察し，メテ・ィアネッ ト情報システムサービス部門

の今後の展開のための参考としたい。

2. コンビュータ利用棟式の変化

1979年当時，パンチカードをコンビュータに読

み込ませると，カードを送る連続音が訳もなく心

地よく感じられた。妙に乾いたしかし安定感のあ

る響であった。ただしそれも他人の操作で聞こえ

てくる時は別でうるさかった。自分のものであっ

てもプリンターの打ち出し音は大きL、。総じてコ

ンビュータの入出力はうるさかった。

現在，ホストコンビュータ利用者は研究室，職

場，パソコン室さらに自宅なと’からネ ットワーク

を通してホストコンビュータにアクセスする。処

理結果も，内容を画面で確認してから必要であれ

ばセンターの高速レーザプリンタに送るか，自分

の端末パソコンに取り込み必要な部分のみ打ち出

して無駄な用紙を出さないようにする。処理は静

かに終了する。これはノマソ コン等の普及と，ネッ

トワーク整備の結果と言えよう。

3. コンビュータシステムの発展

1979年10月1こ大学計算センターが発足した。こ

の年の夏，大学のメインフレームコンビュータ

は， UNIVAC1106システムから FACOMM-

180IIADシステムに変更された。矢上工学部，

四谷医学部にはミニコンビュータが設置され，そ

れぞれ日吉ホストコンピュータの遠隔ジョブ入力

システムをキ誇成した。また， M-180IIADシステ

ムは，前年に三田に導入された FACOMM-160 

システムとキャ ンパス間接続されており，これら

は当時の大学システムとしてはかなりハイレベル

のものであった。ただし，処理形態はパンチカー

ドによるパッチ処理が主体であった。

その後 1986年から，特にハードの拡充・ 整備

を中心と した計算センター充実のための基本3カ

年計画が遂行され，三田，日吉・矢上地区のネッ

トワーク敷設もこの中で行われた。引き続き，質

的充実・向上，利用しやすさを改善するための第

2次3ヵ年計画が実施され，データ・プログラム

等のインタフェース ソフ トもこの中で開発され

た。

この間三田ホストコンビュータは M-360, M-

760/8, M-7・70/10と拡張され，日吉も M-380

R, M-380, M-780/10と VP-50Eの併設と．

これも拡強を続けた。

現在メディアネットの計算室システム構成は，

三田に FACOMM-1700/10，パソ コン約200台

（全てTSS端末として利用可能），その他サーパ用

も含めてワークステーションが10数台（この夏導

入予定）であり，日吉には FACOMM-1印0/10,

スーノfーコ ンピュータ VPX220/10，ノfソコンは

教室等に約310台，その他ワークステーション 3

台が設置されている。矢上には全塾的なネ ット

ワークサーパもあり．四谷にもパソコン約20台が

一般に公開されている。日吉には，全塾図書館シ

ステム ：KOSMOSを稼働する M-1900/10も併

設されている。単純にホストコンビュータのCPU

能力の比較では， 1983年の日吉を 1とすれば，現

行の三田が13，日吉が4，さらに当時は設置され

ておらず，現在日吉に併設されているスーパーコ

ンビュータの汎用計算能力だけでも15（これとは

別に本来の長時間計算処理のためにベクトル演算

co 



機能が働く）となっている。これらの塾の情報シ

ステムの性能向上には目をみはるものがあり，さ

らに，コンビュータの計算能力以外の情報蓄積・

情報加工・情報交換能力の利用のための磁気ディ

スク・テープ装置等の周辺装置の充実，ネット

ワークの伸展・在五充ぶりはめざましい。

4. コンビュータの利用状況

(1) 利用壷録担題数

ホストコンビュータを利用するためには課題番

号を登録する。利用課題は利用希望者の申請およ

び実習利用授業の要請により登録される。利用有

効期限は，学生・大学院生は卒業までとなってい

る。なお，授業・実習のための課題登録数は，授

業でホストコ ンピュータを利用しているかどうか

を表わすものと見ていただきたい。

ホストコンビュータの三田・日吉の利用登録課

題数の推移は図l，図2の通りである。利用登録

は授業等で教職員が利用する場合の 「教職員教

育」それ以外の利用を 「教職員研究」と称し，そ

の他事務職員が業務の関連で利用する場合の「職

員事務J，さらに学生の利用を 「学生 ・生徒」と
いった具合に便宣的に分けて管理している。一度

登録すれば退職まで抹消されない教職員は別とし

て， 申請による学生・生徒の登録数は一般的に各

年の利用状況をよく反映する。全般的に三田では

横這い， 日吉では減少となっている。これは特に

学生・生徒の場合について表われている。授業・

実習では有料の設置講座で受講申込者を自動的に

利用登録されるため，登録課題数としては1992年

まではそれほど変わりはなL、。三田では教職員研

究と事務の本部機能の多い職員業務の分野で利用

登録数が毎年伸びている。

(2) ジョブ処理件数

ジョブ処理件数は投入されたジョブ数および端

末につながった百数の累計である。利用内容を類

推することは出来ないものの，ホストコンピュー

タにアクセスしようとする意思・必要の度合いを

大まかにつかむことができる。図3，図4は10年

間の処理件数の推移である。利用者層ごとに推移

の特徴がはっきりと現れていて面白い。

三田では職員業務の利用が1983年ころから毎年

増加し， 1989年ころからはむしろ減少している。

これはちょうど事務部門の業務機械化とその開発

が一段落しているという実際の進行を表している

ようである。19例年に統計パッ ケージSASが導

入され，その後教職員研究と学生・生徒の処理件

数が大幅に増加した。三田計算室が大学院校舎に

移転したのは1985年であったが， 1987年に学生 ・

生徒のジョブ処理件数がまた増加する。これは，

前年1986年とこの年1987年に大学院校舎2階のパ

ソコン室がオープンされ三田の学生利用端末が飛

躍的に増加した結果であろう。

日吉では，職員業務を除けばすべてジョブ処理

件数は減少を示している。特に，授業・実習の場

合は減少が激しく ，授業 ・実習でのホストコン

ビュータ利用が取り止められていることがわか

る。日吉のパソコン室がオープンした1989年から

ははっきりと減っている。これは，ダウンサイジ

ング，つまりプログラム言語等はパソコン上で処

理するようになっていったためであろう。ただ

し授業・実習以外の利用では，後述するように

利用 CPU時間は大きく伸びて，ホストコン

ビュータ利用ジョプの大型化が見られるようにな

る。

(3) CPU利用時間

CPU利用時間についてのグラフは図 5' 6で

ある。ただしホストコンビュータはリプレースの

たびに処理能力が向上するため，表面上 CPU利

用時聞が減少するように見えてしまう。そこでこ

れについて， 1983年度のコンビュータ性能に換算

した場合，実質的にどの程度 CPU計算量が増加

したかを表わすグラフ図7' 8も掲載する。

三田では1984年の SAS導入， また1987年の

日経 NEEDS経済データ導入などにより，教職

員研究および学生・生徒の CPU利用は大幅に伸

びている。ただしこれも19鴎年ころから実質的に

横這いとなり，パソコンの能力が飛躍的に向上す

る1991年からは，むしろ減少の傾向を示す。これ

は，ホストコンビュータでの計算の一部がパソコ

ン上で行われ始めたものと考えてよいと思う。

日吉では1987年から教職員研究と学生・生徒の

利用が大きく増える。これはこの年に日吉・矢上

間 LANが敷設され，矢上の研究室からホストコ
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ンビュータに直接アクセスできるようになったこ

と，この年に計算機利用料金の全面改定がなされ

利用料金が大幅に低廉化されたことなどが原因で

あろう。この傾向は1991年まで継続している。し

かし1992年は利用が大きく減少している。ただし

これは，本グラフにはでてこないが， 1992年導入

のスーパーコンビュータ VPX220/10が長時間

計算処理を行っているためである。VPX220/10 

のCPU利用グラフは本統計では割愛させていた

だく。なお同時に最近の高性能ワークステーショ

ンに処理が分散し始めていることも指摘する必要

があるかも知れない。

（｛，最近の利用状況

最近のホストコンビュータの稼働状況をみる

と，これまでのようにジョブ件数も多くなく，処

理 CPU時間も増加していなL、。これには何点か

の理由が考えられる。

まず，安価になったパソコン， ワークステー

ションが個人や研究室にあふれでおり，数年前ま

でのようにホストコンビュータで最初から最後ま

で処理することはなくなってきたこと。むしろす

べて自分の使い慣れたパソコン・ワークステー

ションで処理を済ませてしまうようになってきて

いること。

次にホストコンピュータの便利さ（ソフトの多

様さ，データベースとのリンクの容易さ等）に魅

力を感じていても，計算料金面から利用を差し控

える場合があること。なかには毎日課金される

データ・プログラムの保管料金のために，データ

を自分のパソコン等に引き上げる，またホストコ

ンビュータに戻す等の計算準備作業が面倒と感じ

て手lj用そのものをやめてしまう等の事例もある。

これらは計算センターの課金が利用者に与えるプ

レッシャーと言えるかもしれない。

現在，計算のためだけにホストコンピュータを

利用するというニーズはもはやなくなってしまっ

ており，いまやホストコンビュータは，データ

ベースシステムの利用，特別なアプリケーション

プログラムの実行，機密保護環境の利用等その特

性を活かしたサービスのためのコンビュータエン

ジンになったと考えてよいのではなし、かと思われ

る。

5. 今後のコンビュータシステムとネットワー

ク

最近のコンビュータ利用形態は多様である。従

来からの長時間 CPUジョブもあれば，データ

ベースの作成・検索・更新等がある。また例えば

経済データを統計パッケージプログラムで処理す

るものもあるし，ネットワークにより他地区・他

大学および世界の各地との情報交換を行うことも

一般的となってし、る。

言葉を変えれば，利用者が望む時，コンピュー

タシステムは自分に必要な機能を果たすものであ

れば，物理的な大小は意味はなく，サービス機能

がはっきりしていること，何時でも利用できるこ

と，どこからでも利用できること，無料であるこ

とを満足すればよい時代になってきていると言え

そうだ。

コンビュータはネットワークがあってより有用

である。また，既に情報システムの基盤はネ ット

ワークである。ネットワーク上で上記の様々な

サービスに自由にアクセスできるようにするこ

と，インターネット上で自由に情報交換を行える

環境を構築することを全塾的に急がなくてはなら

なし＼o 同時に， これらのネ ットワーク・コン

ピュータを利用するための料金も，低廉化を急が

なくてはならないだろう。

アプリケーションの面からはデータベース作成

支援サービス，データ分析のためのシステムサー

ビス，情報伝達のためのマルチメディア化支援

サービス等をメディアネット・メディアセンター

が進展させるべき当面の課題であり，情報システ

ムサービスはますます多様化を強めてくるが，こ

れらの実現のために一層努力を続けたい。

。。
内
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湘南藤沢メディアセンターにおける

AV環境の現状と謀題

むら かみ と〈たろう

村上篤太郎
（湘南藤沢メディアセンター係主任）

1. はじめに

慶慮義塾大学凋南藤沢キャンパス（以下， SFC)

は．総合政策学部と環境情報学部の2学部が19叩

年に創設されて以来，5年目を迎えた。また1994

年4月には．政策 ・メディア研究科修士課程の大

学院もスター卜した。SFCでは問題発見 ・問題

解決能力の育成に重点を置いており，文字化され

たレポートだけが学生の提出課題のすべてではな

く． ビデオなどの提出課題も多L、。また学生が主

体となって各種行事に用いるプレゼンテーション

用ビデオを制作する場合も多L、。そのため学生の

ビデオ制作に対する関心と，そのためのリテラ

シーは高いといえる。そこで本稿では，メディア

環境を一つのテーマとする SFCにおいて， ビデ

オが積極的に活用されつつある傾向を踏まえて．

主として湘南藤沢メディアセンター （以下．メ

ディアセンター）における AV環境の中でもビ

デオを中心に展開する。

2. AV環境のコンセプト

2. 1 「映像Jによる思考
「映像J，「音響」 を操作することで得られる思
考過程は， 「文字Jで得られる思考過程と同様に
重要なものである。つまり，ワークステーション

などのコンピュータを教育，研究の道具と考える

のと同様に，ビデオも教育，研究の道具と考える

ことができる。ただし，そのように考えた場合

に．次のような二つのことに注意する必要があ

る。一つは，思考としてのビデオは個人的なもの

であるため，利用者満足度を高めるためには．出

来る限り数多くの機器環境を揃えて，いつでも利

用できる体制でなければならないということであ

る。これは図書や雑誌とは異なり．ビデオは機器

に依存してはじめて視聴が可能となるからであ

る。もう一つは．ビデオが画質によって見た印象

を大きく左右することから，制作者とは異なる解

釈の可能性があるという ことである。すなわち出

来る限り高品質のビデオが制作できる機器も必要

としているということである。これらのこ点を考

慮してメディアセンター AV環境を，費用，場

所などの問題を絡めて利用者にとって最低限必要

な機器構成で考えなければならなし、。

2.2 オフライン編集とオンライン編集

放送業界の現場作業においては，その準備にあ

たる作業を 「オフライン」と呼んでいる。通常，

作品はオフラインによる作業で十分な推敵が行わ

れた後に，高画質の機能を持った機器を使って

「オンライン」の編集作業が行われる。オフライ

ン編集の段階では，オンライン編集をするイメ ー

ジを持つことが必要であり，そのためには 「タイ

ムコー ド」と呼ばれるビデオテープのアドレスを

指定するコードを用いて，映像を再構成するとい

う編集思考形態が求められる。そのことは． ビデ

オテープに収録された各映像にタイムコー ドが付

与され，出来上がりのシナリオにあわせて場面と

タイムコードをワーク シートに記入するなどの作

業をすることである。その結果，出来上がりを意

識しながら編集する習慣が身につき，素材撮影の

際にも結果を意識しながら撮影できるようになる

ため，効惑も良く品質も高くなるのである。

メディアセンターの場合に置き換えると， 1階

オープンエリアにおけるオフライン編集段階で内

容が十分に推敵された後に，必要に応じて地下編

集室におけるオンライン編集と して， 放送規格を

満たし，高画質な機器，コ ンビュータとのリン

ク，あらゆるメディアからの入出力ができるよう

に位置づけをしている。また，オフライン編集を

する前提として，さまざまな素材を撮影するビデ

オカメラもメディアセンターに必要である。これ

らのビデオカメラも利用者がいつでも使えるよう

に出来る限り数多く揃えなければならない。

3. AV環境の現状

前章で述べたコンセプトに基づいて，年々拡充

しつつあるメディアセンター AV環境について
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現状を報告する。

3. 1 ビデオカメラ

メディアセンターでは，利用者が素材を撮影す

るビデオカメラの当日貸出を実施している。返却

時聞は閉館30分前までであり，授業期間中の平日

ならば22時30分までである。ただし授業等で利

用するということで教員のサインがある場合は，

3泊4日まで認めている。貸出は， ビデオカメ

ラ，充電器，充電ユニット， バッ テリ ー，ピン

コードをキャリングパックに入れた一式という形

で運用している。従って，貸出の際には，利用者

の目の前でこれらの機器をすべて出して不具合が

ないかどうかを利用者と共にチェ ックしてから渡

し，返却の際にも同様な作業をすることによって

保守管理をしている。現在，8ミリビデオカメラ

が18台， SVHSビデオカメラが20台で運用してい

る。ただし， AV環境全体がゆるやかにディ ジタ

ル化に進展している関係もあって， 最近では圧倒

的に8ミリビデオカメラの利用度が多く， 今年度

10台新規導入したにもかかわらず常時回転してい

るような状況を呈している （図 lを参照）。

その他， ビデオカメラに伴って三脚， 予備とし

てのバッテリー， ビデオライト， ビデオマイクな

どの機器も貸出している。

日11「「
－↓ -A-1よト2・・

＂・

l・・

OH18 

・SVHS

’93 '94 

10 11 12 I 2 月

第1図 Hi8ビデオカメラと SVHSビデオカメラ

の貸出件数

3. 2 オープンエリア（オフライン環境）

メディアセンター1階の利用者入口の真正面に

オープンエリアという場所があり，そこの一番手

前付近が AVラウンジと呼ばれるエリアである。

そこには AVにおけるオフライン編集支援のた

め，個人用の視聴 ・編集設備を AVブースとし

て利用者に提供している。構成はさまざまな組み

合わせを成しており，その要素としては Hi8ビ

デオデッキ， VHSビデオデッキ， U Ma ticレ

コーダ， ミキサー，モニタ－ TV，カセ ットテー

プレコーダ，マルチディスク，タイトラー，ラ ジ

カセ，などである。現在，全部で44ブース設置さ

れているが，そのうち Hi8ビデオデッキに関し

ていえば， 15台設置されている。これらの AV

ブースは， 空いていれば自由に使って良く， 予約

制もない。音声を聞く場合は， 受付カウンターで

IDカードと引き換えにヘッドフォンを借りて，

各自で聞く体制をとっている。

学生による AVブースの利用は，次のような

二つの場合が主である。一つはビデオによるレ

ポート制作，あるいは行事用の上映ビデオ制作で

ある。これは，主としてビデオカメラを借りて，

収集してきた素材を編集するためである。レポー

ト制作などは，授業の関係で締切日が近づくにつ

れ，メディアセンター開館前から学生が並んでお

り，開館と同時に AVブースがすぐに埋ま って

しまうという状況を呈している。もう一つは， メ

ディアセンタ一所蔵のビデオテープや CD等の

再生による視聴である。

オープンエリア
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3. 3 編集室（オンライン環境）

メディアセンターの地下には，映像スタジオ，

編集室，音響スタジオの3つの部屋が用意されて

いる。映像スタジオは主として撮影を行う部屋で

あり，編集室は主としてビデオ編集を行う部屋で

あり，音響スタジオは MA（マスターオーディ

オ）録音・編集兼用の部屋である。これらの部屋

の環境は，有機的に結ひ’つくようにする主旨であ

る。ただし，現時点で音響スタジオは，まだ何も

機材が用意されていず本来の機能は発揮していな

い状況である。したがって，ここでは編集室を中

心に話を進める。

現在，編集室には高機能編集機としてベータカ

ムVTR，ビテ2オスイッチャー， ミキサー， さら

にはこれらが AMIGA（アメリカ・コモドール社

のパーソナルコンビュータ）と接続して，高品質

の画像，音声などと効率の良い編集が行えるテeィ

ジタル系サービスの環境を提供している。このほ

か AMIGAには SONYNEWSワークステー

ションと Macintoshとが各1台ずつ接続されて

おり， 1994年には 2台以上の再生ビデオデッキを

利用した編集方法を実施できる A/B-ロール編集

機やモニターを完備し，さらにシリコン・グラ ッ

フィック社のワークステーションである Indigo'

を数台設置し，ディジタルビデオ編集の充実に向

けて展開している。

これらのコンビュータ上で実現されるディジタ

ルビデオ編集は，今までのアナログビデオ編集と

は異なり，編集・ダビング時におけるソースをコ

ピーしても画質の劣化は起こらないというメリ ッ

トがある。また，ランダムアクセス可能な記憶媒

体の特質を生かすことも可能である。さらにはこ

れらのソースは，ネットワークを介して共有した

り，遠隔地での編集をも可能にする。

この編集室の利用は，現在のところ限定されて

いる。これは，これらの機器を利用するにはコン

トローラの操作方法を中心に，高画質のベータカ

ムの編集基礎，スイッチャを使用した複雑なビデ

オエフェクト処理などの比較的複雑な操作の知識

を必要とするからである。そのため，現在メディ

アセンター AV機器の利用方法を中心とした内

容である 「AVガイド」（仮称）の編集作業を，

学生を中心として進めている。それが刊行された

段階で，利用講習会を開催し，より多くの利用者

に利用されるように展開する予定である。それま

では，一部のコアユーサ’が中心となって利用して

いる状況である。

編集室

4. AVサービスの内容と支援体制

AVサービスを担当するスタ ッフは，兼任を含

めて専任職員2名，委託職員2名，その他学生ア
ルバイトによる AVコンサルタント 9名から成

り立っている。これらのメンバーで次に述べるよ

うな AVサービスを提供している。

まず最初はカウンター業務である。これは利用

者と直接コミニニケーションをする最前線のサー

ビス・ポイントである。授業期間中の平日は，午

後11時までという開館時間中において，少なくと

も学生の AVコンサルタントを含めて 1名はカ

ウンターに担当者が在席するようにシフトを組ん

でいる。カウンターでの業務内容は，ビデオカメ

ラ等の貸出，返却にはじまり，素材撮影からオフ

ライン編集に至るまでの利用者からの問い合わせ

への対応である。いわゆる AV環境における貸

出， レファレンス・サービスである。

次に利用者教育が挙げられる。これは主として

事前に編集室におけるオンライン編集に対する利

用方法についての説明依頼がある場合などの対応

である。

また公式行事や事前に依頼された催しに対する

撮影を担当し．その後編集して lつのビデオ作品

を記録として制作することである。あるいは．公
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式行事などで上映する映像，音響の制作などがあ

る。

5. 今後の謀題

すでに前述したようなコンセプトに基づくメ

ディアセンタ－ AVサービス活動を展開するた

めには，まだまだ解決すべき課題は多い。それら

を大別すれば人材，場所，コンピュータとの融合

である。

5. 1 人材育成と人材確保

AVを担当する専任職員の人材育成が急務であ

る。AV業務は，従来の図書館司書という範鴫で

は収まらない領域であり， AVライブラリアンの

養成が必要である。また，専任職員の人数増が簡

単には認められない状況であるため，委託職員等

を含めた人材の確保が今後のサービス展開に対し

て大きな影響を与えるものである。同様にカウン

ター業務におけるコンサルタントにかかる比重も

大きく，ビデオカメラの貸出件数などの増加に伴

い，コンサルタント枠の拡充に向けて検討する時

期にきている。

5. 2 機器設置場所の確保

これはメディアセンターの物理的空間の問題で

ある。ビデオ機器などを導入すればするほど設置

場所は益々窮屈になってし、く。現在ではデッドス

ペースの再利用などもしているが．ブースの場所

によっては外からの太陽光線を直接受けてしまう

など，利用者にとって利用しづらい問題も発生し

ている。今後さらにメディアセンター内における

配置の再編成を含めて，利用度の低い機器を少数

にするなど検討しなければならない問題である。

5. 3 コンビュータとの融合

AV環境の発展は，コンピュータとの融合なく

してはありえない。コンビュータ上でディジタル

編集すれば，何度コピーしても画質が悪くなるこ

ともなく，またネットワークを介して遠隔地から

ディジタル編集した作品を共有できるメリ ットも

ある。ただこれらを実現するには，収集した情報

をハードディスクに蓄積したり，あるいはディジ

タル編集して作られた作品をコンビュータから転

送を可能にする必要がある。そこで， 1階オープ

ンエリアにおけるオフライン編集段階から， a 徐々

にではあるが編集室におけるオンライン編集に結

びつけていく必要がある。このため次年度に向け

て，オープンエリアやAVカウンターにMacintosh

を導入して，ディジタル化へのきっかけとしてビ

デオへのタイトラーによる文字入力の代替をさせ

ることを目的に検討している最中である。

また，研究教育を支援するメディアセンターと

しては，授業との連携をさらに深める必要があ

る。例えば，授業などをビデオ撮影して記録化

し，あるいは各授業で作られた作品などをメディ

アセンターで収集し，それらを素材とした AV

データベース構築を検討する必要があると思われ

る。

6. おわりに

従来の図書館における AVサービスは， ビデ

オテープや CD等を収集し，それらの再生を中

心とした，いわば視聴覚サービスであったが，メ

ディアセンターにおけるそれは，コンセプトを異

にするものである。狭義の AVが放送・通信の

一部分を占めているならば，広義の AVは，放

送・通信にコンビュータ，さらには出版・印刷を

も含んだ領域へと拡大しつつある。そこには各々

のメディアが，その固有の機能を維持しつつ他メ

ディアとの接点を探らなければならない現実があ

り，おそらくメディアに関する利権が相互に絡ん

できているものと思われる。ここに営利組織でな

い．非営利組織として， Eつ研究教育機関として
のメディアセンターのコンセプトの意義があり，

AVは今後ともより重要なサービスとなっていく

ことだろう。

なお，本稿に掲載されている写真は，ディジタ／レス

チルカメラの QuickTake 100を使って撮影し， Mac

intoshから出力したものである。
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γ’…一一一一一一一，ー・・くティールーム＞一一一一一一一一一一1
と環境教育の実施場所としての有用性を説いてき i 
た。その内の一人である岸由二は．近著 「リパ－ I I キャッチフレーズ トム」（リトル吋）の中でーきを ！

のの世界と適切に交流できる能力を身に付けなけれ ! 
ば，どんな環境教育を施しても環境危機の克服には I 

i ふく やま きん じ つながらないと述べている。 i I 福山欣司 的森を牲と歩き山思う。芽吹いたばか j
りのコナラ林をすり妓ける風の心地良さやモ ミジイ

チゴの実の甘酸っぽさを体感し， クヌギ酒場に集ま ！ 
るカブトムシやクワガタムシに喜び．キYツキやタ I 

i 慶応大学には5つのキャンパスがある。建物はも ヌキが子育てをLている現場に出会えれば彼らの i 

ちろん通う学生や担っている役割lが異なるので，ど 中に日吉の自然や日吉キャンパスへの帰属感も芽生 ？ 

！ のキャンパスにも独自のイメージや雰凶気がある。 えるのではないだろうか。そして日吉の自然を起点

！ 叱られるのを覚悟で、それぞれのキャンパスを に自分逮の住む地域の景観や生きものの賑わいを理

I キャ yチフレーズで表すとしたら，さしずめ伝統の 解する能力を身に付け．数字だけに踊らされない地 i 

I 三国権威の信濃町，近未来の藤沢湘南先端技術 に足のついた議論ができる学生が育ってくれるかを I 
の矢上，といったところか。では日吉キャ ンパスに 知れない。

I も是非キャ ッチフレーズをと言われたら，あなたな 今度．記念館の右脇のテラスへ出かけてもらいた I 
I ら何とつけるであろうか。 ぃ。そこから見えるのは，緑のパノラマである。し

i 今年の春，日吉キャ ンパス7 '1フ・という A2版 かも見えているほぼすべてが日吉キャ ンパスであ忍 I 
の地図が学内で配付され．企画段階からすべて教職 といわれたら．あなたの持つ日吉のイメ ージは劇的

！ 員の手作りという点で注目を集めた。この地図を開 に変わることだろう。キヤンパスの中で暮らす無数 I 
I くと．駅よりにかたまる校舎とは対象的に全体に広 の動物や植物たちがリアリテイ一を持つて想像でき i 
I がる圧倒的な緑のスぺ一スが目につく 。さらに裏面 るようになるにちがいなし、。そして帰り道には．守 I 

I には右半分を使つて臼吉の
実はこの地図は義塾が公式に日吉キヤ ンノfスの自，然 が逆さになつて芝刈り機を押している緑色の子犬の I 

I を紹介した初めての地図としても画期的であった。 ような不思議な生きものに見えできたら．もうあな

I 多くの学生にとって日吉は三回や信漉町への通過 たは一生日吉キャンパスの姿をその自然とともに忘 I 
i 点に過ぎず，日吉キャンパスに対する帰属意識や関 れることはないだろう。 ‘ 
心は低い。キャンパス内に広がる森について尋ねて さて最初の問L、かけに戻ろう。もし私がキャ ッチ ~ 

I も．大半の学生はその存在すら知らない。学生から フレーズを付ける栄誉を与えられたなら，迷うこと I 
I 日吉の森を見えなくしているのは，校舎の配置によ なく 「生きものの賑わう日吉Jとするだろう。およ ！ 
i るところも大きいが，その存在を意識的には公表し そ大学のキャンパスのキャッチフレーズには不似合 • 

I てこなかった点にもあるのではないだろうか。 いではあるが，動物や植物が生き生きと暮らせる ； 
渋谷と横浜の中間という立地条件にもかかわら キャ ンパスの未来は明るいに違いない。もちろん， I 

I ず，日吉キャンパスは．雑木林を中心とした 20ha この 「生きもの」の中にはあなたも私も含まれてい
I 近い緑濃い森を持っている。この日吉の森には，都 るのです。 I 
i 心から姿を消つつあるいくつかの貴重種を含め． （経済学部助手） i 
1200積を優に越える動縞物が賑やかに暮らしてい

i る。地球環境問題が21世紀の中心課題となり，大学 I 
I でもそれらの問題に適切に対処できる人材の育成が
i 急務に成りつつある今日．臼吉キャンパスの自然を i 
i 知る一部の教員は・機会ある毎にその自然の貴重さ
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イギコス図書館研修報告

せき Uで ゆき

関 秀行

（三回メディアセンター係主任）

1. イギリス行きの経緯

慶臆義塾図書館はこれまで数人のライブラリア

ンを海外研修の一環でアメリカに派遣してきた。

私もその例に習い，アメリカの大学図書館での研

修を計画しようとしていた。その矢先にイギリス

から一通の手紙が届いた。ケンブリ ッジ大学図

館日本部門のラノプラリアン，小山騰氏からの，

あるプロジェクトの援助のために日本のライブラ

リアンを数ヵ月間派遣してもらえまいか，という

申し入れである。

そのプロジェクトとは，日本の学術情報セン

ター総合目録システム （以下， NACSIS-CAT)

を使って，イギリス圏内に散在する日本語資料の

総合目録データベースを作るという ものであっ

た。あくまでも当人の研修が第ーであるという鹿

臆側の意図をイギリス側が了解しており．プロ

ジェクトを手伝うかたわら，各図書館における研

修についてサポートすると言及していたこと，ま

た，私のそれまでの仕事が NACSIS-CATと無縁

ではなかったこともあり． 「試み」的な要素を覚

悟しつつ，半年間の計画でイギリスを訪れること

になった。

2. 研修日程

私が渡英した時点で総合目録プロジェクトに参

加していた5つの図書館を回ることになった。ケ

ンブリッジ大学に3週間，オックスフォード大学

に5週間．シェブィ ールド大学に5週間，スコ ッ

トランドのスターリング大学に 2週間， プリ

ティ ッシュライブラリ ーに5週間である。各図

館における滞在期聞はプロジェクト援助の必要な

度合に依っている。

3. イギリス図書館めぐり

イギリスで訪れた各図書館について，印象に

残っていることを雑感として綴ってみたい。

A. ケンブリッジ

ケンブリッジ大学図書館を言葉で説明してみる

と…… 「美しい中世の街並みの中にあって，少々

異質な感のある，そびえ立つという表現がぴった

りの外観。500万冊を越える開架式の蔵書。おそ

らく長い歴史そのままの，“人”による入退館の

チェ ック。一冊50cm四方はあろうかと思われる

巨大な冊子体目録の列が壁際に居並ぶ部屋に置か

れた， 10数台の OPAC端末。そして館内のカ

フェテリア。」 ……と言った感じである。多くの

不安と期待を胸にケンブリッジの地に陣り立った

私にとって，初めての海外の図書館経験となった

この図書館には今でも思い入れが深い。

ケンブリッジ大学図書館

B. オックスフォード

海外生活にも慣れ始め，また5週間という比較

的長い期間の滞在，しかも大学の施設内に宿泊と

いう条件もあって，オックスフォードでの研修は

イギリス滞在中最も充実したものとなった。

意外に（良い意味で）普通の大学図書館であっ

たケンブリ ッジに比べて，蔵書規模こそ同等なも

のの，オ ックスフォ ード大学のメインライブラ

リーであるボ ドリアン図書館は普通の大学図書館

にはない特徴を多く持っている。その中でもポド

リアン図書館の性格を最もよく表すのは．大学図

書館でありながら図書の貸出を一切認めていない

ことであろう。しかも，本館では一部の参考図

を除いてすべて閉架式である。したがって利用者

は，目録に頼り，本を出納してもらい，館内で閲

覧するのみである。委託コピーは可能だが，それ
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が本の劣化につながると判断される場合は拒否さ

れる。この方針に賛否両論はあろうが，同じ大学

図書館でありながら果たすべき役割がこうも違う

ものかと逆に感嘆してしまう。

C. シェフィールド

シェフィールド大学はイギリスにおける日本研

究の総本山と言われており，小さいながらも東ア

ジア研究図書館が独立している。イギリスの納本

図書書官になっているようなケンブリッジやオック

スフォードとは違い， シェフィーJレドはその規

模，雰囲気において臼本の大学図書館に近いイ

メージで捉えることができる。おりしも学期末試

験が近い時期とあって図書館も学生でこーったがえ

しており，生きた大学図書館を体感するよい機会

となった。

D. スターリング

今回訪れた中ではスターリングは最もこじんま

りした図書館であったが，電子技術の導入につい

てイギリス圏内では最も進んだ大学図書館のーっ

と言ってよいと思う。アメリカナイズされた大学

の代表格として圏内で注目を集めており，図書館

もコンピュータセンターとサービスの融合を目指

している。

スターリング大学キャンパス

E. ブリティッシュライブラリー（BL)

BLは今大きな変革期にあると言える。一口に

BLと言っても，その組織は複雑多岐である。大

英博物館内にある有名な閲覧室はもちろん BLの

一部ではあるが，大部分は主題や機能ごとにロン

ドン中に散在している。最近では， ドキュメント

サプライセンター（DSC）と同じ建物にテクニカ

ルサービスなども機能を移行しつつある（DSC

があるポストンスパという町は， ロンドンから

ヨークまで特急電車で2時間，さらにお抱えハイ

ヤーで30分間五L上も田舎道をかっ飛ばしてやっと
到着，周りには畑以外何もない，というとんでも

ない所にある）。また，ロンドン内に新しい図書

館を建築中で，完成予定の1996年には，多くの機

能がここに集約されることになっている。

4. イギリスの図書館における電子技術の導入

電子技術の導入の状況は，訪れた図書館で必ず

見聞しようと試みたことの一つである。大雑把な

言い方だが，この点についてイギリスは確実に日

本より進んでいる。

業務の機械化については，ノfッケージソフトを

自館用に変更を加えて使うのが主流である。私が

見た限り， LIBERT AS, BLCMP, DYNIX, GEAC 

の4つのシステムが主流で，その他オ ック ス

フォードが採用している DOBIS/LIBISやケンブ

リッジの独自院発システム CATSなどがある。

ネットワークの利用に関しては， JANET (Jcint 

Academic Network）というイギリス全土をカ

バーするネットワークの存在によって，し、くつか

の図書館では杭用者用端末から圏内の他の大学図

書館の OPACや様々なデータベースにアクセス

できる。しかもワークステーションなどの専門的

な操作を必要とせず，パソコン上でメニューに

従って番号を選んでいけば望みのデータベースに

接続できてしまう。また，日本の現場で切実に望

まれている， CD-ROMを個々のパソ コンごとで

はなくサーパーを使ってネットワーク上で利用す

る，という形態はイギリスでは当り前となってい

る。

「電子技術の発展に図書館がどう対応するか」

という問題については，私の滞在中に全国レベル

のレポートが出されるなど，イギリスにおいても

大きな関心事である。現時点で日本の環境より進

んだものを持ちながら，なおこのような議論が展

開されるのは羨ましい限りである。

5. 研修を終えて

当初は5つもの図書館を転々とすることに関し
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て，広く浅い見聞に終始してしまうのではないか

という不安が大きかった。しかし終わって見れ

ば，イギリスという一つの国の図書館界を見渡す

機会となったことは事実である。また NACSIS

プロジェクトそのものは当面の研修課題ではな

かったものの，プロジェクトは私にとって非常に

興味深いものであり，当事者である日本担当ライ

ブラリアンの人達と過ごした時聞は最も有意義な

ものとなった。プロジェクトの今後の進展を期待

すると共に，このプロジェクトが日本と比較的な

じみの薄いイギリス図書館界との交流のきっかけ

になり得るものであることを言及しておきたい。

6. おわりに

5つの図書館を万遍なく伝えようとしたため，

紙面の都合上肝心のところが単なる紀行文になっ

てしまった。イギリスの図書館について自分なり

に蓄えた知識は別の機会に伝えられればと思って

いる。

戸一一一一一一一一ーイ小展示勺ース 3］ー一一一一一一一一一「

く三田メディアセンター＞

平成5年

8月30日～10月7日

学徒出陣五十周年記念塾生たちの 「学徒出

陣」展

11月1日～11月6日

梅田晴夫展一万年筆コレクション受贈記念

11月10日～12月20日

女性参政権百周年とニュージーランド一女

性参政権1周年記念小展示

平成6年

1月17日～1月28日

生誕百年記念西脇順三郎展

2月7日～4月8日

反骨の作家野口富士男展

5月23日～6月4日

キリシタンの世紀展

6月6日～6月14日

小川国夫展 ：「アポロンの島」から 「悲し

みの港」まで

6月15日～6月22日

目録から見る洋書の歴史

6月23日～6月30日

小川国夫展 ：「アポロンの島」から 「悲し

みの港」まで

7月4日～7月21白

紙のない文明展

7月23日

高校教科書に見るクラシックス展 ：大学説

4月11日～E月14日 明会開催記念

平成五年度新収貴観書展

一一一一一一一一一一一一一一一J
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電子情報社会のなかの『図書館』へ

一一数学の研究と

メディアセンターとの関わりから一一

まえ だ よし あき

前田吉昭

（理工学部教授）

私の研究分野は数学，特に幾何学です。世の中

の動きに一番疎い『数学者Jでさえ情報社会に対
応をせざるを得ないのでしょう。情報は電話回線

でアナログ信号を送っていたものが現在では光

ファイパーを用いてデジタル信号で送ることによ

り数万倍の情報量を高速に提供できるようです。

私が研究を始めてから今までに情報を得る方法も

大きく様変わりしてきました。自分の研究のなか

で利用してきた情報サービスについて御紹介して

みたいと思います。

1. アナログの『図書館』

大学にはシンボルといえる建物がいくつかあ

り， 『図書館』というのはその一つでしょう。私

達を自分の仕事を通じて 『図書館』の御世話に

なっている次第です。慶臆義塾では各キャンパス

に置かれた図書館が実質的な利用者のニーズに応

えるべくその役割を負っているわけです。

私達は色々な大学を訪れることも多く，また仕

事のために大学図書館をよく利用するのですが，

古めかしく威厳のある図書館もあり，近代的に整

備された図書館もある，といったように大学によ

りさまざまです。建物だけではなく，蔵書のなか

にをそれぞれの大学の個性が表されています。

図書館の使命は色々あるでしょうが，私達が一

番に望むのはその『空間』です。学生や，先生達

が資料を読んだり，原稿を書いたりするための雰

囲気のある空間を提供してくれる場所としての役

割です。

2. アナログの『研究ネットワーク』

大学院に入ってから，一応研究者のまねごとの

様な生活をしました。雑誌から論文をコピーして
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セミナーのなかでそれを解説するわけです。まだ

『コピー』の機械たるものが貴重品でした。『ゼ

ロックス』の機械が一台燦然と置いてあり，これ

は 『教員専用』 という張り紙がされていました。

今では学生がなんのためらいもなくノ ート等をコ

ピーしている姿をみかけますが， この頃は 『ゼ

ロックスコピー』に憧れさえ感じた時代ですc 良

い機械でコピーをとればどんな難しい論文だって

読める気さえしたのです。

セミナーの後などよく研究室で，雑談の話題と

なるのが先生方がいかに外国の資料を手に入れる

のに苦労をしたかということでした。戦後生活も

苦しい時代に 「研究』 を続けることはそれだけで

大変であったわけですが，何よりも，研究情報を

得るのは至難であったのです。外国の雑誌はまだ

稀少であり，洋書は高価であったでしょう。いろ

いろな図書館を訪ねては，文献を入手したわけで

す。『コピー』の機械すら無かったので，図書館

の資料をノ ートに書き写したとのことです。輪講

用の資料を作成する際にはタイプライターに何枚

ものカーボン用紙を入れてタイプしたそうです。

そんな話を聞くと自分の手元に資料を持てるのは

恵まれていたのでしょう。

数学の研究のために入手しなければならない情

報は他の研究分野と比較しでもそれ程多いとは思

いませんが，関連した研究者の最新の情報は正確

にしかも早く手にしたいというのは同じです。

我々の研究分野では必ずしも結果だけが知りたい

わけではなく，どの様な論理や計算により得られ

たかも大切です。どちらかというと自分自身で考

えることが基本であり，その意味からいえば，多

くの情報に振り回されてはいけない部分もありま

す。

3. デジタル時代の『研究ネットワーク』

我々が研究を始めた頃にはそれ程多くの情報量

を必ずしも必要としなかったともいえるし 入手

出来る情報だげで研究をやってきたともいえるか

もしれません。世の趨勢で所謂情報システムへの

対応をせざるを得なくなっているのも事実です。

現在，私が利用しているものは電子メールによ

る研究者との交流が一番で、す。一つはパーソナル



な形で親しい研究者と研究情報の交換，プレプリ

ントの入手等です。いまや電子メールを通じて共

同研究さえ行う事もあります。もう一つは，欧米

の研究所からの情報を入手することです。研究所

に滞在していた研究者達の成果の報告．シンポジ

ウムの計画や案~を得ることです。 オーストリア

のシュレディンガー研究所や，イギリスのニュー

トン研究所．ウォーリック大学数学研究所等が私

が定期的に情報を受けている機関です。他にアメ

リカのいくつかの機関からも情報サービスを受け

ています。

最近では，国際会議等を開催する際にその打ち

合わせや招待等の連絡を電子メールによって行う

ことも日常のこととなっています。会議の報告集

も電子メールで原稿を集めコンピューターによる

編集システムで作成するのも普通です。研究の打

ち合わせや，出版等に今まで掛かっていた時聞が

大幅にスピードアップしたことは事実です。

4. アメリカ数学会から得る情報サービス

御存知のように，情報サービスはアメリカが最

も進んでおり，実際多くの情報をアメリカ数学会

に関連した機関から受け取っています。

第ーは関連した研究者グループ組織内のお互い

の情報交換です。私は幾伺学や理論物理関係の研

究者のグループに参加し，そこからワークショッ

プの連絡や最新の結果等を知らせてきます。最近

の話題は，フェルマーの問題の解決についてのア

ナウンスが伝えられたことです。さらに数学者の

手から新聞報道へと移っていったわけですが，一

般に知られる前に専門家の元にはこういう情報が

伝えられています。

第二は原稿の投稿です。アメリカ数学会によっ

て出版されている雑誌は基本的にコンビュータに

よる編集方法（AMSTex）で作成されています。

電子メールでの投稿が望まれています。最近出版

が始まった『TheNew York Journal of Mathe-

ma tics』は受付も出版もすべてコンビュータで

行うというもので，欲しい論文は各自電子メール

を使って引きだすというのもあります。

第三はこれも最近ですが，カリフォルニアの

ノイークレイ数学研究所のスタッフが中心となり

『DifferentialGeometry E prints』という，プ

レプリントを集め世界の研究者に情報サービスを

行うシステムを始めました。このセンターに自分

の電子メールの住所を登録さえすれば自分の論文

をそこにインプットしたり興味ある研究者の論文

をアウトプットすることが出来るのです。自分の

端末から世界のカレントな情報を受けることが出

来るということです。

情報の発展により，我々の元に届く結果には少

し重みが薄れ，空気の様な軽さを少し感じずには

いられなくもあります。論文自身も，以前の，版

組，校正，出版という過程は殆どなくなり，自分

で作った原稿そのものが出版の最終過程になって

いるわけです。『雑誌」の存在意味が問われてい

くのでしょう。多大な情報量に対しては，当然多

くの取捨選択が瞬時のうちに行われるわけです

が，歴史に残る結果は多くの時聞をかけなければ

判断が出来ない事があります。それまで本当に

必要な結果を保持出来るのかという危倶は拭えま

せん。しかし雑誌から得た情報を読みそれを保

存していく今までのシステムは次第に変えざるを

得ないのです。アメリカ数学会が出版している

『MathematicalReviewsJIという，世界の数学

関係の雑誌に投稿された論文のリストを掲載して

いるものがあります。これが唯一の数学の情報

サービス機関でした。現在， CD-ROMやオンラ

イン情報検索サービスを用いて検索することが出

来るようになり図書館の大きなスペースから消え

る日も間近でしょう。

5. デジタル時代の『図書館』

メディアネットワークを用いて研究情報を得る

のは勿論我々にとって有り難いシステムですし不

可欠のものでもあります。コンビュータネット

ワークを通じて海外の研究者とも距離を感じずに

議論も出来るようになっているわけです。一方で

は，最初に述べた様な『図書館』の存在には捨て

がたいものを感じることもあります。歴史の遺産

を収容し，そしてその雰囲気のなかで，学生も

我々の研究も育まれていく気が致します。温室や

水栽培のような，テクノロジーを用いて育てた野

菜がある一方で，泥臭い農地に育てられた青みの
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にたいの強い野菜が必要なように， 『図書館』が

近代的な情報システムと歴史に耐えうる資料の維

持をバランスよく行ってし、く時代なのでしょう。

新しい指向の 『図書館』として，メディアセン

ターが我々のニーズを満たしてくださることを期

待しております。

6. おわりに

メディアセンターへの要望について原稿を書く
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ょう依頼を受けたのですが，そのサービスには大

変満足しています。私が知っている他の図書館か

らはメディアセンターの様な親切な対応を受けた

ことはあまりありません。外部から訪れた方々に

も気持ち良く対応され手助けをしてくださる光景

は慶慮義塾が誇れるサービス機関の一つです。

『要望』 というよりこの場を借りていつものサー

ビスにお礼を言わせて戴きたいと思います。
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ライバルからパートナーへ：

早慶館員合同合宿研修のことなど

ほん ま

本間 暁
（早稲田大学図害館）

1. はじめに

今年も 9月7日から9日までの日程で5回目の

早慶図書館員合同合宿研修が行われる。テーマは

「コレクション・マネジメント～増え続ける蔵書

にどう対応するか」である。残暑の中， 三日間の

合宿研修が大きな成果をもたらすものと期待され

る。大学図書館員を対象とした集合研修はいろい

ろあるが，この早慶図書館員合同合宿研修のよう

に特定の大学図書館同士が定期的に行う研修はそ

んなに例がないのではなし、かと思われる。

この研修は1990年から始まったが，その前段と

して両大学図書館の相互協力に関する経緯につい

て説明しておかなければならないであろう。複写

依頼や紹介状による利用を中心とする相互協力は

両大学図書館で一般的に行われてきた。それを一

歩進めた「早稲田大学および慶慮義塾の図書館相

互利用についての協定」が1985年10月に結ばれ

た。この協定の特徴は，相手方の利用者（専任教

員）を学内利用者と同様に扱うことにある。利用

者は自分の所属する大学の図書館のみならず，慶

臆あるいは早稲田の図書館を自分の大学図書館の

ように利用できることを制度的に定め，図書館の

枠をこえて，大学閣の協定としたところにこれま

での相互協力協定の常識を破る特徴があった。こ

の相互利用は，今後個々の大学図書館の枠を超え

た分担収集であるとか，分担保存，共同利用など

を実現するための条件整備のーっとして評価され

るものであると思われる。とくに私立大学問にお

ける相互協力は互恵が原則であるにもかかわら

ず，一方の大学に比重が偏ることも多い。この相

互協力の段階的進展である相互利用については，

実現に様々な議論があったと思われる。なにより

も，自分の大学図書館を他大学の教員にも開放す

ることに対する利用者（研究者）の反応が問題に

なる。その反応は，必ずしも否定的ではなかった

とのことである。当時，この協定を手掛けた方の

話を伺うと，相手が早稲田なり，慶磨、であること

が協定を結ぶことを可能にしたとのことである。

つまり，お互い相手校は特別の存在であるとの意

識を持っていたことがこの協定を結ぶのに当って

力があったのではないかとのことであった。

早稲田と慶臆は，「私学の雄」と称され， ライ

バルであるとされてきた。両大学の学生，教職員

もライパルとして意識せざるをえない相手と位置

づけてきた。この協定が結ぼれるにあたって，利

用者はそのようなことを考えたかもしれない。し

かし，図書館にあっては，この協定が将来にわ

たっての布石であるとの認識が大きかった。これ

までも当然のように両大学図書館は，相互に意識

しあってきたが，それぞれ日本の大学図書館にお

ける主導的位置を占める図書館であること，規模

的にも同様であること，などから，このような協

定を結ぶことにより，ライパルからパートナーと

しての位置づけを意識したといってよいであろ

つ。

このような両図書館の関係から，早稲田から慶

臆への派遣研修や館員合同合宿研修などが実現し

ていったわけである。

2.早稲田から慶慮への派遣研修

1988年から90年にかけて早稲田の館員4名が慶

臆での実務研修のため派遣された。その4名は次

の通りである。

88年10月一11月 千葉範子（閲覧課参考係，現

総合閲覧課）

89年6月一7月 忠平美幸（整理一課和漢書

係，退職）

89年11月一12月 渡辺幸弘（学術情報課，現同

課）※渡辺は，研

究・教育情報セン

ターへ派遣

90年10月一11月 毛利慎二（理工学図書館，現

圏内図書課）

この研修の行われた88年から90年は，早稲田で

は91年4月の新図書館オープンを前にしていた。

そして新図書館の建設，運営，サービス体制につ
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いて不安を持ちながら， 数々のワーキンググルー

プが組織され，検討がなされていた時期であっ

た。新図書館は従来の閉架式から開架式にするこ

とが決定しており，これまでとは業務の様変わり

が予想された。そこで， 早稲田では，図書館とし

て先進的な慶癒の図書館に誰かを派遣し新図書

館を考える際の嫌々なヒントを得たらどうかとの

甚だ虫の良いことを考えたわけである。勿論，結

果として相互協力などを円滑に行うための人的交

流もできればとの希望もあった。

最初に派遣された千葉範子は次のように書いて

いる。「現在，早稲田大学図書館では学部学生に

対しては，参考室・雑誌、室 ・学部図書室を除き．

開架書庫からの出納による資料提供を行っていま

す。そのため新館オープン時の開架体制研究は未

知のことでもあり，不可欠のことです。今回，研

究者数・学生数が若干異なるとはいえ，大規模総

合大学図書館である慶慮義塾図書館で実務研修が

できたことは非常に幸せでした」（「蔦」76）。ま

た，実際に2ヶ月にわたる慶臆の図書館員との業

務において，早稲田と慶臆の図書館員気質の違い

も感じ，それがあったからこそ，研修がより意義

の深いものとなり， 「違った環境から観ることに

より早稲田大学図書館を再認識できたように思

う」と述べている（同）。

この研修の最後に派遣され，各情報センターで

主にパブリック部門の研修を受けた毛利慎二も，

「慶E巨大学各情報センター全般にいえることだが，
彼らの利用者への丁寧でそつのない対応には感心

した。また業務マニュアルが整備されており，体

系的な教育的視点での利用者サービスへの意欲が

窺われた。今後とも大いに交流を深め．良き点は

見習い吸収していきたいものである」（「蔦J84) 

と研修の感想を述べている。

この派遣研修は，早稲田が新館オープンを前に

して一方的に派遣したものであり，交換とはなっ

ていなし、。また，早稲田の新館オープン後は途切

れている。もともとそのような意味をもった派遣

研修であったとも言えるが，今後， 早稲田 ・慶臆

のパートナーシップを深化させるためには，人的

交涜が大きな力となることを考え，機会を捉えて

再開したいと思っている。その時には，早稲田か

らの一方的な派遣ではなく，交換の形が望ましい

と思う。

3.早慶館員合同合宿研修

千葉は，先に紹介した派遣研修の感想の中で，

早稲田と慶臆の図書館員の雰囲気の違いにふれ

て，慶癒は学問として図書館情報学を学び，そし

て実務としての図書館業務の流れの中から館員の

パートナーシップが生まれる。それに対して，早

稲田は種々の学問分野の者が集まり，図書館業務

を通じてパートナーシップを作りだして行くので

はなL、かと言っている。両大学図書館が派遣研修

や合同合宿研修を行う上で，双方の図書館の相違

ということは非常に重要なことであると思う。図

書館としての規模が似通っているとか，歴史的に

ライバルと考えてきたとかいう理由で派遣研修や

合同合宿研修が成功するものではないであろう。

お互いが相手に異質なものを見つけ， 自分を振り

返ることがなくては意義が減少すると言つては言

い過ぎであろうか。同質のものが協力しあって新

たな展望を開くこともあろうが，異質のものがお

互いを認めて，新たなものを生み出すことに魅力

を感じる。それぞれの図書館には長年培われてき

た職場風土があり，それが良いにつけ，悪いにつ

け日常業務の在り方，サービスなどに影響を与え

ていると思われる。ここで私が早慶の職場風土の

違いを述べるのは甚だ信越である。あくまで早稲

田で考えることとしてお許し願いたい。

早慶両図書館を考える時，職場風土の違いとし

て思うことは，館員採用の方法の違いである。慶

慮が図書館情報学を学問として学んだ者で図書館

員を構成しているのに対し，早稲田では採用の際

に，図書館情報学を学んだことや．司書資格を

持っていることを採用の条件とはしてこなかっ

た。早稲田では，採用後司書資格の取得を勧めて

はいるが，これとて強制ではなく，また司書資格

を取得する方法も通信教育や講習であって，学問

として学ぶといったものではなL、。この採用の方

法には．主題専門司書を育てることに重点を置く

考え方があったものである。そのように早稲田の

館員は育てられてきた。それ故，早稲田では，多

くの館員が，就職後初めて図書館について学び出
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すことが多いわけである。そのため，図書館運

営，サービス等について，日常業務のなかで考え

方を体系付けて行くことになり，館員それぞれで

は体系的に考えていても，共通認識が持ちづらい

といった傾向がある。あくまで資料を中心に考え

ることから個人主義的になりやすく，そんなとこ

ろから，職人気質，内弁慶であると指摘されたり

する。それに対して，慶臆の図書館員が図書館運

営，サービス，内外の図書館や情報技術の動向な

どに非常に詳しく，勉強もしているとの感想を館

員合同合宿研修に参加した館員が一様に述べる。

慶臆の館員は，図書館について，少なくとも共通

認識をしっかり持っているとの感想を述べる。そ

んなところにも館員についての相互の図書館の採

用・育成方法からくる職場風土の違いが現れてい

るのかと考える。

さて，このような職場風土の違いをもって，こ

れまで4回の館員合同合宿研修が行われてきた。

どの回も共通なのは，合宿当初は若干の気負いを

もち，構えて望むようであるが，最後は愚痴も交

えて親しくなるといったところであるようであ

る。日程はいずれも 2泊3日。プログラムは，概

ねテーマに関する参加者のフ。レゼンテーション，

グループに分かれてのディスカッション，グルー

プ発表，全体討議，まとめ，である。気の利いた

担当管理職にあっては， レクリエーションの時聞

をプログラムに入れ，好評を博すこともあると聞

いている。

さて，これまでの4回の研修の足跡を辿ってみ

たいと思う。なお．早稲田大学図書館では，この

研修報告を館内広報誌「蔦」に掲載しており，そ

の記事を参考にする。引用文はすべて 「蔦」の報

告からであり，第 1回が83，第2回88，第3回

93，第4回98号掲載である。

I）第 1回（1900.8. 20-22) 

テーマ いま，私が 「図書館（員）」について

考えること

参加者．慶臆5名，早稲田8名（事務局を含

む）

第1回ということもあって，テーマも間口を

大きく広げたとの印象がある。各自のプレゼン

テーションも現在行っている業務に密接に結び

ついたもの，理念的なものと様々である。これ

らのプレゼンテーションからグループ討議とし

て， 「図書館員の信頼性をどう高めるか」 と

「柔軟な組織をめざして一図書館サービス向上

のため」が討議された。

この研修について慶臆の担当者であった天野

氏は，この研修のこれからについて 「今回は，

はじめての試みということで，研修内容，方法

等について，事前の具体的打合せはあまり行わ

れなかった。しかし，もし来年以降もこのよう

な合同研修会を実施するのであれば，両校で研

修の目標を明確にした上で，研修テーマ，方法

等の設定，参加者の資格等について，事前に十

分な検討をしておく必要があろう」と述べてい

る。

なお，慶l!!1.の参加者は 1回目の研修というこ

ともあって，慶臆大学研究・教育情報ゼンター

職員研修委員会のメンパーであった。

2）第2回（1991.9. 2-4) 

テーマ・ ILLの将来展望

参加者 ：慶臆4名，早稲田5名，アドバイザー

として天野（慶臆）小川（充）（早稲

田）オブザーパー高橋芳樹事務部長，

事務局佐々木（早稲田）

この回の研修について早稲田側の担当管理職

であった小川は事前打合せを十分おこない

「テーマは『ILLの将来展望』という，それ自

体は極めて大きな，また理念、的なテーマになっ

たが，参加者を原則として ILL担当者， もし

くはその経験者としたことから，理念だけが先

走ることもなく，いわゆる『地に足のついた』

討議がなされ，非常に内容豊かな成果が得られ

たと思われる」と総評を行っている。

3）第3回（1992.9. 2-4) 

テーマ：大学図書館の自己点検・評価

参加者：慶臆5名，早稲田5名，アドバイザー

として天野（慶慮）小J11 （充）（早稲

田），事務局佐々木（早稲田）

91年7月に大学設置基準が改正され，各大学

は自己点検・自己評価を行うことが努力目標と

された。その点，この回のテーマはまさに時宜

に適ったものであった。この研修での検討は，
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研修後も継続され，最終的には，その成果を

「大学図書館研究J42号に発表し，また私立大
学週書館協会東地区研修会においてメンパーの

長島敏樹氏が．ここでの検討をもとにした講演

を行うなど，外部に対しても，この研修の成果

をアピールした。

4）第4回（1993.9. 9-11) 

テーマ：大学図書館におけるシニア・ライブラ

リアンの役割l
参加者・慶感5名，早稲田6名，アドバイザー

として天野（慶舷）三浦（早稲田），

基調講演・渋JII C鹿児！）

今回この研修では初めて慶臆のちを川氏による

「大学図書館員一アイデンティティの “ゆら

ぎ．，」と題する基調講演が行われた。テーマは

聞き慣れない 「シニア・ライブラリアンの役

割」ということであったが，中堅以上の館員が

若手図書館員に伺を．どの様に伝えていくかと

いうことであった。この問題は，現在の図書館

においては，考えれば考える程深刻な問題で

あって， システム化等の図書館の激動のなか

で，「図書館員としての感性を失いたくない」

との悲鳴にも似た声も聞かれた。

4. おわりに

両図書館唯一の館員合同合宿全回参加者である

天野氏は，第4回目の総評で「研修会そのものに

人格がある筈はないが，第4回目をむかえた今年

の合宿研修に参加して，最も印象深かったのは，

この研修会が非常に成熟してきたということで

あった。第l回から連続して参加している筆者で

あるだけに，よけい強く感じられたのかもしれな

い。当初，いかにも早稲田対慶慮といった，参加

者の対抗意識のようなものが横溢していた研修会

であっただけに，ごく自然に課題に取り組み，議

論が進められた今回の研修会の雰囲気は，もはや

一人前の研修会のそれと同じであるように思われ

た」と述べている。大変印象深い言葉である。

先にも害いたように，早稲田と慶慮の図書館

は，ライバルからパートナーへの道を着実に歩ん

でいる。相互協力のために制度的整備もされてき

ている。今後も協力して新たに行わなければなら

ないことは多L、。そのためにもこの研修は，同様

に持っている課題の解決に協力しあい，協力のた

めの人的交流にも大きな力を発揮すると考える。

3行＼
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た。収書課は分散して，私は総合資料室で仕事をす

.. 「レポファイル」の行方 る事になったが．次に私の前に現れたのは，今も使 ・
われている 「カーデックス」だった。

いがらし ゆみこ

五十嵐由美子

縦長のスチールの箱に，引き出し式の薄いケース

が十数段収まり．ひとつの引き出しに十数枚のカー

ドがファイルされている。カードは銭き出さなくて

も記入できるし，戻す場所が分からなくなることも

小学生の頃，私は図書館が好きだった。それは． なかった。但し，あわててカウンターに出ょうとし

読書が好きだったのではなく．図書委員としてカウ た私のお NEWのスカートが，ちょうど出ていた

ンターに座り．貸出カ ードの日付印を押したり， 「カーデックス」 の引き出しのかどに引っ掛かり，

ブックカードをファイルしたりするのが好きだった 見事にかぎ裂きにされた嫌な思い出がある。

だけ……。 昭和田年6月に，医学情報センター（現医学メ

そんな気持ちでいたことなどすっかり忘れてい ディアセンター）に異動して， またもや雑誌係に

た昭和55年に慶応義塾大学に就職しその6月に なった私を待っていたのは，なんと数年前に別れを

三田の図書館（現三回メディアセ J〔 告げた「レボファイル」だった。
Ail,¥ 

ンター）の収書課に配属となっ 唱団＼ なぜかというと，三田の図書館で

た。 ー~~トJ お払い箱になっていたのを，医学

その頃の三回の図響館といえ _J!:..一一、量ソ、 情報センターが引き取っていたの

ば，貸出のやり方などは小学校の パ宰訪そずも＼ だった。先回りして待っていたか

それとあまり変わらなかった。ま 「~11- I と思うと．ちょっと情も湧いた

して，図書館トータルシステムF • が．またこれをぐるぐる回すのか
• 4トヲム 有ー”

インターネットだと言って仕事を . ＂山L •. k凶 J ！ と，いささかげんなりもしたo そ

している今のメディアセンターか 「形む£…寸 して月日は経ち・…・。

らは． もはや想像もつカ当tJ,

となつてしまつている。 : I l川 I II I : ろ想像でしかなかった様相に変
というわけで，その当時．雑誌 : I U入 ..I.. Ill : わった。ぐるぐる回す重たい鉄の

係だった私が愛用していた今や知 : I 、く rγ￥グ t: 塊も．スカートを引き裂く鋭利な

る人も少ないカードファイリング ・竃 一一 • --1 引き出しも無い。いくら詰め込ん
システムをご紹介しよう。 w--L1-<-;.=-----@J でも溢れる事のない （？）容量

それは，商品名を 「レボファ イル」といって． と， JI憤番など気にせず出し入れできる機能，たとえ

ちょうど水車の羽根の中に．チェックインカードを 目と肩が疲れようとも．素晴らしいシステム

放射状に詰め込んだ形態になっている。（挿図参照） 「KOSMOS」の端末がある。いち早く稼働に乗り

ABCJI頂にファイルしたカードの入っている水車 出した医学メディアセンターの雑誌係としては．

の羽根を電動で回し，上部の見えている部分に見た もう夢中で「KOSMOS」と格闘した。

いところを動かして止め．カードを抜き出すという 「KOSMOSJ稼働から約3年。世の中の情報通

代物だ。 （挿絵参照） 信技術は刻々と進んでいるのに，図書館はちょっと ； 
しかし， 増えつづける雑誌のタイトル数にカード 立ち遅れている気がする。 そうこう言ってるうち

は年々いっぱいになり，抜き出しにくくなっていた に，電子ジャーナルが利用者の端末に映し出される ； 
こと．抜き出したカー ドを戻す場所を間違えたら． 日も近いと，何かで読んだりすると，毎日郵送され ・
次回は探すのにー苦労等々．．． この「レボファイ る雑誌の封を開けている自分に，少々の不安を感じ ； 
JレJ1台では限界が近づいていた。 ながら．まだまだ目の前のハエしか追えない私は．

と思っていた矢先．新図書館が完成し，私はその 今も雑誌係なのだった。 ； 
！ 「レボファイルJと2年で別れを告げることになっ （医学メディアセンター） ！ 
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日吉の情報処理教育

やま もと よし かず

山本喜一

（情報処理教育室学習指導主任）
理工学部助教綬

慶際義塾における情報処理教育全体の中でも，

大学新入生に対する日吉での情報処理教育は．学

生数が最も多く，専門課程に進学してからのコン

ビュータ利用を考えると極めて重要な位置を占め

ていると考えられます。本稿では，昭和40年代か

らの日吉の情報処理教育から現在までを振り返

り，今後の在り方について私見を述べたいと思い

ます。

1. 情報科学研究所の時代

情報科学研究所は，昭和45年の設立以来一貫し

て全学部の学生を対象とした設置講座を開設し，

多くの学生を教育してきました。当時としては，

文科系の学生までも含めた全学生に対する情報処

理教育を行なっている大学は他になく，プログラ

ムやデータのパンチカードを作り，大型コン

ビュータを一括処理で使うという， 今から見れば

考えられないほど不便な環境でしたが，他大学か

ら見れば先端的な教育を行っていました。

大型コンビュータによる一括処理から，カード

読取り装置と印刷装置をロビーに設置して学生に

開放したカフェテリア方式を経て，端末を使った

時分割処理に変わり．パソコンが導入されるに

至って，情報処理教育の意味が大きく変わってき

ました。それ以前の情報処理では，コンビュータ

はまだまだ高価で，コンビュータを使うこと自体

が特殊な技能とみなされていました。極端にいえ

ば，ヨ分の仕事をコンピュータに処理させるため

にはまずプログラムを作らねばならず，プログラ

ミングの知識が不可欠でした。パソコンが広まる

につれて，応用プログラムとよぶ業務に特化した

ソフトウェアが使われるようになり，いわゆる事

務処理の分野では適切な応用プログラムによっ

て．ヨ分で、プログラムを作る必要がほとんどなく

なってきましたコそれにともなって，情報科学研

究所ではプログラミングの教育ばかりでなく，よ

り広い範囲の学生を対象としたコンビュータリテ

ラシー（コンビュータを使った読書き，算盤）の

教育へと対象を拡大してきました。

従来のプログラミング教育には．コンビュータ

の仕組について学生によく理解させる，プログラ

ムを作るためにアルゴリズムを理解し論理的に考

えさせる．という大きな長所がありますが．その

反面，次のような欠点も指摘されてきました。

－初歩的なアルゴリズムしか教えられない。論

理的な思考方法に慣れていない学生に，複雑

なアルゴリズムを理解させるのは極めて難し

・プログラム言語の教育が大変である。自分で

プログラムを作らないと，言語の文法などの

細かな事柄は決して覚えられなし、。ところが

設備が十分でなく学生がコンビュータを芭由

に使えないコ

・実際の役に立つプログラムを作るには，アル

ゴリズム，プログラム言語ともにかなり進ん

だ所まで教えなければならないが，プログラ

ムが大きくなりレポートにしても学生の負担

が大きすぎる。したがって，教科書の例題程

度の小規模な問題を実習するのが精一杯で，

学生に達成感を持たせることが難しい。

・学生が講義時間外の実習のときに質問した

り，細かな事を教えてもらう TA(Teaching 

Assistant）を十分に用意することができな

し、。

2. 情報処理教育室

情報処理教育室は，平成元年4月にそれ以前の

情報科学研究所における情報処理教育の部分を引

き継ぎ，義塾の情報処理教育を全般的に考え．実

施することを目的として設立されました。それに

ともなって日吉．三田における情報処理教育がこ

こに移管されました。当初は情報科学研究所の設

置講座をそのまま継続する形でしたが，平成3年

度からは経済学部．平成5年度からは商学部，法

学部それぞれの情報処理教育の入門部分を併せて

担当することになりました。設置講座だけを開設
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していたときには，学生は受講料を払L、込んで受

講するわけですから，それなりに学びとるという

目的意識がはっきりしていました。特にプログラ

ミングについて知りたいとか，自分で目的を持っ

てプログラムを作るためにアルゴリ ズムやプログ

ラム言語を知りたいというような，はっきりした

目標を持った学生が多かったように思えます。経

済学部，商学部，法学部と学部の選択必修科目，

あるいは選択科目として情報処理教育を行なうに

際し，各学部の学習指導主任やカリキュラム検討

委員の諸先生と検討を重ね，その結果として現在

のカリキュラムを作り上げました。

平成6年度には，次の設置講座を開講しまし

た。なお，講座名の最後の数字はクラス数を示し

ます。

1. 日吉

(a）情報処理概論 I(C) 2 

(b）情報処理概論II(COBOL) 

(c）情報処理概論III(FORTRAN) 2 

(d）情報処理概論IV(PASCAL) 

(e）情報処理概論v（パソコンによる
情報整理学） 2 

(f) 情報処理応用 I（コンビュータ

グラフィ ックス）

(g) 情報科学 I（人工知能）

2. 三 田

(a) 情報処理概論II(COBOL) 

(b）情報処理概論v（パソコンによる
情報整理学） 3 

(c）情報処理応用 II（統計解析）

(d）情報処理システム I（金融情報システム）

(e) 情報処理システム II（ビジネスシステム

とネ ットワーク）

3. 経済学部講義

(a）情報処理入門（パソコンによる

情報整理学） 10 

(b）情報処理 I(C) 2 

(FORTRAN) 

4. 商学部講義

(a）情報処理I 6 

(b）情報処理II(C) 2 

(FORTRAN) 

5. 法学部講義

(a）情報処理I 2 

(b）情報処理E 2 

(c）情報処理III(C) 

(d）情報処理IV(C) 

(e）統計情報処理I （三田）

(f) 統計情報処理E （＝田）

平成6年度については，設置講座の受講生は

723名．経済学部，法学部，商学部の担当講義の

受講生は1663名に達しています。

情報処理教育室は，専任教員がおらず室長をは

じめとして主に理工学部教員および経済学部教員

を兼担講師として迎え講義を担当して頂いていま

す。塾内の兼担講師だけでは上に述べた講義をす

べて行なうことはできないので，他大学教員ある

いは企業の方々にも非常勤講師をお願いしていま

す。

3. 教養謀程での情報処理教育

日吉での l年あるいは 2年間の学生生活の聞

に，情報処理に関する基本的な事柄を教育し，専

門課程に進学してからの研究に役立てるととも

に，将来社会に出てからコンビュータを使う際に

役立つ知識を身に付けてもらうことが，日吉での

情報処理教育の目的になっています。専門課程で

のコンピュータの利用形態は学部ごとに大きく異

なり，学部が閉じであっても専門ごとにも異なっ

ています。各学部から委員を出して頂いている情

報処理教育室運営委員会での議論，各学部のカリ

キュラム検討委員会との打合せなどを通して，コ

ンピュータリテラシー教育とその直後のプログラ

ミング入門教育を情報処理教育室を中心に進める

ようになっています。もちろん，学部ごとにそれ

ぞれの事情があり，画一的な教育ではカリキュラ

ムの主旨に必ずしも合わないことから，できる限

り学部の希望を満足できるよう努力しています。

各学部とも 1年生にはL、わゆるコンビュータリ

テラシー教育を行なうことになり，各学部担当

者，講義担当者と会議を重ね，現在の情報処理概

論（パソ コンによる情報整理学）のカリ キュラム

を決定しました。コンビュータリテラシーという

言葉は，極めて広い意味に使われており，それぞ
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れの大学や学部，学科によってその教育内容が異

なっています。現在，情報処理教育室では，コン

ピュータを使った読み書きばかりでなく， コン

ビュータの動く仕組みゃソフトウェアの仕組み．

さまざまな情報を自分の目的のために収集し処理

するための基礎概念までを含めてコンビュータリ

テラシーという用語を使っています。

現在の情報処理概論V，情報処理入門（経済学

部），情報処理I（商学部），情報処理 I• II （法

学部）の講義内容は，次のようになっています。

・コンビュータの仕組み

・日本語ワープロ

・オペレーティングシステム

．英文ワープロ

・表計算

・グラフ

・データベース

・統計計算とプログラミング

コンビュータを道具として使いこなすために

は，いわゆる三種の神器とよばれる，ワープロ，

表計算，データベースが使えれば一通りのことは

できるようになります。けれども，大学教育とし

て道具の使い方を教育するだけでは専門学校での

教育となんら変わるところがありません。コン

ピニータのソフトウェアには様々な種類があり，

ワープロといっても数え上げればおそらく数十は

あるでしょう。実際の教育にはその中の一つを取

りあげ説明することになりますが，特定のソ フト

ウェアの使い方に習熟しでもほとんど意味があり

ません。昨今のハードウェア，ソフトウェアの急

速な進歩の様子から．現在習ったことが 2, 3年

後には陳腐化してしまう可能性が大きいのです。

コンピュータのハードウェアの仕組みを理解し，

ソフトウェアでの処理手Ill員を漠然とではあっても

理解していれば，パソコンの機種が替ったりソフ

トウェアが替っても，いままでの知識を応用し，

足りない部分はマニュアルを読むなどの手段で補

うことができます。

上に述べたように．概念としてのコンビュー

タ，ハードウェア，ソフトウェアを理解させるこ

とが第ーの目的であり，そのための手段として応

用プログラムを使うべきである，と筆者は考えて
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います。現在のメディアセンターの設備だけでは

まだまだ不十分ですが，現状の設備を利用して，

できる限りこの目的を達成するよう講義担当の先

生方にお願いしています。

一方，コンビュータリテラシーの教育を終った

学生には，上級コースとしてプログラミングの入

門教育を行っています。C,Fortran, Pascalなど

のプログラム言語を使って，アルゴリズムの基礎

とプログラミングを教育しています。このレベル

の教育の目的は，専門課程に進学した際に自分で

簡単なプログラムが作れ，研究に利用するための

基礎を作ることです。したがって，学部設置力講

義ではできる限り各学部の要望に沿った内容とな

るよう努力しています。

4. 将来の情報処理教育

コンビュータに関連した技術革新の速度は，専

門家の予測よりも早く，コンビュータ本体の価格

低下も予想をはるかに上回っています。現在の学

生が個人でパソコンを所有している割合は，まだ

30%程度と思われますが， ごく近い将来に 7,80

%の学生がパソ コンを所有するようになると考え

られます。さらに，従来の文字を主体としたコン

ビュータから，画像，映像，音声までも扱えるい

わゆるマjレチメディアパソコンが主流になってき

ています。

もう一つの重要な技術革新がネットワークであ

り，藤沢キャンパスで既に行われているように全

学をネ ットワークで結び，学生，教職員が自由に

利用する時代がすぐそこに来ています。このよう

な時代の変化に対応して， コンビュータリテラ

シー教育もその内容を変化させてし、く必要があり

ます。ネットワークは学内にとどまらず全世界に

接続され，インターネットの一員になることがで

きますから，それに対応した利用方法の教育も必

要になります。

ネットワークに関連した事柄として，学生から

の要望の最も多いものに電子メールがあります。

御存知の方が多いと思いますが，電子的な郵便シ

ステムと考えれば理解しやすいと思いますコま

た，電子掲示根として利用されているニュースシ

ステムも大いに利用されると思います。これらの



利用形態では，ノfソコンを個人として利用するだ

けでなく，全世界を対象として社会に窓を開くこ

とになります。したがって，利用方法を教育する

場合にも，動作原理の理解に基づく正しい使い方

をきちんと教育する必要があります。現在のネッ

トワークは，パケット交換による通信を行ってい

るので，宛先を間違えて迷子のパケットを送り出

したり，ネットワークの混雑時に大量のパケット

を送ったりという，誤った使い方をすることに

よって本人が困るだけでなく，ネットワークに接

続している極めて多くの人々に迷惑を掛けること

をはっきりと自覚させねばなりません。

単に利用方法ばかりでなく，利用する上での礼

儀作法も重要なことがらで、す。電子メールは基本

的には一対ーのコミュニケーションですが，

ニュースでは不特定多数が読者になります。自分

が投稿した記事が投げかける波紋についてきちん

と自覚する必要があります。

インターネットに接続することによって，塾内

のデータベースはもちろんのこと，圏内，国外の

大量のデータベースにアクセスすることができま

す。学術論文を校めとする各種文献，統計デー

タ，気象衛星からの画像データなどほとんどすべ

ての分野にまたがるマルチメディアデータベース

が提供されているので，自分に必要な情報を探し

出しアクセスする方法を教育する必要がありま

す。日吉メディアセンターで現在提供している

データベースアクセスに比べればはるかに簡単に

できますが，やはりネットワークを介したパケッ

ト通信によってデータを取り出すことを理解して

おかねばなりません。また，元のデータの知的所

有権や著作権に対する理解と，法律的に間違った

ことをしないようにするための教育も必要になり

ます。すなわち，ネットワークに関連してその動

作原理を理解させ．利用方法を教育し，利用に際

しての倫理・道徳をきちんと教宵する必要があり

ます。

次に重要な問題が設備です。情報処理教育室は

ハードウェアに関する設備はメディアセンターの

設備を利用することになっていますが，現在の設

備ではこれ以上の講座を開設することは不可能に

なっています。設置講座，学部講義ともに，バソ

コン室の空きがないために時間割編制に自由度が

全くない状態になっています。パソコンの台数を

少なくとも倍増し，最低2教室は必要になりま

す。これらのパソコンがすべて，ネットワークに

接続することはもちろんです。商学部の情報処理

I （半期， 2限連続）を除き，講義時間内の実習

はほとんど不可能なので，学生の実習のための設

備も必要になります。

従来のパソコン室のような机上型のパソコンを

設置した教室とは別に，学生が個人所有している

携帯型パソコンを教室に持ち込み，講義に利用す

ることも考える必要があります。このような教室

には，電源とネットワーク接続のための情報コン

セントが不可欠となります。

近い将来，ネットワークに接続したパソコンを

使ったコンビュータリテラシー教育でどんな応用

ソフトウェアを使うかについて，現在の情報処理

入門レベルの講義を担当されている先生方にお集

り頂き，使うべきソフトウェアについての議論を

して頂きました。基本的には，文書処理（ワープ

ロ），表計算，ネットワーク，データベースなど

ですが，プレゼンテーション，アイディアプロ

セッサなども候補に上がっています。現在はそれ

ぞれの分野でどのソフトウェアを使うべきかを検

討しています。
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情報処理教育

はぎ の たつ や

萩野達也
（環境情報学部助教授）

1. はじめに

湘南藤沢キャンパス（SFC）の環境情報学部と

総合政策学部では， 1990年開設から人工言語とし

て情報処理教育を全入学生に対して行ってきた。

ここでは，過去4年間にわたる SFCにおける情

報処理教育についてふりかえってみよう。

2 開設前

SFCが開設される 1年以上前から情報処理教

育については議論を行っていた。特に，アメリカ

の有名大学を視察したりして，そのキャンパス

ネットワークや情報処理教育がどのようになって

いるかなどを調査したりもした。この視察に私も

参加したが， MITにおける AthenaProjectによ

る教育へのワークステーションの利用や， CMU

における Andrewシステムによる教育について

深く感銘したことを覚えている。

調査結果や議論を通して SFCでは従来までの

大型計算機や PCをつかった情報処理教育ではな

く，ネットワークにつながった UNIXワークス

テーションを使った情報処理教育を行うことに

なった。しかしながら， SFCのような規模にお

けるワークステーションを用いた情報処理教育は

これまでに例がなく，準備をするほうでも，なに

を準備すればよいのか見当がつかない状態であっ

た。しかたがないので，とりあえず，その当時コ

ンビュータを専門にしている人達が普段使ってい

る環境を SFCの全学生に提供することになっ

た。これは少し無謀にも思われたが，新しいもの

を考え，それが実際に使えないようなものかもし

れないよりは，すでに専門家が使って，良いと

分かっているものを実現するほうが確実であると

判断した。

情報処理教育の内容では，プログラミング言語

として教育用言語である PASCALと，それとは

まったく異なった LISPを教育してはどうかとい

うようなことが議論になったが，それ以上の内容

については，従来までのコンビュータ系の学科に

おける内容を考えただけだった。まだ SFC開設

前であり，どのような学生が入学し，どのような

学生を育てるのかがあまりはっきりとはしてd、な

かっfこ。

3. 1990年度開設

開設時には今のメディアセンターはなく，ワー

クステーションは4つの特別教室で、使えるだ；jで

あった。初年度最初の情報処理教育のカリキュラ

ムとしては，情報処理言語Iaを全入学生が履修

したが，これは，大人数の講義とクラス分けした

特別教室における自習からなっていた。講義で

は，コンビュータの仕組や情報処理に関する一般

の概念を教え，自習では SFCの新しい計算機環

境の使い方について教えた。自習の内容について

は， ログインの仕方， ウインドウ操作， emacs

の使い方，電子メール ・電子ニュースの使い方，

LaTeXの使い方などであり，現在とほとんど変

わらないものであった。

毎回の自習では A4両面印刷の説明の紙を配

り，それを説明しながら進めて行ったが，最初の

ことでもあり，教える内容の決定やそのための計

算機の環境の整備は，教える直前になってようや

くできるといった状態であった。たとえば，今で

はいつでも電子メールや電子ニュースは使うこと

ができるが，初年度は電子メールを教えるように

なって初めて電子メールの環境もできあがり，電

子ニュースを教える前の夜にようやく電子ニュー

スが使えるようになったりした。まさに綱渡り状

態であった。また，ワークステーションを使った

これだけの規模での教育は初めてだったため．負

荷の予測がたたず，電子メールをいっせいに鳴の

人に送らせたりすると．メールサーパが忙しくな

り，隣の人に届くのに15分以上かかることもあっ

た。授業において 「L、っせいに…しましょう」と

いう言葉は禁句であることが教訓として分った。

このように春学期は，新しい環境にヒヤヒヤし

ながら過ぎて行った。秋学期は，情報処理言語

I bを全員必修でプログラミングを教えることと
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なり，開設前の予定通り PASCALを使って教育

を行った。春学期と同様に大人数による講義と小

人数による特別教室における自習から構成されて

いた。講義では PASCALによるプログラミング

やアルゴリズムに関する概念を教え，自習ではそ

れを実際にやってみることにより理解を深めさせ

ようとした。春学期には教科書のようなものはな

かったが．秋学期には PASCALガイドが完成

し，ほぼそれにしたがって自習を進めて行った。

初年度の PASCALの教育にはL、ろいろな問題

があった。その一つは， PASCALの処理系があ

まり良くなかったことである。PASCALは教育

用言語としてすぐれており，他大学においても

PASCALを使って教育を行っているところも

あったが，これらはすべて大型計算機などを使っ

てであり， UNIXワークステーションを使ったも

のではなかった。UNIX上の PASCAL処理系が

不親切なものであり，初心者には使いづらいもの

であった。また，カリキュラムの内容において

も，コンビュータ関係の学科向きの内容であり，

10進数を2進数に変換するなど， SFCの学生に

は少し取っ付きにくいものであった。しかしなが

ら，学期の終りにはミニプロジェクトを行い，

PASCAL環境があまり良くないものであったに

もかかわらず，かなりの作品を作ってくれた。

4. 1991年度

SFC開設2年目となり． 2年生に対する情報

処理教育も始まった。当初の予定では2年生に対

しては情報処理言語Eの1科目だけであったが，

SFCにおいて単なる従来までの理系のコン

ビュータ利用だ行でなく社会科学など幅広いコン

ピュータの利用が考えられたため，情報処理言語

Eを細かく分けることになった。Schemeを用い

てプログラミングをもっと本格的に勉強する P

コース， システムプログラミングを勉強する S

コース，統計処理を勉強する Tコース，ゲーム

作成を軸としてプログラミングを勉強するZコー

ス， 3次元グラフィ ックスを勉強する Gコース，

アート的な要素を入れた Aコース． コンビュー

タミュージックのM コースが開講された。コン

ピュータ関係者からは Pコースなどに人気が出

ることを期待したが，実際には Tコースや G

コースなどが人気であった。TコースではS言語

を使った統計処理を心理学などのいろいろな例を

用いて教え，社会科学系の必須の科目になった。

Gコースでは CADソフトをつかって3次元の物

体をデサeインすることを学び，熱心な学生は夜を

徹してデザインをしていたようである。このよう

にいろいろなコースに学生の人気も高かったが，

情報処理言語Eは1つの科目であったため 1つ以

外はすべて自由科目となってしまった。

1年生に対する情報処理言語Iaは，講義およ

び自習とも前年度とほぼ閉じ内容であった。違っ

た点としては， SFC-CNSローカルガイドが完成

したため，それを自習の時の教科書あるいは参考

書として用いたことである。ローカルガイドは

SFCの環境についての素晴しい解説書であり，

SFCのみならず企業などでも読まれ，隠れたベ

ストセラーとなっている。SFC訪問の記念にお

土産として買っていく人も多数いると聞いてい

る。

もう 1つ違ったのはタイプ練習ソフトの

"yumiko先生”が登場したことである。前年度

のタイプ練習ソフトが少しシステム的に問題があ

り，急逮作成したソフトであった。タイプ専門家

からは，あまり良い評価をもらっていないが，点

数が付くため，ゲーム感覚のソフトとして学生た

ちに人気が出た。

秋学期の情報処理言語Ibとしては，前年度の

反省から， PASCALを教えるのではなく， C言

語を教えることになった。C言語は UNIXのシ

ステム記述言語であり，あまり初心者向けではな

いといわれていたが，どのワークステーションで

も同じように利用でき，いろいろなライブラリや

ウインドウを使ったプログラミング導入教育を行

うことにしfこ。

C言語になり PASCALのような処理系の問題
はなくなったが，カリキュラムの内容が，カーニ

ハン＆リッチーの教科書に準拠したものであり，

かなり細かな文法的内容や．構造体やポインタな

どの難しい概念もあり，学生たちはかなり消化不

良をおこしたようである。SFCでは授業調査を

各授業の最終回に行っているが，いつも情報処理
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言語Ibのポイントの低さが教員会議などで話題

となった。最終的には， ミニプロジェクトなどで

みんな興味を持つが，そこに至るまでが大変なよ

うである。

5. 1992年度

情報処理言語Iaの自習の内容についてはほぼ

固まりつつあった。 SFCのキャンパスライフに

とって CNSは必須のものであり，その使い方を

マスターさせるのが情報処理言語Iaである。

1992年の主な変更点は，オンラインノートの登

場である。これまで Iaの自習ではプリントを

配っていたが，プリントを用意するには手聞がか

かるだけでなく，いつもプリントを持ち歩かなけ

ればならないなどの問題もあるため，プリントの

内容をオンライン化し iplnoteとしていつでもど

こからでも読めるようにした。これにより，学生

は予習をしたり，自分のぺースで勉強することが

できるようになった。

情報処理言語Ibの自習でも同じように教える

内容をオンライン化し， iplohpにより見ること

ができるようにした。iplnoteがテキストベース

のものであったの対して， iplohpはウインドウ

ベースであり，マウスを使うことによりプログラ

ムの模擁実行を行うこともできる。情報処理言語

I bの教える内容も，目で見てプログラムの実行

がわかるタートルグラフィ ックスによりプログラ

ミングへの導入を行い，なるべく身近な話題を例

題として選び，ポインタなと’の高度な内容につい

ては省略することにした。また．大人数の講義を

廃止しすべて小人数のクラスで講義と自習を連

動して行うことにした。これらの変更により，授

業評価をプラスに移行させることに成功した。

6. 1993年度

1993年度の情報処理言語 Iaおよび Ibは．

1拘包年度とほとんど閉じ内容で進められた。情報

処理言語Eに関しては，表計算などについても勉

強できる Dコースと，論理プログラミング言語

PRO LOGの勉強できる Lコースと， I bで扱う

ことのできなかったプログラムのデータ構造を中
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心に勉強する 3コースが新設された。

7. 1994年度

開設4年聞が終り，カリキュラムの変更が可能

になった。これまで，情報処理言語Iaは週1コ

マの講義と 2コマの自習で2単位であったが．こ

れを講義2単位，自習2単位に改めた。また名前

も，情報処理言語から情報処理になった。これま

での Iaの講義は Isとして分離した。

これまでの Iaの講義では，一人の先生が情報

処理概論について講義を行っていたが，なかなか

学生の興味を引き付けておくのが難しく，苦労を

していたため， I sではオムニパス形式を採用し

た。毎回ゲスト講師を招き，コンビュータを利用

した最先端の研究内容について説明してもらい，

コンビュータの可能性について学生たちに考えて

もらった。

情報処理Ibでは，小人数クラスで行なうこと

は変わらないが，これまで2コマを週の別々の時

間に行なっていたものを2コマ連続で行なうこと

にしfこ。

情報処理Eにおいても，これまで 1つしか卒業

単位に数えられなかったが3つまで卒業単位に数

えられるようになった。また，新しいコースとし

てCコースが追加された。上級者向けの C言語

プログラミングコースである。Ibで取り扱えな

かったポインタなどの内容を取り扱っている。

8. おわりに

情報処理教育の中でも特に初心者に対する教育

について過去4年間どのように取り組んで来たか

を説明した。ここで説明した以外にも，非常勤の

先生方のいろいろな工夫や努力，大学院生の TA

および学部学生の SA達の活躍などもある。ま

た，これから将来，小中高で授業としてコン

ビュータの勉強をしてくる学生も入学してくるか

もしれない。そのような場合の情報処理教育につ

いても考えてL、かなくてはならないかも知れな

い。今後も情報処理教育に関して検討を続けてい

く必要がある。
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1. はじめに

新館がオープンしてから，早12年が経ち，現在

に至るまで「館」の中は機々な変化を遂げた。メ

ディアや機器の普及により，利用者の情報利用の

形態も少なからず変化をせざるをえない状況にあ

る。私たち図書館員がこの変化についていくこと

は勿論のことだが，利用者がそうした変化に対応

できるような仕組みをつくるのもまた，私たちの

役割である。その為には，オリエンテーションも

従来と同じ内容で行うわけにもいかず，常に新し

い情報を盛り込みながら，企画してきた。ここで

は，そうしてこれまで行ってきた様々な試みを紹

介することにする。

2. 三田の利用者層を考慮したプログラム

どこの大学でも春休みが明け 4月になると，

キャンパスは急に賑やかになる。とはし、つでも，

三田に来る学生は新入生ではなく，日吉で一般教

養課程を終え．これから専門課程に入る学生たち

である。学部の構成は，文学・経済・法律・商学

部で，いずれも大学院まである。そして，新しく

三田に来た学生を対象に春のライブラリー・オリ

エンテーションが始まる。参加者は学部生のみで

はなく，中には大学院生の姿もみられる。さて，

これを企画・実行するのは，各担当から数人ずつ

選ばれて構成された 「利用案内検討会」のメン

ノイーである。実施の方法は． ビデオ上映と館内ツ

アーの二本立てで．正味 1時間のコースである。

今年度は， 4・5月の2ヵ月間で16回行った。実

施にあたっては，参加者にどれだけの知識をつけ

てもらうか，という目標を明確にし，それが達成

できるプログラムを組んでいる。

まず，ここでは．どの程度のレベルでオリエン

テーションを行っているか紹介するために，利用

者教育を次の3段階に分けて考えてみる。

1. User Awareness 

2. Orientation 

3. Bibliographic Instruction 

（渋川雅俊「大学図書館利用者教育研究序説」付録

「テキサス大学図書館利用教育総合計画」 『Libraryand 

Information Science』No.16 1978. p. 242-251よ

り）

User Awarenessで，利用者に図書館の存在を

認識させ， Orientationで施設・サービスに慣れ基

本的な使い方を知らせ， BibliographicInstruction 

で個々のレベルでの文献検索利用技術を習得させ

るということになる。三田の学生について考えて

みると，前述の通り，専門課程に入る学生たちで

あるので，いわゆる UserAwarenessでは満足し

ない。そこで，この段階は日吉の図書館に任せ，

三田では， Orientationのレベルから始めている。

これが 「春のライブラリー・オリエンテーショ

ン」である。因みに， BibliographicInstruction 

については， レファレンスが担当し，ゼミ単位で

予約を受け付け，主題にあった専門的な検索指導

をするコースを 「ステップアップ・ツアー」とい

う名称、で、行っている。

3. 実行にあたっての様々な試み

3. 1 施設案内中心から OPAC検索中心のツ

アーヘ

オリエンテーションに自主的に参加する学生

は，これから図書館を意欲的に使いこなそうとい

う意志を持っている。その為，参加することによ

り直ちに利用上の改善ができることを望んでい

る。しかし当初，図書館側としては，参加者は図

書館に初めて足を踏み入れる学生であるので，な

るべく沢山の施設・サービスを知ってもらおう

と，館内を隈なく歩き回り，内容としては広く浅

いツアーになっていた。時間の制約もあり，文献

の探し方に関しては， OPACの検索方法を実演

する暇も無く，口頭で紹介するに留めていたとい

う状況であった。しかし，アンケート調査では
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「OPACの使い方が分からない」「簡単すぎる」

といった内容の意見が多くみられ，参加者はこの

ような形態のツアーに満足してないという状況が

伺い知れた。そこで， これらの意見を踏まえ，

コースを大幅に短縮し，施設案内中心のツアーか

ら，実際に検索例を示し実演してみせる OPAC

検索中心のツアーにした。勿論，文献の検索手段

はOPACだけではないので，その他カード目録

や基本的な参考図書，雑誌論文の探し方にも触れ

ている。

3.2 ビデオ『図書館の達人』の活用

昨年度から，オリエンテーションの一部とし

て， ビデオ 『図書館の達人』第 1巻の上映を始め

た。以前は，三田でオリジナル制作したスライド

の上映を行っていたが，毎年改定箇所があり，そ

の度ごとにフィルムの差し替えと，アナウンスを

吹き込み直さなければならなく，かなりの時間と

手聞をかけていた。その割には学生の反応をみて

いると，眠っている人も見受けられ，決して効果

的とはいえなかった。また，アンケート調査では

「早くて分からない」「画像がぼけている」等の指

摘もあり，素人による制作の限界を感じさせら

れ．やはりプロが制作したビデオを活用すること

（見）
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90 

80 

70 

60 

普通 50 

40 

30 

分かり

にく L、
無回答

20 

図1 アンケー卜「ビデオについて」

となった。一方，図書館側では， ビデオではオリ

ジナルな事情まで説明できないのでは，という意

見もあった。そこで，ビデオとツアーを相互補完

的なものとして考え，ビデオで大まかな図書館の

利用法を理解してもらい，三田の図書館ではどう

かという部分の説明をツアーに組むような形態の

オリエンテーションとした。その結果，前述のよ

うな「分かりにく L、」というような意見はみられ

なくなり， 「面白い」「役に立つ」等好意的な意見

が大半になった（図 1）。このような既存メディ

アの活用は，より効果的な演出となっているよう

である。

3.3 広報戦略

3.3. 1 視覚的アピール

広報活動に力を入れていることは，三田のオリ

エンテーションの特徴のひとつでもある。オリエ

ンテーションを行う 4月・ 5月といえば，新学期

が始まったばかりで教務関係の案内等，様々なお

知らせで掲示板も賑やかになる。そこにワープロ

で作った地味なちらしを貼っても，訴求力に乏し

く目立たなし、。そこで， 1991年から学生の目を引

くような ALAのポスターを使用し，その結果，

前年度の2倍以上の参加者を記録した（図 2）。
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続いて1993年からは私立大学図書館協会企画広報

研究分科会の共同制作ポスターを使用し（写真），

一定の成果を挙げ続けている。ポスターは，図書

館内だけでなく．館外にも数枚掲示するので，学

生は必ず自にすることになる。こうした人目を引

く魅力的なポスターを貼ることは，単なる 「お知

らせ」の機能だけでなく， 「図書館のイメージ

アップ」にもつながっているようにも思われる。

三回利用者教育

3.3.2 教員への広報

1991年からのポスターによる宣伝効果でここ数

年の参加者も定着してきた。今年度は，更に新し

い方法として，教員との協力により，さらに参加

者を増やすことはできなし、かと考えた。その手始

めとして，教員のメールボックスの前にチラシを

積んで置くという簡単な方法をとってみた。その

結果，今年度の参加者数をみると，前年度の更に

2倍を記録している（図2）。アンケート調査に

よると，その理由は，教員の協力に他ならないこ

とが分かる（図3）。レファレンス担当によって

行われる，ゼミ単位のツアーを企画していること

を前述したが，ゼミの授業をこのツアーにあてる

例も多く，年々ゼミ単位の参加が増えている。教

員が学生の図書館利用に興味を示すことは，非常

に喜ばしいことであるが，参加者の図書館利用を

みてみると， Orientationから始めなければとう

てい理解してもらえないような例も多L、。図書館
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側としては，前述の3段階を意識して，利用案内

検討会の担当する，初級コースともいえる 「オリ

エンテーション」と，中級コースともいえる 「ス

テップアップツアー」を分けているが，教員や参

加者側から見ると，その違いが明確になっていな

かったので、はないだろうか。今後はそうした違い

を明確に広報する手段を考え，この段階的なオリ

エンテーションの仕組みを，より効果的に使って

もらえるよう努めなければならないであろう。

（年度）

9 2 

9 3 

9 4 

｜ 騒 覇｜

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

（覧）

図3 アンケー卜「何で知りましたか」

4. 終わりに

ここでは，ここ数年の， 三田における春のライ

ブラリー・オリエンテーションについて紹介して

きた。ここで改めて感じるのは．私たち図書館員

は，オリエンテーションを図書館の業務の付録的

なものではなく，サービスの一部と自覚して行っ

ていかなければならないということである。私事

であるが，私は，昨年，三田の閲覧担当から湘南

藤沢の目録担当へ異動した。業務内容は利用者と

接する仕事から，本と接する仕事へと変わった。

私の手元へ様々な本が来ては流れてゆく 。この本

が書庫に並ぶとき，つくづく思う。「一人でも多

くの人に見てもらえますように」と。オリエン

テーションは，利用する人と図書館の資料の仲人

の役割を果たすといえる。これからも，沢山の人

と資料が結ひーつくよう，工夫をしていってもらい

fこし、。
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［日吉メディアセンター〕

話会希柔宇
（日吉メディアセンター）

1. はじめに

日吉キャンパスは文・経・法・商・医・理工各

学部の教養過程のl, 2年生が集まるキャンパス

である。従って，日吉メディアセンターは，これ

らの学生の教育のための図書館という意味合いを

強くもつ。とともに，日吉所属の教員のための研

究図書館としての機能も果たしている。

利用者教育という観点でいえば，その対象は前

者の学生ということになる。学生たちに，図書館

の機能，使い方．参考図書の利用法等を身につけ

てもらい，各専門過程に進んだ時に能動的に図書

館，資料を使いこなせるよう橋渡しをするのが日

吉メディアセンターの果たすべき大きな役割だと

思われる。

そこで，まず図書館に足を運び，機能を知り，

図書館を使いこなすための技術を身につけるとい

うことを，利用者教育の第一の目標としている。

次の目標が，各種二次資料を使いこなした文献探

索等ができるようにということである。

では，実際にどのようなメニューを用意してい

るかを1993年度を例に取りご紹介していきたい。

年聞を通して以下に挙げるようなプログラムを組

んでいる。

ライブラリー・ツアー

ライブラリー・アドヴェ ンチャー

OPACセミナー

図書の探し方セミナー

雑誌・新聞の探し方セミナー

CD-ROM，オンライン・データベースセミナー

この他，通信夏期スクーリング生のためにライ

ブラリー・ツアー，資料の探し方セミナーを実施

している。

これら一連のセミナーは． 1 年をlサイクルと

してとらえ， Library Orientationから漸次，

Bibliographic Instruction （以下 BI.）に進んで

いくという構成となっている。

2. 利用者教育年間プログラム

2. 1. ライブラリー・ツアー

新入生を対象として4月の 1ヵ月聞をオリエ ン

テーション期間に充て，その間，ライブラリー・

ツアー．展示．映画上映を行っている。ツアーの

形式は AVホールでのビデオ上映と館内ツアー

を組み合わせたもので，所要1時間で設定してい

る。

参考までに，展示，映画の企画についても記し

ておくこととする。
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展 示： ここ数年 “福津諭吉を味わう”を

テーマに， 三田メディアセンターの

協力で 「学問のすすめJの初版本等

を展示

映画上映：毎年テーマを設定

1993年度は“映画を愛する人”を

テーマに 「ニュー・ シネマ・ノfラダ

イス 」他3本を上映

実施回数． 参加者数等を表 1• 2に示す。

表1 新入生のためのオリエンテーション

.f' 乙 薗 名 実施回数 参加者数 1田平均

ライブラリー・ ツアー 14回 229名 16.4名

映 画 上 映 4回 126名 31.5名

表2 通信教育生のためのオリエンテーション

A人ι 画 名 実施回数 参加者数 l回平鈎

ライプラリー・ ツアー 11回 427名 38.8名

資料の探し方セミナー 2回 143名 71.5名

映 画 上 映 4回 350名 87.5名

2. 2. ライブラリー・アドヴェンチャー

数年前から始めた企画で． 5・6月に実施して



いる。 4月に行ったライブラリー・ツアーがオリ

エンテーションをヨ標としているのに対して，こ

のライブラリー・アドヴェンチャーは， B.I.の

要素をも加味した，ツアーよりも一歩進んだ内容

を盛り込んでいる。

目的として次の3点が挙げられる。

① 図書・雑誌力目録の基本的な検索方法を理

解する

② 日吉図書館力資料の書架上の配列を理解す

る

③ ある手がかりから目的とする資料を実際に

探すことができる

所要 1時間で，以下のような構成になってい

る。AVホールにて約10分間の説明の後，目録

ホールに移り，目録の配置，請求記号の位置やカ

ウンターでの諸手続きの説明等で10分。その後，

図書と雑誌を探す事例問題を各人に約30分で解い

てもらう。その間，スタッフは特設デスクに待機

し，参加者から質問があればアドバイ スを与え

る。最後に，結果についてコメントを加え，解答

集を配るというものである。

参加者は，説明を受けた直後に実際に自分で行

動し，その際に理解の不十分なところが明確にな

る。そしてその部分にスタ ッフからのアドバイス

が得られるので，理解の度合いが高L、。個人個人

にきめ細かい適切な指導ができると自負してい

る。

しカ〉しなカtら， ライブラリー・アドヴェン

チャーという名称、が耳慣れないためか，残念なこ

とに参加者が少なゐ、。 もっと多くの人に参加して

もらうために， PRの方法を工夫する必要がある

と恩われる。

2. 3. OPACセミナー

このセミナーは， OPAC公開に伴い1993年度

から新設したもので， 5, 6, 10月に実施した。

OPACの特徴， 注意事項などの説明後，実際

にAVホールのスクリーンに OPACの画面を映

し出して，検索手順，検索技術を解説しながらデ

モンストレーションを行った。
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2. 4. 図書の探し方セミナー，雑誌・新聞の探

し方セミナー

この段階で完全な B.I.に進む。実施時期はと

もに11月， 12月で，所要 1時間としている。

これら 2つのセミナーでは，資料の探し方の手

順を説明し，様々な参考図書を紹介。その主だっ

たものの利用法を解説する。かなり情報量が多

く，予め作成する文献リスト等の資料は図書のセ

ミナーが84版で13枚，雑誌のセミナーが 85版

で8枚と A4版で約20枚になる。

2. 5. CD-ROM，オンライン・データベース

セミナー

このセミナーの意図は，図書，雑誌，新聞の探

し方をマスターした次の段階でデータベース検索

を利用すると，さらに多角的で有効な検索ができ

るということを知ってもらうことである。日吉図

書館で利用することのできるデータベースを中心

に，端末でのデモンストレーションを交えて紹介

している。

表3 1993年度実施セミナ一一覧

セ ミナー名 実施時期 回数

ライブラリー・アドヴェンチャー 5・6月 4回

O P A C セ 、、、 ナ 5・6・10月 6回

図書の探し方セミナ ー 11・12月 2回

雑誌・新聞の探し方セ ミナー 11・12月 3回

CD ROM, 11・12月 2回オンラインデータベースセミナー

3. 今後の展望と問題点

日吉メディアセンターでは，数年来，ここに紹

介したような流れで利用者教育を行ってきた。し

かしながら，近年の急激な変化一OPACの導入，

電子媒体の資料の増加等ーや，大学設置基準の変

更などの諸要因から，抜本的にこのプログラムを

見直す時期にきていると思われる。

図書館を使うにあたり， OPACを正しく使い

こなせる技術は不可欠である。OPACのデータ
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の構造，収録範囲等を，初めの段階できちんと

理解していれば．徒に不信感を抱くことなく効

率の良い検索ができる。また当然のことながら，

OPACのみならず， 目録の引 き方，使い方を

知っておくことも必要である。

図書館が毎年実施する新入生のためのライブラ

リー・ ツアーは，相当数の新入生の参加があるも

のの， まだ新入生全体の約4%である。また，ツ

アーを実施するためのスタ ッフのやり繰りは，カ

ウンター業務もあることから，かなりの負荷がか

かっている。

これらのことを解決するためには，大教室を実

施場所として図書館の使い方を紹介する方法も考

えられる。その際，目録， OPACの説明をかな

り詳しく行う。OPACの説明は，画面，キー

ボードを実際に映し出して具体的に解説する。4

月から 5月にかけて日程を組み，日吉キャンパス

に在籍している聞に OPACをはじめ， 基本的な

図書館の利用の仕方をマスターできるようにする

のである。

ただ，この方法の欠点としては，利用者に義務

的に捉えられて説明を聞き流されるおそれがある

こと，利用者と距離聞があること等が挙げられ

るc

この他，教員からの依頼があると受け付けてい

るクラス単位の B.I.に関しでも，継続して前向

きに取り組んでいきたい。

4. 終わりに

レファレンス ・デスクに座っていると，極めて

初歩的なことが分からないで苦労している利用者

を目の当りにする。その時々で応対はするが，ど

うしてもセミナーのように体系立てた説明をする

訳にはいかなし、。そんな時，図書館の各種セミ

ナーに参加してほしいと切実に感じる。

そのためにも，利用者の声やスタ ッフからの提

案などを採り入れ，試行錯誤を繰り返しながら，

より効果的で，学生達を引きつける魅力のあるプ

ログラムを提供していきたいと考えている。

，、，、，、d、d内相，、，、，、d、叫倫相，、，、，、d、d、..... 叫戸、，、，、d、....... ，、，、，、..... 

［理工学メディアセンター］

よし かわ ち え

吉川智江

（理工学メ ディアセンタ一課長代理）

1. はじめに

理工学メディアセンター （松下記念図書館）

は，理工学部の専門課程がある矢上台に位置して

いる。従って，利用者の核をなすのは，学部に所

属する 3, 4年生 （1学年が約 1,000名），修士

課程の学生（同500名），博士課程の学生（同 70

名），及び理工系の教職員（約 230名）である。

図書館がこれらの人々を対象に，利用者教育の一

環として 「説明会」を開催するようになったのは

1982年であるから，早10年以上が経過したことに

なる。

そもそも当センターの利用者教育は，世界中で

今も増え続ける科学技術情報の中から 「必要な文

献を捜し出す」，また 「入手する」ということを

中心の課題としてきた。即ち， 学生に対しては自

館の利用案内に留まらず，卒業後も役立つような

知識をと当初より心がけてきた。

こうして説明会を始めて 2年目を迎える頃に

は， 3年生をターゲットに，館内を一巡しながら

図書館の施設，所蔵資料とその探し方，サービス

について概説する 「オリ エンテーションJ，並び
に研究室を単位に，それぞれの研究領域に沿った

資料の紹介や文献の探し方について主に詳説する

「資料利用説明会」という 2つの形ができ上がっ

た。その後， 1988年からは 「オンライン情報検索

説明会」が開催されるようになり，最近は CD-

ROMのデモンストレーションも加わり，これら

が毎年4月～6月にかけて利用者に提供されてい

る。

ところで，前者2つの説明会については， 6年

程前にかなり詳しく紹介させていただいたu。そ

こで，今回は主にその後の変遷，今後の課題と

いったことについて報告させていただく。

oo 
n
h
u
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2. 「資料利用説明会」のその後

図1は， 1983年から今日に至る説明会の参加者

の推移を示したものである。白抜きの部分が 「資

料利用説明会」に当たる。1983年， 10研究室 116

名であった参加者は，学生数などの影響を受け，

多少ジグザグ模様を描きながらも漸次増加傾向を

示し，今年度は44研究室323名を数えるまでに

なった。この説明会は，研究室が決まり，卒業論

文の準備にはL、る 4年生に焦点が当てられてお

り，当センターが最も力を注いできた説明会であ

る。今年度の参加者の内訳は，学部生265名，院

生54名，教員2名．研究生2名となっている。

他の説明会も含めると，参加者はかなり増加し

たことになるが，閲覧部門を抱えながら，このよ

うな状況に対応できたのは，指導経験の蓄積や配

布資料の充実に依る部分が大きい。

3. 「オンライン情報検索説明会」の開始

1970年代，情報を探す便利な道具としてオンラ

イン情報検索サービスが日本にも登場したが．当

センターでも 2年間の試行期間を置き， 1980年外

部データベースの検索サービスを開始した。検索

の精度を上げ，サービスを定着させるためには説

明会が有効との判断があり， 1986年に日本科学技

術情報センターから講師を招き，第 1回のオンラ

イン検索説明会を開催した。2年目からは職員が

講師となり，研究室単位に説明会を開いている。

内容はデータベースの基本構造，検索項目，シ

ソーラス，コマンド，演算についての基礎事項か

らなり．オンラインと冊子体，それぞれの長所と

短所を理解してもらうことにポイントをおいてい

る。所要時聞は約 1時間で，検索の一連の流れ，

料金体系などを簡単に説明した上で．時間が許せ

ば，参加者からテーマをもらいデモンストレー

ションも行っている。申し出があれば，資料利用

説明会に続けて行うが，その場合はトータルで約

2時間半の長帳場になってしまう。

図1が示すように，参加者はやはり徐々に増加

して，資料利用説明会のほぼ半数となっている。

4. 新しいメディアへの対応

近年，図書館においては新しいメテ・ィアとして

CD ROMが注目されている。当センターでも遅

ればせながら，昨年度 INSPEC-Ondisc( 1989-), 

及び BOSTON-SPA CONFERENCE （英国図書

館の会議資料所蔵目録）の 2つの CD-ROMを，

350 
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スタンドアロンの形で利用者に開放した。前者

は，冊子体 ScienceAbstractsに対応し，物理，

電子・電気工学．コンビュータの分野では世界的

な文献データベースとして定評がある。図書館で

は外部データベースを利用し，従来から19印年代

以降の検索が可能だったが，申込みは年間数件に

止まっていた。ところが，無料で，しかも利用者

自身が自在に検索できる CD-ROMが提供され

てからは，昨年度 1年間で従氾件近い利用があ

り．今年度は3ヵ月で，既に 500件を越えようと

する勢いをみせている。

昨年3月， CD-ROMを導入したのを機に，オ

プションの形で説明会に取り入れたところ，関連

分野のほとんどの研究室から申込みがあり，結果

は好評であった。オンライン検索の説明は不要だ

が， CD-ROMは必要という研究室もあり，図 1

が示すようにオンライン検索説明会を上回る参加

があった。

他種の CD-ROMを求める声や使い易い環境

をとの要望も寄せられ，年内には学内 LANを通

じて，研究室からでもアクセスできるよう計画が

進行中で， CD-ROMも増設を予定している。

5. 今後の課題

当センターでは，説明会毎に簡単なアンケート

を実施してきた。質問項目は．実施時期，所要時

間，説明方法，説明内容，有用性に関する評価か

らなる。全般的にみると，学部生の場合，目新し

い情報が多すぎて，消化不良気味という傾向がみ

られる。そこで，本年度は，資料利用説明会の内

容を2次資料中心にしたところ，評価は全体に高

くなったが，一部に不満の声が聞かれたり，大切

な情報を切り捨てることにもなり， 1回で全てを

カバーすることは困難と痛感させられた。

実施時期については，今年度92.0%の人が適

当としたものの．就職戦線が厳しいためか6月は

欠席者も多かった。また，所要時間については，

90分が限度で，約 1害I］の人が60分が適当だと答え

たcその他には，テキストに詳細な解説や練習問

題を盛り込んで欲しいという要望や，実際に検索

を行いたいという意欲的な意見も目立つた。

このように改善の余地は沢山残されているが，

今後特に我々が考慮すべき課題の一つは，情報技

術の進展に伴う情報環境の変化や，情報処理技術

の拡大にどう対処していくかということであろ

う。紙から電子へ，メディアの拡散に呼応して，

図書館の資源も，説明会の対象領域も広がった。

今や，高性能で，小型化したコンビュータは，

ネットワークで結ばれ，マルチメディアを志向

し， Internet上には公式，非公式の多量な情報，

多様な通信機能が搭載されるようになった。情報

を探索し，交換することも含めて，研究過程の多

くを，コンビュータの前に座り，個人のレベルで

処理することももはや夢ではない。

一昨年．理工学部の教員を対象に，情報環境に

関するアンケート調査を行ったが，コンビュータ

は研究上不可欠との答えが殆どであった。情報交

換の場では，電子メールが予想以上に普及し，ソ

フトウェアなどのファイル転送も盛んだ、が，反面

データベースの共同構築や検索は限定されている

ことが確認された。また，情報関連のニーズとし

て， 「図書館資料の充実」，「施設の拡充」．「ネッ

トワークを介しての目録情報の利用」に次いで，

「ネットワーク利用のための援助」や 「情報検索

のための技術・情報の提供」が上位にランクされ

た。更に，研究分野，あるいは個人によって．情

報メディアが異なること，情報処理技術のレベル

の差が拡大していること，ニーズに多様性がある

ことも明らかになった。同様の傾向は，現行サー

ビスの利用実態や，説明会の参加状況の分析から

も伺い知ることができる。

こうした状況を鑑みるに，理工系の大学区書館

としては，既存業務を整備し，新しい情報技術を

取り入れて，利用者のニーズに合った高度なサー

ビスを目指すと同時に，エンドユーザに対する情

報処理教育を重要なサービスと位置付け，その内

容を拡充していくことが必須と言える。米匡の主

要な大学図書館では，インストラクション専門の

図書館員を採用し，年聞を通じて組織化された教

育プログラムを，教員やシステム部門と共に運用
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し，新しい教育手法の導入にも積極的という問。

当センターでは，当面の方策として，説明会の

メニューを少しでも多角化し．幅広いニーズに柔

軟に応えられるように，開催期聞を延長し，受講

単位を研究室単位から．学問領域別，メディア

別，受講レベル別との併用にするよう検討してい

る。

また，エンドユーザ自身による情報処理を支援

することは，研究や教育の現場により一歩近づく

ことでもある。従って，日頃から学問分野の動向

や研究の実態に注目し，説明会では十分それらを

考慮し資料やメディアの提示を行う必要もあ

る。

内容も，情報環境の進展に伴い，新しいメディ

アへ比重を移すことになるが，特に，高度な情報

技術が求められる理工学部においては，情報シス

テム担当者による支援を仰ぎ．彼らが利用者に提

供する様々な教育プログラムとの間で，相互に連

携をとっていくことが重要である。

その他，今後の対応としては，次のようなこと

を徐々に推進していきたいと考えている。

① テキストの内容を一層充実させ， コン

ピュータのモニター設備など，新しい情報機

器を導入し，効率的，効果的な指導ができる

よう工夫する。

② 「オリエンテーション」に関しては，他部

門の職員に応援を求めたり，ハイパーメディ

アのように，変更・変換が容易なデジタル情

報も採用していく。

③情報処理教育を拡充するため．授業と連動

するなど，教員との協力関係を強め，主題か

らのアプローチや．実践的な側面を強化して

L、く。

④塾内メディアセンターの協力体制を整え，

OPACの手引き害を共同で作成したり，指

導の内容による役割分担を明確にしていく。

⑤既存システムの有効な利用を促すため，説

明書の作成や， PRに力を注いでいく 。ま

た，他の理工系図書館と共同で解説書を作成

したり，ビデオを翻訳するなど有効な手段も

開拓してL、く。

6. 終わりに

説明会の参加者の評価は，非常に役立ったとす

る者48.3%，役立ったとする者は50.8%となっ

ている。更に，時代に即した，充実した利用者教

育を提供し，高いレベルのサービスを維持しなが

ら，利用者の信頼を得ていくためには，図書館員

自らが知識と経験を重ねいくことが，何よりも大

切である。今後，エンドユーザによる情報交換が

盛んになればなるほど，我々はそのことを認識

し図書館サービスの向上のためにも，求められ

る利用者教育の姿を模索していく必要があろう。
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［医学メディアセンター］

ひら ぶき かよ

平吹佳世子
（医学メディアセンター）

1. はじめに

医学メディアセンターでは， 1990年に利用者教

育実行委員会を発足させ，利用者教育の活性化を

図ることにした。約一年をかけて，対象者別に実

施方法・時間・時期などを検討し実施要領を作

成するに至った。これに基づいた利用者教育を現

在も継続して実施している。一方で， CD-ROM 

などの電子出版物か著しく増加し利用者教育も

これまでとは違った方法で取り組まなければなら

なくなった。1992年 1月から 「情報利用講座」と

いう名称で実施を開始している。この講座の開設

当初は MEDLINECD-ROMの利用指導のみで

あったが， OPAC，医学中央雑誌 CD-ROMな

どが次々と導入され，現在ではその他各種 CD-

ROMの利用指導へと発展している。さらに1994

年4月には日本医学図書館協会作成のビデオ 「医

学情報の達人」を取り入れた利用者教育が可能と

なった。このような状況の変化に伴う利用者教育

について再考し，今後の利用者教育についても考

えてみることにする。

2. 情報利用講座

2. 1 実施方法と内容

8月， 3月を除く毎月週2回～3回，午前・午

後などとりまぜた日時を事前に設定し，開始時間

に集合してもらう方式。集まった人数が多い時は

指導者1人につき 5. 6人までを限度にその場で

グループ分けをするつ時聞はメニューによって30

分～1時間30分位としている。現在のところ次の

4つのメニューを用意している。

1. OPAC検索方法の指導を中心に資料の探

しかた，館内ツアーなどを盛り込んだライブ

ラリーオリエンテーションコース。
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2. MEDLINE，医学中央雑誌などの CD-ROM

検索方法を指導する初心者向け検索コース。

3. CD-ROM検索テクニックの向上を目的と

する上級者向け検索コース。

4. A. D. A. M. （医学解剖ソフトウェア）を

始めとする各種 CD-ROM解説コースc

それぞれ，学内関係者であれば誰が参加しでもよ

い。設定した日時以外の日程を希望する場合は，

あらかじめ予約をしてもらう。

2.2広報

2カ月分のスケジュールのポスターを作成し，

館内各所および院内各所に掲示している。教務課

にも依頼してポスターの掲示および広報をしても

らっている。

また，このポスターはカウンター脇に数十部置

いておき，自由に持ち帰ってもらう。4月および

9月には医局ごとのメイルボックスにポスターを

配付している。さらに．毎月発行の図書館報 「き

たさとニュース」にスケジュール表を載せてい

る。

2.3実繍

1992年度， 1993年度の実施状況および参加人数

は次のとおり。

ミト コース 回数 参加人数

1 9 30 

1992 2 30 101 

3 6 10 

6 9 

1993 2 49 105 

3 。 。

2.4 問題点と今後の課題

情報利用講座は開設後2年半が過ぎたが，講座

内容に関してはおおむね好評である。しかし，か
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ならずしも効率のよい検索をしているとは思えな

い利用者を見かけることがある。また． 「探して

いる文献がどうもうまくみつからないのだが」と

の声も聞く。こういった場合．講座を受講するこ

とを勧めるが．診療を抱えまとまった時間の取り

にくい医師と，スタ ッフの勤務時間との調整は非

常にむずかしし、。これまでも，午前中に設定した

情報利用講座の参加率はきわめて低かった。なる

べく多くの利用者に情報利用講座を受講をしても

らえるよう，検討する必要がある。

また，上級者向けコースでは，それぞれの専門

分野の医学用語知識を必要とするため，検索に熟

達したスタッフにしか指導することができない。

一方で，新しい CD-ROMが導入されれば，利

用者以上に使いこなさなければならなく．指導者

の研修や養成のための時聞が必要となってくる。

さらに，情報利用講座という名称にもかかわら

ず，現時点では， CD-ROMの利用指導および．

技術向上指導に留まっているため，今後はもう少

しステップアップし，個人で得た情報の利用 ・活

用方法などをレクチャーするコースも設定した

い。しかし，利用者がどの機種のパソコンを持っ

ているか，どんなソフトを持っているかによって

指導方法が異なるなど，指導者の知識，経験がよ

り一層必要とされるなど，課題は多く残ってい

る。

3. ビデオ「医学情報の達人」

1993年4月に日本医学図書館協会では，医学系

図書館向けビデオの作成を開始した。加盟館の中

から 5名が制作スタッフとして企画・作成にあ

たったため，どの医学図書館でも使える内容であ

る。全4巻からなり， 1巻は一般的な医学図書館

の利用法． 2巻は研究プロセスについて， 3巻は

MED LINEの使い方， 4巻は効果的な学会発表

の方法についてである。

今年度4月のオりエンテーション時期には，医

学部3年生，薬斉開日研修生，新入局医師に対し

て， 1巻および3巻を上映した。これまでは，医

学メディアセンターで独自に作成したスライドを

使用していたが，これは館内を説明したものにす

ぎなかった。これに対して， ビデオはそれぞれ20

分程度なので．どのオリエンテーションでも厭き

ること無く興味を持って見ていたようである。特

に，第3巻の 「医学文献データベース MEDLINE」

は，実際にキーボードに触れる前に，データベー

スについての知識を得ることができるため．非常

に効果的である。また，シソーラスである MeSH

(Medical Subject Headings）タームの説明は，

特に初心者には，理解してもらうことがむずかし

かったが， ビデオでは，図解によって無理なく説

明している。しかし，残念なことに現在の医学部

キャンパス内に， 10人程度から 100人程度の人数

が同時にビデオを試聴できるような設備が整って

いないため，今年度の上映実施にあたっては機材

の移動や，座席の設営などの苦労があった。でき

れば医学メディアセンター内に，少なくとも医学

部キャンパス内に適当なビデオ上映施設ができる

ことを強く望んでいる。

4.おわりに

1989年以来， CD-ROMは全盛期を迎えてい

る。これに伴って，利用者教育も CD-ROMを

中心に行うようになった。今後は LANの敷設に

より， CD-ROMもスタンドアロン形式ではな

く，ネットワーク形式となり，図書館に出向くこ

となく各研究室からの検索が可能となるだろう。

そうなれば．当然，これまでの方法や内容での利

用者教育では不十分である。また．マルチメディ

アの時代になれば，利用ガイドを映像，音像付き

で作成しておき，好きな時に好きな場所でみても

らうことも可能である。これまでは考えられな

かった展開を見せ， しかも急速にこの方向へと進

んでいくだろう。これらの環境の変化に応じた利

用者教育を今後は考えていく必要があるだろう。
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［湘南藤沢メディアセンター］

まつ もと かず 」

松 本和子
（湘南藤沢メディアセンター係主任）

1. はじめ に

現在 SFCでは図書館の利用者教育をメディア

センター（藤沢MC）が積極的に行っていると言

える状況ではない。春 ・秋の新入生ガイダンスへ

の参加， 4月時に一週間ほど館内ツアーと OPAC

の簡単な説明会を実施するに留まっている。ただ

SFCは他の地区に先駆けてメディアセンターと

名乗り，組織も建物も iっとして発足していて，

利用者教育というのは図書館のことだけを教えて

いれば済むという状況にはなL、。勿論それが図書

館の利用者教育が積極的に行われていない理由で

はないのだが，ここでは利用者教育が何故積極的

に行なわれていなL、かという理由を述べるより

は. SFCの研究教育， メディアセンタ ー業務の

現状を報告し，今後の利用者教育のあるべき方向

について考えてみたいと思う。

2. SFCの研究教育環境とデータベース

SFCでは CNS( Campus Network System) 

に接続された数多くのワークステーションを使っ

て研究 ・教育が行われ，日常生活が営まれてい

る。 1年生全員が受講する「情報処理I」の講義

案内には「この科目は，コンピュータリテラシー

の修得とプログラミングを通した問題解決の基礎

力養成を目標とします。」とあり，全ての学生が

必ずコンビュータを使うことになっている。そこ

で修得された技術は電子メール，あるいは文書処

理を使ったレポート提出という形で卒業するまで

使われている。さらにデータ解析，統計手法など

のパースペクティプ科目（一般教養）の授業に加

えて，専門課程に進でもコンピュータが良く使わ

れると考えられている環境情報学部ばかりでなく

総合政策学部でも，政策管理コースのいろいろな

授業で経済統計データベースを実際に使って分

析．解析が行われて， 問題解決の手段としてもコ

ンビュータ利用が多く教えられているのである。

SFCのもう一つの特徴として，従来の講義中

心の授業からグループワークに重点が置かれ，そ

れは大学院のコラポレーション，教員と学生との

枠組みを発展的に取り払った共同研究へと繋がっ

ている。教員と学生の線引きをなくすというの

も，創設時から謡われているスローガンである。

コンビュータ資源として CNSが重要なことは

勿論だが，その資源を生かすデータベースの利用

が SFCで非常に大きなウェイトを占めていくこ

とは確かである。だが実際に藤沢MCが CNS上

に提供しているデータベースは少なく，大型計算

機に搭載されているデータは CNSからアクセス

できなかったり， CD-ROMのようにスタンドア

ロンでまったくネ ットワークに対応していない

データベースもある。個々の研究室で開発された

データベースの管理は藤沢 MCではなく研究室

単位で行われているため，研究上必要なデータ

ベースを CNSに載せて管理してほしいという要

求や，ネ ットワークに対応していないためその存

在を知らなかったという不満，あるいは使い方が

分からないといった声も耳にする。

3. 1 学生コンサルタントと利用者教育

メディアセンターには， 「CNSコンサルタント」

「MACコンサルタン ト」「AVコンサルタント」

「データベースコンサルタント」という学生コン

サルタントが学期期間中常駐している。「CNSコ

ンサルタント」はメディアセンター棟が完成当初

から SFCのグループワークのコンセプトに沿っ

て 「2年生がl年生に教えることができるし，学

生同士で教え合うことの意味は大きい。」とス

タートしたものだ。この背景には，専任職員の数

が非常に少なく（藤沢地区だけの問題ではないこ

とだが），具体的には500台ものワークステーショ

ンをつないだネッ トワークを管理運用するのに専

任が2名では，業務委託をしているとしても．利

用者サービス．利用者教育にかけられる時間には
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限界があったこと， 24時間キャンパスという方針

のもと開館時間に合わせたサービス運用が望まれ

たこと，そして実際にはこの新しいネットワーク

やUNIXシステムについては専任職員もまだ精

通している訳ではなかったことが挙げられる。

同じ様な状況から次々と学生コンサルタントが

リクルートされていき．一番最近始まったのが

データベースコンサルタントである。データベー

スが最後になったのは，データベースはCNSの上

に載って動くものであり， CNSの基盤整備が最近

ようやく整ってきたということにもなるだろう。

いずれにしても，学生コンサルタントの活用は

恒常的な人材不足を補うとともに，学生同士の情

報交換や，担当する職員との情報交換という形

で，広い意味での情報処理，利用者教育に繋がっ

ていると言って良いであろう。また 「CNSロー

カルガイド」「データベースガイド」，「AVガイ

ド」などのガイドブックは編集に教職員も参加し

ているが，その中心は学生である。これらは生協

で販売されていて，「CNSローカルガイド」など

は教科書としても使われているし，隠れたベスト

セラーとも言われている。このことは SFCで占

める学生の役割の大きさを示していると言って良

いだろう。

3.2 レファレンスサービスと利用者教育

学生コンサルタントの扱う分野のうちデータ

ベースは，従来の図書館で行う利用者教育・レ

ファレンスサービスと重なる部分が多い。2次資

料や，統計のデータベースはもともと紙の形で出

版され図書館で所蔵されてきたものが殆どだから

である。この分野での利用者サービスはどうなっ

ているかを紹介しよう。データベースコンサルタ

ントは月曜日から金曜日の 1時から 9時まで， 2 

階のレファレンスデスクで勤務する。2階のレ

ファレンスセクションには， CD-ROM検索用，

OECD等のフロッピーベースの統計データ検索

用パソコン，大和総研データパンク，日経ニュー

ステレコンの検索端末，証券情報をリアルタイム

で表示する QUICK端末が設置されている。コン

サルタントはこれらの利用に関する質問や， CNS

でアクセスできる各種データベース．解析プログ

ラム等に関する質問を受け付けている。勿論

OPACの使い方の質問も受け付ける。レファレ

ンスデスクに勤務する図書系の職員も，同じサー

ビスを提供することになるのだが，その内容は従

来のレファレンスサービスを超える（あるいは異

質な）ことが多い。データベースコンサルタント

が始まってまだ 1年ほどなので，コンサルタント

の全員，図書系の職員がすべてのデータベース，

端末操作に通じている訳ではない。その場で答え

られないことも多い。せめて「誰に聞いたら良い

か」という答え位は出したいところだが，挙がる

名前は時には学生だったり，研究室であったりと

まだまだノウハウの共有はできていない状態であ

る。また実際にはコンサルテーションよりは利用

の多い CD-ROMの利用の受け付けや， トラブ

ルに対応するが主な仕事となってしまっている。

例えば， CD-ROMの使い方， OECDデータ

の検索の仕方についてのデモを行うとかも必要で

あるが，現在は行われていない。

今後 SFCで使われるデータベースは恐らく 1

次資料といわれるものや，文字情報だけではなく

映像，音響を含めたものが主流になるだろう。統

計・数値データも検索ソフトをバンドルして購入

するのではなく， CNSのサーパ上にデータを置

き， DBMSにより SFC独自のできるだけ統一の

取れた検索ができるように運用されるべきであろ

つ。

更にインターネットを通じてアクセスできる世

界中のデータベースもある。アメリカ証券取引委

員会の企業情報データ EDGARのように有料で

あったデータベースがインターネット上に無料で

提供されるようになったように，データベース検

索のコストが減少し， OCLCの FirstSearchの

ようにインフォメーションベンダーが研究者個人

をターゲットにした情報サービスをインターネッ

トで展開し始め， Gopher, Mosaicといったイン

ターフェースにより， 1次情報へのアクセスがよ

り簡単になっていくと， レファレンスでのオンラ
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イン代行検索の数は減っていくだろう。それとは

逆に今まで触れることのなかったデータベースに

関するコンサルテーションが増加することは充分

考えられる。必要なデータそのものを理解し，そ

してネットワークの最新の情報にアンテナを張っ

ていくことカ人 レファレンスライプラリアンに

とって重要になってし、く。学生コンサルタントと

の連携は例えば，学生をコンサルテーションだけ

ではなくデータベースの開発．検索ソフトの開発

に参加させることで．＋郎、合うことができるだろ

っ。

3.3 授業と利用者教育

藤沢のパースペクティ プ科目に図書館情報学科

の高山先生が教えている 「資料検索法」がある。

学生は 1学期13コマの中で OPAC，書誌 ・索引，

CD-ROMの検索を実習し，いかに自分の必要な

情報を入手し整理するかを学んでいく 。カウン

ターで受講している学生と接していると，図書館

情報学の専門用語が学生に混乱を招いているの

で，理論より，より実践に重点を置いた講義内容

の方が良いのかもしれないと感じることが多い。

またインターネ ットの使い方など，このキャンパ

ス刀環境に合わせた項目も盛り込むことが必要だ

ろう。1994年度からこの授業を藤沢 MCが公式

にパックアップすることが決まっている。教員と

より良い形で連携をとってL、かなくてはならな

し、。

3. 4 SFCでの利用者教育の今後

SFCでの利用者教育のキーワードはやはり，

学生，教職員の共同作業ということになるだろう

かコここでは図書館で使われてきた手法について

何も触れていないが，創設4年目を迎えて安定期

に入ったことを考えると，入手云々 を言っていら

れる状況ではなし＇ o まず藤沢 MCとして実行し

なければならないのは，図書館の使い方について

の利用者教育を充実させることだろう。ツアーや

ガイダンスを新入生レベルよりもっと上級のもの

を企画すること。例えば 「雑誌論文の探し方」と

いったテーマでガイダンスを行うとか，研究会単
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位に呼びかけて彼等の主題のもとにのライブラ

リーインストラクションをfiうといったことであ
る。SFCのガイドブックの中に図書館に関わる

「ライブラリーガイド」というのはない， これを

作ってみるのも良いかもしれない。

次にデータベースなど新しい分野では，学生コ

ンサルタント，研究嘱託を含めて利用者教育のア

ウトラインを作成することも必要である。CNS

のように授業で全員に教えられることではないの

で，これらに興味のある学生に，データベースの

存在を知らせ，藤沢MCのサービスを知らせ，

使い方を教え，自由に使いこなせるように指導す

るといった脚皆を踏んで，サービス，利用教育計

画を考えてL、かなければならない。

次に学生コンサルタントの活用をさらに良いも

のにしていくこと。カウンターに座っているばか

りではなく，ガイダンス等を企画させ学生コンサ

ルタントが直接指導するところまで彼等に任せる

ことも考えられる。データベースのように学生コ

ンサルタントのスキルアップの必要なものは，職

員とある程度同等の研修を実施していく必要があ

るかもしれない。

3番目は授業との連携である。例えば情報処理

教育の授業等で， OPACを取り上げることが可

能であれば，インターネ ットで公開されている他

の図書館 OPACの利用など含めてすべての学生

が早い時期に図書館に触れることにもなり，その

後の利用者教育の展開が楽になるはずだ（多数の

人数が同一データベースに同時にアクセスという

ことは技術的には無理かもしれないが）。

最後に利用者教育の補助ともなる利用ガイドは

できるだけ CNS上に置き，学生がいつでも見ら

れるようにすることを考えなければならない。

Mosaicに繋げれば映像等を取り入れてかなり良

いものができるし，インターネ ットを通じて学

外，海外に情報を提供ができる。またできれば

OPACやCDROMに繋げて，検索行程のサン

プルが動画として見ることができたり， 実際に指

示に従って実習できるようにすると，学生の興味

をひくのではないだろうか。いずれにしても利用
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案内というよりは CAIと呼べるものを作ってい

かなければならないだろう。これは図書館という

枠を離れて， CNS, AVなど SFCの研究・教育

に即したインフォメーションリテラシーとでも呼

べるようなものを習得してもらうことが目的と

なってくるはずである。

4. 終わりに

図書館の利用者教育というと教員がするのか，

図書館員がするのかにこだわる人も多い。教育と

いう言葉には，教える側の資格というか権威のよ

うなものがついてまわるからであろう。SFCで

はこういう議論は意味がなくなっていくだろう。

それよりも私が個人的に危倶するのは，図書館員

が図書館のプロとしてのステイタスをいつまで持

ち続けることができるのだろうかということだ。

「クレムリンにプールがあるか？」 という質問

にベテランのレファレンスライブラリアンはレ

ファレンスツールを使って数時間を費やして答え

を見つけた。ところが同じ質問にまったくの素人

全地区利用案内に関する調査

よし ぎわ あき

吉沢亜季子

(MEDIAN ET編集会議）

1. はじめに

1992年4月より，慶慮義塾大学研究教育情報セ

ンターは計算センタ ーと統合し， メディアセン

ターと組織名称が変わった。また，全塾トータル

ネットワークシステム KOSMOSは全地区で稼

働を開始し，他把区の所蔵や貸出状況は OPAC

で検索可能となった。これに伴い，従来各地区ご

とに作成してきた利用案内の現状を把握し，塾内

で統ーできるものがあれば提案しようという意見

がMEDIANET編集会議の中で起こり， この機

会に各地区にお付る利用案内の比較調査を行うこ

とにした。今後は，計算機についても．組み入れ

が自分のラップト ップの前に座りインターネ ット

を使ってわずか数分で答えを見つけたという逸話

がある。従来の私たちのノウハウを超えたところ

で情報は行き交う時代になってしまった。

日本でも CWIS( Campus-wide Information 

System）のようなネットワークができてくれば，

各大学の個別の情報の他に，利用者教育に必要な

標準的な情報を学生がいつでもアクセスできるよ

うな状態にしておくことも可能なはずで，利用者

教育もネットワークの時代が来ることは間違いな

いだろう。また，もしかするとネットワークの世

界になると，図書館員対利用者という 1対 1（あ

るいは多）のコミュニケーションではなく，ネッ

トワークにアクセスしている，面識のない別の第

三者（教員であるとか．コンビュータの専門家で

あるとは限らなL、）が加わって，それらから発生

する多方向のコミュニケーション（オンプレーン

と呼ばれる）によって情報収集が行われていくの

かもしれなし、。もはや利用者教育という言葉は過

去のものになってしまうのかもしれない。

ていく必要もあり．検討してL、かなければならな

い。ここでは，図書館側の各地区利用案内の現状

をレポートする。

2. 調査方法

MEDIAN ET編集会議のメンバーで，自館で作

成している 「利用案内」を持ち寄り担当者がまと

めた。「利用案内」の性格は，大きく二つに分け

られる。一つは，図書館全体の説明が掲載されて

いるジェネラル版で，もう一つは主題別に作成さ

れているシリーズである。前者は，初めてメディ

アセンターを利用する場合や見学案内に使用し，

後者は個々の詳しい内容を知りたい場合に使用す

る。この二種類の 「利用案内」を，それぞれ比較

調査した。ジェネラル版については，全地区で掲

載項目を統ーできないかという意見があり，表に

まとめてみた（3.1. 3調査表）。向，この調査は，

l的4年4月現在のものである。
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3. 調査結果

3. 1 ジェネラル版

3. 1. 1 サイズ

田変形 20.5×18

日 吉 A4

（フロア案内） 変形 10×21四つ折り

理工学 A4

医 学 A4 A3二つ折り

藤 沢変形 20×21

3. 1.2内容（目次）

三回

1.図書館利用案内シリーズ一覧

2.利用上の注意

3. ジェネラルガイド

1) 開閉館情報

2) 貸出・冊数と期間・返却・

延滞・継続・ 予約

3）その他

4. フロアガ「イド

5.資料の探し方（図書・雑誌）

6.その他のサービス

7. 索引

3. 1.3 調査表

I. はじめに

2. 利用上のit.(;'.(
3, 開閉館情制

4. 貸Lil・泡まII・延討I；・縦絞・ 予約
5. 彼写
6. レファレンス
7. その他サービス （／ilij符 ・ ru~;rrry: )

8. 冊数と則Jill
9. フロア案内
10. 資料の傑しβ （図湾・総誌）
11. 資料のl!fil(j
12. 配也.I.!所
13. データベース・サービス
14 オリエンテーション
15. 附人希望
16. 他メディアセンターの利!ti
17. 学外凶mの利Ill（間五貸1:n
18. 索引

19 日本十進分釘Iぷ
20.利Jell券
21. 利則案内シリーズ一覧
22. 外来

日吉（フロア案内）

1.開閉館情報
2. フロア案内
3. 日本十進分類表
4.利用上の注意

日吉

1.開閉館情報
2.利用券
3. 資料の種類と利用方法
4.利用できるサービス

1) 貸出・返却・更新・予約
2）複写サービス
3) レファレンス・サービス

4) その他のサービス

5.資料の探し方 （図書・雑誌）

6.利用上の注意

7.索引
＆利用案内シリーズ一覧

理工学

1.開閉館情報
2. フロア案内
3. 資料の種類と配置場所

4.貸出期間と方法・貸出・返却・

継続・予約

5.複写
6. レファレンスサービス
7.外来
8.利用上の注意

三 回 日吉（フロア）。。 。。 。。 。。 。。。。。 。。 。。 。。 。。。。。。 。。。

日 吉

。。。。。。。。。。。
。。
。
。。

23. CNS （キャンバスネットワークシステム）
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医学

1.開閉館情報

2.貸出

3.資料の探し方（図書 ・雑誌・

AV) 

4.返却・延滞・予約・継続

5.複写サービス

6.その他のサービス

7. フロア案内 （別紙）

湘南藤沢

1. はじめに

2.開閉館情報

3. メディアセンターへの聞い合

わせメディアセンターからのお

知らせ

4.利用上の注意

5. その他

6. フロア案内 （別紙）

7.貸出期間と冊数・貸出・返却・

継続

8.資料の探し方 （図書・雑誌）

と配置場所

9. レファレンスサービス

10. CNS （キャン，｛スネッ トフー

クシステム）

理工学 医学 湖南藤沢

。。 。。 。 。。 。 。。。 。。 。。 。。 。 。。。 。。 。

。

。 。
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3.2 シリーズ

三 回
(I 慶慮義豊島図符館・新館利用ガイド）

1-2 フロ77・，プ

2 資料の傑しプi
-1 図書篇

-2 雑誌編

-3 OPAC筒

3 NDC日本十進分知法 （8 J坂）

4 配置記号と配凶場所

5 KUL GUIDE 3ERIES 

-1 GENERAL GじlDE 

-2 FLOOR PLA!¥ FOH :S:EW llじlLDING 

-3 NDC(Nippon Dccimul Cla問』fication)

-4 LOCATIO!'¥ :v!AHKS A:-,.;o LOCATIO災 OF THE 

BOOKS 

6 利用時間一覧表

7 ヘボン式ロー7字表

8 ［欠番］

9 慶慮義登図型unc旧釦n手，mi案内
10 レファレンス・サービス

11 雑誌、室

-1 資料の配置編

-2 資料の利用編

12 総合資料室

13 セミナ一室

14 キューピクJレ
15 図書館・情報学資料室

16 学外の図書館を干！JnJするには
17 選書ガイド［教此nn
18 AVブース

19 通教生のための閣待町平，imガイド
ーl 図智貸出について
-2 31:期スクーリング
-3 地方在住学生の悶t¥fl!U平！JJlJについて
20 図書購入のご家内［数日)IJ]

ーl 見百十・注文

-2 特別図容・補助金

-3 選奮の資料・寄1m本の受入
21 ウォークマンによるオリエンテーション （現在使用せず）

22 データベース・サービス
-1 三回

-2 塾内

23 度目E義塾大学内Ill地l又関書館（メディアセンター）
24 カード目録に収録されない狗料

日 吉

( I 慶臆義塾日吉岡111on平ljllJMAP) 
(2 学部生のための鹿＠Li量動日i''i凶.'fO'ii利用ガイド）
3 HIYOSlll LIBRAHY (E'.¥GLISII GじIOE:) 

4 AVコーナー

5 AVホール

6 目録の利用法（士一ド.IJUY.体編）
7 逐次刊行物（維誌）の利用について

8 ヘボン式ローマ学

9 レファレンス・サービス

10 図書館相互利HJについて
II パソコンを利Jllしたt,'IW検－ぷサービス
12 豊島内図脅ti:!で利flJできる川知検’来サービス
13 教職員のための日，！；関山町！利月j当日内
14 キューピク Jレ

15 大学院生のための4隣研究省)IJ7ロア利則案内

16 通信教育部学生のための図書館利用案内

17 図書館活用セミナー

18 目録の利用法（OPAC編）

理工学

I 文献の探し方 lー図曾・雑誌・会議録等

2 文献の探し方 2 二次資料・オンライン検索

3 理工学メディアセンタ一所蔵主要抄録誌・索引誌

ーl 科学技術一般

-2 工学 ・機械・航空宇宙工学

3 化学・金属

4 物理・電気・電気工学・原子力・エネルギー

-5 コンピュータ・システム経営工学 ・数学 ・その他

-,; 医学 ・生物学・心理学

4 OPACの手引き

5 困ったときのQ&A検索語入力画面での注意

6 図書の探しかた

7 オンライン情報検索

9 文献彼写サービスのご利用にあたって（学外一般者用）

医学

なし

4. おわりに

調査結果から，一部は協力して作成しているも

のの，各地区固有に 「利用案内」を制作している

ことが分る。今後の検討事項として提案したいの

は， OPAC等の地区共通で使用しているものは

共有し，各地区固有の内容は特徴を出すというこ

とである。一定のガイドラインに沿ったジェネラ

ル版を考える必要もあるかもしれない。そうする

ことにより，「利用案内」の内容も豊富になり，

その上，担当者の手聞を省くこともできる。これ

については，現在，三田の利用案内シリーズ No.

22-2データベース・サービス「塾内図書館で利用

できる情報検索サービス」で，日吉へデータ更新

を報告し， FDを借りて三団地区用に作成してい

るという例もある。全塾トータル・ネットワーク・

システムが稼働した今，「利用案内」も従来のま

まではなく，地区の枠を越えることが望まれる。

また，計算センターと統合されたことで，図書館

の資料のみならず，湘南藤沢メディアセンターの

ように CNSのガイドを作成することも検討して

いくべきであろう。この調査を基に，一層図書館

を活用してもらえるような，利用者にとって役に

立つ「利用案内」ができればよいと願っている。
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三国情報センタ一時代のコレクション

一一資料再発見一一

もり ぞの しげる

森園 繁

（三回メディアセンタ一事務長代理）

別個の活動を行って来た慶応義塾図書館と研究

室が，一つの組織に合体したのが昭和45年（1970)

4月。“三田情報センター”の誕生である。「慶

慮義塾図書館史」に伊東弥之助氏が記すように

「図書館は建物と蔵書と館長と副館長と，その招

集による図書選定委員会のみを残して消滅した」

のである。以来二十三年． 平成5年4月にその三

田情報センターは，“三田メディアセンター”に

改組。理念的にはマルチ・メディアを駆使した情

報改革に耐えられる組織への体制作りであり，慣

れ親しんだ“三田情報センター”の名称、とも別

れた。

「三田情報センタ一時代には……」ーーと言っ

ても僅か一年前迄のことであるが，いわゆるコレ

クションものを随分と受入れた，又稀観害も数多

く受入れた。その中の或るものは 「三田評論」

「塾」また 「三色旗」などに紹介されたが， 三誌

とも図書を主としており，コレクションものが対

象にされる機会は存外少なし、。そこで， 三田情報

センタ一時代を振り返って．収書よりその活動を

書き留めて置くのも意義あると思われる。編集子

より与えられた 「資料再発見」の語感には距離が

近すぎる懸念も拭えないが，諸記録が手元にある

ものもあり，今の内に概観して置きたい。

この二十三年間に受け入れたコレクション・文

庫と思われる資料はどれくらいに上るであろう

か。気が付いたものを一覧表にすると，別表の加

くであるが，その中のいくつかにつき若干の説明

を致したし、。何かの折りのご参考にしていただけ

ればと思う。

なお，本稿では図書館受入れの図書のみを対象

とし，雑誌資料は除いた。非図書資料も数点の例

外を残し他は除いた。また学部受入れ資料も全て

除いた。

女RILKECollection 

ライナー・マリア・リルケ RainerMaria Rilke 

(1875-1926）は，現代ドイ ツの作家では最も馴染

み深い詩人である。この詩人に関するコレクショ

ンとしては， ハーバード大学ホ一トン・ライブラ

リー HoughtonLibrary所蔵の“RilkeCollec-

tion，，が名高く， コレクションの蒐集家数学者

ミーゼス Richardvon Mises多年の努力の結果

は“Katalogder Rilke-Sammlung (1966）” と

して全貌が公刊されている。義塾購入のものは，

さるリルケ愛好家がミーゼス・コレクションの再

現を目指して蒐集したものである。遺憾ながら規

模においてミーゼス （1,757タイトル）に及ばな

いが， 今日望みうる最高のコレクションであり，

詩人の散文・韻文・日記・書簡などの各初版本，

欧米研究者の論文，同時代の詩人への回想など

740余点の資料よりなる。薄くて可愛い本達が，

櫛比宜しく勢揃いしている姿は研究者にはまた感

銘一入であろう。

「科学的に編纂された“全集”を通して言わ

ば学術的にしかあたえられてこなかった作品が，

こんなにもここでは息づいているものかと，改め

てコレクションの有難味を知るJとは推薦者塚越
教授 （当時）の喜びである。

閑話．後日平成2-3年に 「リルケ全集」全10

巻が刊行されたが，このコレクションの諸書が底

本として用いられ，配本の度に各巻頭を本コレク

ションからの珍しい写真で飾ることとなった。

昭和53年頃から暫く，洋書コレクションの購入

を進めた時期があった。戦中戦後図書予算不足の

ため購入できなかった当時の図書が多く，これら

コレクションを受け入れて蔵書の査みを補正でき

た。「ワイマール共和国」「第一次世界大戦」

「GermanAustria Coalition」「アメリカ政治史」

「18-20thCentury American LiteratureCriticismJ 
「ドイツ帝国郵政省旧蔵書」 その他諸々で．一度

に数百から千冊単位の図書を受け入れるので．整

理作業への負担が著しかった苦い思いでがある。

昭和57年三田山上に70年振りに図書館が建設さ

れ，慶慮義塾図書館 （新館）が開館した。今まで
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の赤レンガの方は，慶慮義塾図書館（本館）と名

付けられ，図書収容能力は両館合わせ200万冊，

今後二十年は資料増加に耐えられると予測され

た。竣工と前後して大口コレクションの受入れが

相次いだので，ここに一括して記しておこう。

＊幻の藤山文庫

財界人として，政治家としての藤山愛一郎氏の

活躍は良く知られているが，その藤山氏が政財界

人には希有の愛書家でいらしたのは余り識られて

いない事実であった。

昭和56年春藤山氏から蔵書 「藤山現代中国文

庫」一万余冊を三田情報センターに寄贈致したい

旨お申し出があった。義塾は早速そのご好意をお

受けし受入れ準備を進めた。その年の秋に第一回

受納分「長沙大公報」その他を搬入したが，以後

は数回に分け翌57年2月下旬以降再開で両者了解

した。これは，当時新館建設中の為，新館に移転

後の受入を計画したのであった。無事新館に移り

終り仕事の第一日目が昭和57年2月8日。

しかし，その閉じ日の早暁ホテルニュージャパ

ン火災の大惨事と共に 「藤山現代中国文庫」は烏

有に帰したのであった。藤山氏は当時同ホテルに

事務所を構えておられ，同文庫も事務所の隣に配

架されていたが，出火フロアーと同じ階であった

ため，全ての蔵舎は一夜にして灰塵に帰したので

ある。ホテルニュージャパンで書物に固まれて満

面笑みの藤山氏と．事件後仮事務所での傷心の藤

山氏と，お見舞し、に伺っても慰めの言葉に詰っ

fこ。

藤山氏が逝かれたのは，それから3年後であっ

た。有為転変，人生の甘酸を祇め尽くした氏が，

後世に遺したかったものは 「藤山現代中国文庫」

であった。世人に憶えられることはなかったが，

この文庫こそ 「私の人生をかけた活動Jとの氏の
言葉は誇張ではなかったのである。

食高橋文庫

高橋誠一郎先生（明治17年一昭和57年）に就い

ては改めて述べるまでもなし、。筆者の学生時代に

も三田で良く講演をされていた。記憶にあるの

は，小泉信三元塾長への追悼演説や浮世絵の話で

ある。長身痩躯，言語明断，一語をも疏かにしな

い話振りであった。

先生の西洋経済史研究の業績は学界周知のこと

であった。また浮世絵の蒐集も趣味の領域を遠く

越え，世間には高橋浮世絵コレクションとして余

りにも有名であった。先生が逝かれたのが昭和57

年2月，享年九十七歳の長寿を全うされた。図

書・浮世絵共に義塾への受入れのお望みがあり，

早速その下見に大破王城山荘にご遺族を訪問。母

屋から書斎への渡り廊下にさしかかると， 「ここ

から先は家人でも入れて貰えなかったのですよ」

とのお話を伺いながら，趣味は 「西洋古書漁り」

の結実たる書斎を拝見。稀観書の運搬には業者に

特別の注意をお願いしたのを覚えている。

浮世絵は過去10年間様々な形で公開されてい

る。北斎 「富獄三十六景神奈川沖波裏」の海の脅

さに眼底を洗われる感銘を受けた方も多いのでは

なかろうか。これは極く一例で，いずれの版も刷

りの見事さは百年の時間差を超越しているが如く

新鮮である。作品リストも平成6年春に「高橋誠

一郎浮世絵コレクション」として公刊， 1,400余

点の全貌が明らかとなった。

図書は洋1,162点．和2,102点。就中洋書の経

済学史古書は，“ACompendious or briefe exa-

mination of certayne ordinary complaints. 

「種々 なる人々の有する目下の不平の簡単な検討」

(1581年）を筆頭に斯界垂誕の貴重書を含む。幸

いコレクションの内容は 「高橋誠一郎旧蔵古版西

洋経済書展目録」（平成6年）により知り得る。

先生の著書に， 「重商主義経済学説研究J（昭和

7年）「古版西洋経済害解題」（昭和18年）などを

半世紀を経て復刻した 「高橋誠一郎経済学史著作

集」全4巻が昨年刊行された。浮世絵では 「浮世

絵と経済学」（1961）， 「浮世絵随想」（1966），「江

戸の浮世絵師」（1964），その他の書に「春日随

想J(1973）， 「回想九十年」（1973）， 「福沢諭吉」

(1979）等々多数。

昭和21年4月から22年1月まで小泉塾長を補佐

して塾長代理。昭和22年第 l次吉田内閣文部大

臣。日本学士院会員。昭和54年11月文化勲章。日

本芸術委員長始め要職多数。大学名誉博士。
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女松本文庫

松本信広先生（明治30年一昭和56年）の講義に

も出席したことがある。民族学の授業であるが，

所調脱線らしき様子は微塵もなかった。図書館

（今の本館）にも十年一日姿の見られない日はな

いと思われる程御自分の書斎であるかの如く良く

利用された。それは退職後も同様であった。

東洋史・民族学・考古学関係洋書2，αm冊弱，
「大越地輿全編」など安南本200冊弱，和本・唐

本類 l，α）（）冊弱などいずれも先生研績の証であ
る。詳細は 「慶慮義塾松本文庫目録」（1叩1）が

発刊されているので内容が窺える。

1928年（昭和 3）“Recherches sur quelques 

th色mesde la mythologie japonaise”（日本神話

の研究）をノfリ大学に提出して文学博士，また周

年パリにて“Lejaponais et Jes langues austro-

asiatiques”（日本語とオーストロアジア語）を

著し日本語と南方諸言語との語集の比較研究を発

表されたのは三十歳の時であり，東アジアへの文

化の研究に生涯倦むことがなった。

著書に「日本神話の研究」「ベトナム民族小史」

「東亜民族文化論孜」「安南語入門」その他。

ソルボンヌ大学文学博士。昭和26年 「福沢先生

に関する新出史料」の研究及び同27年 「千葉県加

茂群における古代独木船出土遺跡」の研究でそれ

ぞれ義塾賞。日本学術会議第6・7期会員。

閑話：御専門からして図書館旧分類歴史部門

(H）の図書を頻繁に利用されが，カウンターで

良く出納手に訊ねられるのであった。「この Hの

付く本は何処にありますか」「すぐそこです。そ

この E（経済部門）の隣です。」一一一つい先日に

も同じ問答が……確かその前にも……明日からも

同二問答が……。先生の如き大学者にして，かく

も簡単な事柄を何故マスターして戴けないのか不

思議であった。

＊前嶋文庫

前嶋信次先生（明治36年一昭和58年）の授業は

真面目一徹であった。筆者が聴講したのは中世中

央アジア某国（国名失念）の政治史であったが，

聞くこと全てが初耳で早々に断念せざるを得な

かった。

戦前より慶慮義塾はアラビア学と縁が深いが，

今またアラビア関係図書4,000冊を受入れ蔵書に

幅を加えた。アラビア語という特殊言語資料もあ

り，整理作業には日時を要するが，いずれ日本の

アラビア学に益するコレクションとなるであろ

っ。
「“アラビアン・ナイト”をアラビア語原典か

ら翻訳して見たいという悲願を胸底に芽ばえさせ

てから早くも数十年を過ごしてしまった」先生

が，人生の最後に待望の 「アラビアン・ナイトJ

全20巻の原典よりの翻訳に尽淳され，無念途中の

14巻で逝去頓挫されたにしても， 長年の夢を大部

分達成されたのはシャーラザードの伽には及ばず

とも，－佳話であろう。

著書に 「東西文化交流の諸相 （全4巻） (1982) 

「アラビア学への道：わが人生のシルク ・ロード」

(1982）「アラビアに魅せられた人びと」（1982)

その他。

昭和33年 「東西交渉史に関する研究」により義

塾賞。文学博士。

食厨川文庫

厨川文夫先生（明治40年一昭和田年）は厨川白

村の長男。英文学者として既に著名。筆者入学時

文学部長の先生は祝辞に 「この場を与えられたの

は誠に光栄」との誠意のある言葉を我々に述べら

れたが，虚辞と思えぬ謙遜さが未だに忘れられな

し、。
先生のコレクションは古代英語，中世英語が中

心である， Beowulf,Chaucer云々 。洋1,800冊

強和400冊。塾の図書館英文学資料は良書を以て

知られているが，厨川文庫を加えて一層厚みを増

すこととなった。諸原稿，ノート類をも含み先生

業績の足跡を観ることが出来る。

著書に 「厨川文夫著作集」全2巻（1981）があ

る。

昭和42年 「『ウォルター・ヒルトン完全に関す

る8章』の校訂並びに言語的 ・書誌的研究」によ

り福沢賞。文学博士。

＊高村文庫

高村象平先生（明治38年一平成元年）は図書館
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長として昭和33-35年の2年強務められた。館員

への就任挨拶は 「一つは勤務時間の励行であり，

他は言いたいことは何でも言え，直接腹蔵なく言

え」というのであった。筆者就職時には既に数年

の隔たりがあったが，その気さくな人柄は館員の

語り箪となっていた。筆者が先生と会話したのは

高村文庫引き取りの全く事務上のことに終始した

が，それでも丁寧な受け答えが印象に残る。

先生は門外漢にもハンザ同盟の権威と知られた

が，世間的には教育課程審議会長として教育界へ

の発言で「ゆとりの必要」を提唱，受験地獄に心

身を消耗する学校教育と家庭に人間性の育成を忠

告，注目を浴ひγこ。

著書に「ドイツ・ハンザの研究」（1959）「西洋

経済史」（1954）「西欧中世都市の研究」全2巻

(1980）「教育への提言：コペルニクス的転換を」

(1981）その他。

昭和35年一40年塾長。昭和郡年「独逸ノ、ンザ研

究に関する諸論文Jにより義塾賞。経済学博士。
日本学士院会員。日本私立大学連盟会長。昭和52

年勲一等端宝章。

閑話 ：毎週手にする「慶慮義塾報」の題字は，

先生が塾長在任中創刊の同誌に揮筆されたもので

ある，と知ると先生の存在が身近になる。

新館開館（昭和57年）前後のコレクション随想

であるが，省みると高橋，松本，厨川，高村各名

誉教授ともかつて図書館長の重責を経験された

か，図書館長候補に指名された方々ばかりであ

る。皆図書館と関係深い先生方ばかりであった。

女横山重氏旧蔵奈良絵本コレクション

昭和50年代に横山重氏旧蔵御伽草子類を数年継

続して購入した時期がある。横山氏は元義塾予科

教授。氏の情熱と私財は挙げて古書蒐集に集中さ

れた。世上流布する諸本より最も信頼するに足る

底本を探索し，それを翻刻して学界に提供するの

に生涯を掛けて終わった。「室町時代物語大成」

全15巻「古浄瑠璃正本集」全9巻などが思いつ

く。

三田情報センターに収められた御伽草子はし、ず

れも氏の鑑識眼を経た，その筋での良書ばかりで

あるが，ここでは素人にも親しみ易い奈良絵本に

ついて触れておきたし、。社寺縁起を描写した絵巻

物が平安時代に盛行，現代に伝わる逸品が知られ

ているが，室町時代に入ると主題も日常庶民の生

活にまで範囲が拡がり，作品の形式も取り扱い易

い和綴本へと替わっていったものもあり，いわゆ

る奈良絵本の誕生である。その名称は地名の奈良

と関係ありを思わしめるが，賛否両説が並行し定

説はない。

金泥銀紙，富者長者の夢舞台を眼前に繰り広げ

る奈良絵本は一度観て忘れ難い印象を残すが，美

術家の評価はどうであろうか。最初期の奈良絵本

が現れる文録・慶長期から江戸時代前期が絵本の

最盛期であり，今は名も無き絵師が現代に残る作

品に精根を注いだ時期であった。技法は絵巻物以

来の伝統的な大和絵の手法であるが，画風が画一

化し絵師の個性が観られない点が惜しまれ「芳し

くなし、」との評価が生まれるのであろう。

物語は一介のあきんどが城主をも凌ぐ富と権力

を掌中にするなど稚拙なものが多いが，庶民の夢

物語を具現して時代の息吹きを伝えるものとして

是また貴重である。

「文正草子」「観音本地」「文殊姫」等々。

大GaskelI Collection 

フィリップ・ギャスケルPhilipGaskellの2，αm
冊になんなんとする蔵書である。Dr.Gaskell は

ケンリッジ大学で長く TrinityCollege Library 

の館長をつとめた現役の書誌学者である。氏の著

作に，書誌学者としては“Anew introduction 

to bibliography”（ 1979），図書館長としては

"Trinity College Library”（1980），文学研究家

として“Fromwriter to reader”等々の労作が

ある。

書誌学，即ち書物そのものを研究の対象とする

学問，そのヨーロッパでの好例がこのコレクショ

ンに求められる。西洋書誌学・印刷史・本文校訂

学・近現代英文学を収めるこのコレクションを利

用して，博士の諸著作が誕生したのであるが，一

連の貴重書から些細な書片まで纏められた蔵書を

再見することにより，西洋書誌学者の研究工房を

目の当たりに観察し得るのである。
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著者から読者に至る過程に加何なる校訂が行わ

れるのかーーを JamesJoyceや TomStoppard 

に就いて調査した諸資料も含まれている。西洋印

刷史・書誌学のオリジナル・マティリアルが厚み

を増しつつある義塾図書館にとり格好の参考資料

群である。

内容は英文学関係500点，書誌学関係831点，

James Joyce collecttion 210点， TomStoppard 

30点なと一

"A"Valery collection 

「岩波西洋人名辞典」で PaulVal岳ry(1871-

1945）を読むと， Valeryは 「常に懐疑と絶望と

を秘めながら，個我の究極的完成を理性と形式と

の調和的な動きの中に求め，また人間精神のあら

ゆる事象を考察の対象とし，西欧文化にーの最高

表現を与えた」とし，作品については 「その詩と

散文とは，明確な用語，厳密な思惟，端正な技

法，堅固な構成によって音楽的 ・建築的な譜和を

作り出している」と讃え，最後に 「第二次大戦中

はパリで抗独運動を支持，節操を保ちつつ終戦直

前に病死」と全体賛美に似た解説で終っている。

一方昭和57年10月14日朝日新聞（夕刊）に 「パ

レリー像崩れる新事実晩年に狂熱の愛書簡で

明るみに」の人目を引く見出しで， Valeryの識

られざる半面を報じている。ヨーロ ッパの知性と

崇められた Valeryが，最晩年（1937-1945）「何

もかも捨ててもよい」と思ったヴォアリ工夫人

Madame Jean Voilierに3日を置かず熱愛の書

簡を送り続け，今回その 「未公開文献の四分の三

はフランス国立図書館やパレリーの生地セートの

市立図書館が落札したが，百三十三編は慶臆大

学Jに収まったと言う記事である。
前出辞典の称賛に溢れた Valery像と秘匿書簡

に刻印された Valery像と， 二つの焦点を持つ楕

円像が現れたのであり，今後は複眼的に研究する

ことにより，真実により近い人間 Valeryが歩み

出て来るのであろうか。

なお，この2年後にもやはり未公開のカイン夫

人 MadameLucienne Julien Cain宛書簡類その

他145点をも受け入れた。MadameV oilierへ日

夜雁の使いを欠かさなかった1937-1945年の同時

期に MadameCainへの心情も徒ならぬものが

あったのであり，詩人の良識は何処に，ととまど

いを憶える方も少なくないのではなかろうか。

閑話： MadameV oilier「一生， Valeryは慎

ましい生活をしていました。印税では食べられな

かったんです。著作権の交渉に Valeryと一緒に

ガリマールに行ったこともあります」（井上輝夫

教授 〔総〕への話）

Madame Cainの言葉はまだ聞いていないコ

以上三田情報センタ一時代二十三年間を振り

返っての，限られた範囲ではあるが取り敢えずの

記録である。筆者が担当責任者として処理したコ

レクションもあり，そうでないものもある。特に

三回以外の地区に勤務していた前後9年間¢事情

は，聞き取りに頼つての記述もあり筆者の記憶違

いを恐れる。また全体に個人的回顧が散見，興を

削がれる向きもお在りかと思われるが，同時代人

の体験談としてお許しいただきたい。

今は夏の真っ盛り。秋を迎えれば図書選定委員

会が再開され．刈入れの時期に入る。良質の図書

が追加され蔵書が豊かになる。或る年月を経て振

り返ると，また筆を取りたくなるかも知れない。
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昭和45年 （1970): 4月三回情報センタ一発足

昭和49年（1974)

高浜虚子氏旧蔵書 500 滑自奇敏郎 「虚子文庫」塾 1979.8

為回朝一朗氏旧蔵書 107 遊部久蔵「故為回朝一朗氏寄贈経済学古典図書につ

いて」三田評論 1975.4

昭和54年度に第2回目寄贈（60冊）

昭和51年 （1976)

横山重氏旧蔵書 奈良絵本等．以後数年継続して購入

松本隆信 「御伽草子の奈良絵本」三回評論 1988.6

昭和53年（1978)

小沢愛園氏旧蔵書 248 人形演劇

第 1次世界大戦 400 

Pascal 153 Blaise Pascal (1623--u2）関係

French Drama l, 011 1700-1830年上演出版の作品集

18th-20th Centu了yAmerican Literature 574 

Criticism 

James Joyce Arcives 63 James Joyce (1882-1941）関係

German-Austria Coalition 1,800 

ワイマール共和国 l,068 Weimarer Republik (1919-33）関係

昭和54年 （1979)

回村魚菜氏旧蔵書 l, 778 平田高里逮「石井泰二郎氏旧蔵“幻の文庫”塾へ

寄贈一田村魚菜文庫として保存一」三回評論 1980.2 

Karl Banse旧蔵書 1. 460 ドイツ経営学

Jan Jurrian Schokking旧蔵書 2.476 政治哲学

17-18世紀英国演劇 249 1733-1799年出版の演劇集

アメリカ政治史 771 

ソ連東欧研究 526 

Deutsche Sozialpolitik 707 ドイツ社会政策 （19世紀後半－20世紀）

昭和55年（1980)

Rainer Maria Rilke 748 塚館敏 「リルケ・コレクション」筆燈 1980.1 

Andrew Lang 99 Lang (1倒4-1912）の諸著作集

中世Manuscripts AD.90D-l, 500 (Latin Paleography and Diplo-

ma tics) 

Haebler Incunabula 5 portfolios 

ローマ法関係古書 15 

中国方宏、叢書 以後分割継続購入
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戸
マテ 内容..tf，；.総司F

Wentworth Eldredge旧蔵書

ドイツ帝国郵政省旧蔵省

Regional Planning 

Business and Industry History 

Corporate State Theories 

中東地域研究

昭和56年 （1981)

18-19世紀英国農業稀領容

ドイツ憲法・行政法・法制l史

Paul Flaskamper旧蔵書

ロシア政治史・歴史

精神分析学

タイトル.. 
合丸

ι
P
匂
b
p岳
山
や
昂
§

l, 190 ｜社会学

3.425 ｜政治・経済・法律が主

326 I ドイ ツの地場開発

685 ｜英国中心

362 ｜協調組合主義国家関係 （初期ナチス等）

579 

50 

657 

1,067 ｜社会統計学

986 I ソ連邦後を含む

115 I Sigmund Freud (1856-1939）を中心に

Economics and History of Transpor- I 523 
tation 

ジャーナリズム

人口問題

昭和57年 （1982): 4月新館開館

高橋誠一郎氏旧蔵書

高村象平氏旧蔵省

山中散生氏旧蔵聖書

島村宏氏旧蔵書

桜田勝徳氏旧蔵書

竹内好氏旧蔵書

Christian-Friedrich Menger旧蔵書

F.K.Mann旧蔵書

Walter Lippens旧蔵書

17-18世紀イギリス社会恩想

Paul Val岳ry

婦人問題

昭和国年（1983)

Paul Valery 

210 

256 

図書和洋 3,000 浮世絵 1,400 本文参照

白井厚「慶応義塾大学の高橋誠一郎文庫について」

図書館雑誌 1984.9

2.000 ｜本文参照

田中淳一 「山中散生コレクション」三回評論 1987.

8/9 （日吉へ移管）

133 ｜斉藤茂吉関係

200 ｜民族・考古学関係手稿類．古書等

3,000 ｜中国文学・文化

1. an I ドイ ツ憲法・行政法

so1 I ドイ ツ金融・財政

715 ｜田中俊郎 「リッペンズ・コレク ション」塾 1984.6

92 I F.Bacon, A.Smith等初版を含む文献集

Madame Voilier宛書簡

立仙順朗 「ジャン・ヴォワリ工夫人ーヴァレリーの

エロスー」ユリイカ 1985.10 

798 

145 I Madame Cain宛書簡
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テーマ， l自a・.
松本信広氏旧蔵．

厨川文夫氏旧蔵奮

British Thought in 18th Century 

Fritz Neumark旧蔵書

Thomas Hearne 

昭和田年 （1984)

Helmut Schelsky旧蔵書

遠山一行氏旧蔵

Socialism in Austria 

昭和60年 （1985)

Paul Val岳ry

Heinrich Rittershausen旧蔵書

前嶋信次氏旧蔵書

飯田善国・西脇順三郎クロマトポエイマ

昭和61年 （1986)

n
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e
 
T
 
Au 
au r
 

’’a
 
l
 
A
 

Illuminated Manuscript on Vellum. 

Paul Valery 

Bibliotheca Jesuitica 

History of Logic, 17似ト1950

文淵閣四庫全書

昭和62年 （1987)

Philip Gaskell旧蔵書

小津家襲蔵古筆切

Cistercians. Statutes of 1256-7 

Methodist 

昭和田年 (1988)

Paul Valery 

小津家襲蔵名家短冊類

William Morris 

タイトル彼等 内容 •tt ・ 2憲司事

本文参照

本文参照

75 1同世紀出版のオリ ジナル文献集

749 I ドイ ツ財政学

37 I Hearne (1678-1735）の諸著作集

2. 135 ｜社会学

17. 193 ｜（書籍・楽譜） 7,254 （レコード）

中野博司 「慶聴事盤整図・館遠山音楽文庫」 KULIC

1985. 11 

2ao I 19世紀後半から1950年までが対象

等本版
学

初

済
り

経

照

入

ツ

参

辞

イ

文

献

ド

本

内

t

n

t

’A
n

B

 

F
O
 

18 

1. 200 ｜高宮利行 「ピーター・ホール旧蔵テニスン・コレク

ション」塾 1986.8 Tennyson (1809-92) 

103 I 1465-86年

175 I Madame Voilie宛書簡

86 I スペイ ン・アメリカのイエズス会

248 

1,500 

1. 740 ｜西洋書誌学本文参照

平沢五郎「小津家襲蔵古筆切コレク ション」三回評

論 1987.10 

76 I on vellum.シトー修道院規則

222 ｜産業革命の精神構造としての

5 ｜曾簡

2 I 196枚

242 ｜横山千晶 「ウィリアム・モリスコレク ション一日常

の美の創造一」三回評論 1989.6
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テーマ，＇＇I日...
9イト｝レ－・ 内容..考・ 2志等

ドイツ三月革命（1848）資料集 572 

History of Development of Writing 30 ｜書法材料・用具等

9 I Trista Tzara (1896-1963）関係

7 I 278 leaves 1490-1500年

Surrealism 

Neo-Latin Verse and its Composition 

平成元年（1989)

，｛ーソナlレ・ヒストリー・コーナ 清水龍釜他 「パーソナル・ヒストリー」三田評論

1989. 10 

44 ｜高草木光一「1840年代のフランス社会主義」三田評

論1989.11 

100 I 日本・牛国の古代金石の拓本

Livres et brochures socialiste fran号ais

保坂三郎氏旧蔵

平成2年 （1990)

Leibniz, Gottfried Wilhelm 67 ｜石黒ひで 「ライプニッツ ・コ レク ションJ三田評論
1992. 10 Leiniz (1臼6-1716)

277 ｜中国伝統芸能音楽

11 

波多野太郎氏旧蔵SPレコード

18・19世紀ドイツ諸邦の刑法典関連資料

平成3年（1991)

Saxony from 1600 to 1900 

Alfred Tennyson 

Victor Hugo 

so I ドイ ツザクセン公国立法資料

79 I 自筆原稿5点を含む

1. 128 1小潟昭夫 「ヴィクトル・ユゴーと19世紀コレク ショ

ン」三回評論 1992.2 Hugo (1802-85) 

平成5年 （1993): 4月三田メディアセンタ一発足

f一一一一一一一一一一一（展覧会）一一一一一一一一一一寸

｜平成5年10月6日～附悶 平成5年11月間～同20日 ｜ 

i 「デューラ一時代の書物一人文主義者と印刷 「高橋誠一郎旧蔵古版製造経済書展一『ユー｜

i 工房」展 トピア』から 『国富論』 まで」 i 

l. 於慶慮義塾図書館（旧館）1階展示室 於丸善・日本橋店4階ギャラリー 」

同
山



三田メディアセンタ一所蔵

児童コレクションについて

わた 屯べ しげ 釘

渡辺茂男

（児童文学者・元文学部教授）

1. はじめに

現在三田キャンパスの旧図書館書庫二階に保存

されている児童図書コレクションは，文学部図書

館・情報学科の創設に始まり現状に至る変遷に伴

ない，ある意味では，数奇な運命を辿ったともい

えよう。

1951年，アメリカの援助により，わが国におけ

る初めての図書館専門職員養成の大学課程とし

て， JapanLibrary Schoolの名称の下に，文学

部に図書館学科が創設された。

創設当時，学科図書室は，旧館を入ってすぐ左

側の部屋の一部が当てられ．その中二階の一隅に

児童図書が置かれていた。

学科の研究室，専用教室の数次にわたる移動に

より，図書館学全般の蔵書の一部であった児童図

書コレクションは，西校舎の学科図書室，新図書

館の地下，そして，数年前から，創設当初置かれ

た場所からほど遠くない害架に戻ったのである。

現在は，その存在もほとんど知られずに，静かに

眠っている。かつて児童図書館員．司書教諭の専

門教育に十二分の役割を果たし，同時に，日本の

戦後の児童文学の成長と 「子どもの本」の出版に

大きな影響を与えたこのコレクションは，果たし

てその役割を終えたのだろうか。

今回，メディアセンターの依頼により，数名の

協力者とともに，コレクションを数カ月にわたり

丹念に調べてみると，予想したことではあるが，

教材として充分に使用され，その使命を終えたと

見えるこのコレクションの中に，圏内ではここに

しか存在しなし、。そして，アメリカやイギリスの

図書館では， RareBooks （稀観書）として扱わ

れている貴重な初版本や絶版の受賞図書その他が

数多く含まれていることが確認された。学科カリ

キュラムの変化という理由だけで， このコレク

ションが破棄の対象にならなかったことに，安堵

の胸をなでおろしたことはいうまでもない。

2. コレクションの内容

2. 1. 創設時

児童図書館員．司書教諭を目指す学生のための

選択科目として設けられていた 「学校図書館」

「公共図書館児童奉仕」「児童文学とストーリーテ

リング」の教材として準備されたもので，アメリ

カの図書館学校（修士課程）の同種コレクション

を規準として，初代の担当教授ハナ・ハント女史

を中心に選択収集され，開講と同時に利用が可能

であった。

コレクションの範暗には，大きく分けて三つあ

った。（1）幼児からヤングアダルトを対象とした児

童図書の基本的知識を学ばせるための，絵本，幼

年童話，伝承文学，小説，ノンフィクション，知

識の本のジャンルを網羅し，古典から現代に至る

傑出した価値を備えた作品群。（2）選択，批評の実

習に利用するため，これらベストの作品以外に，

ephemeralな（一時的価値しか持たない）図書

群。（3）ストーリーテリングの話材として役立つ昔

話，神話．伝説などのコレクション。以上の三つ

の範晴であった。

開講時は，当然のことながら，学科創設の事情

から， (1)は，若干の定評あるイギリス版を加え

て，アメリカで出版されたものを中心とし，その

中に， ドイツ，フランス，北欧などの古典の英訳

が含まれていた。

(1）の範鴫に入る作品群は，イギリス，アメリカ

の児童文学の黄金時代を色濃く映す象徴的なもの

で加世紀初頭から1950年（図書館学科創設が1951

年）に至る時期をカバーしていた。

その頃日本では，ほとんど知られていなかった

名作の数々に触れることのできた学生は幸せだっ

たが，関心のない学生には， 「猫に小判」であっ

たかもしれない。アメリカで読みつがれ，増刷を

重ねた図書館用の特装版で， 1930年代以降1950年

までに出版された図書は，初版で収集されてい

た。アメリカで年間の最優秀作品に与えられる

ニューベリー賞（小説），コールデコ ット賞（絵

本）の受賞作は，初版が複数コピーで購入されて
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いるものもあった。

この初期コレクションの中に，絵本では，例え

ば， Caldecottや， Newberyの代表作はもとよ

り， LeslieBrooke “RING O’ROSES”（ 1922), 

C.B.Falls “ABC BOOK”（ 1923), Wanda Gag 

“MILLIONS OF CATS”（1928), Marjorie Flack/ 

Kurt Wiese“THE STORY ABOUT PING”（1939) 

を初めとし，『かもさんおとおり』『ちびくろさん

ぽ』『シナの5にんきょうだL、』『もりのなか』の

原書や， ドクター・スースの講義のあとで頂いた

サイン入り本など，後年日本語訳で出版され，日

本の幼い子ども達の愛読書となる名作が．数多く

含まれていた。

文学では，『トム・ソーヤーの冒険』『ハックル

ベリー・フィンの冒険』『若草物語』の原作はも

ちろん， WillJames “SMOKY”（1926), James 

Fenimore Cooper/N.C.Wyeth“DEERSLAYER” 

(1929), Elizabeth Coatsworth“THE CAT WHO 

WENT TO HEAVEN”（1930），など幻の名作と

L、われる作品をはじめ，後年，やはり翻訳を通し

て，日本の読者に愛読され，大きな刺激を与えた

名著の数々が含まれていた。

アメリカの「子どもの本」黄金時代は，一般に

1930年から1960年初頭までといわれるが，上記の

書名は，この時代の先駆となったものの若干例を

挙げたにすぎない。そして，これらに続いて世に

出た同時代を象徴する名著が，初期の児童図書コ

レクションの中核をなしていた。

コレクションに含まれる，当時の日本の児童図

書は，一部の篤志家の寄贈によるもので，特に見

るべきものは少なかった。戦後の一時期，非常に

貧しい状況下で出版された粗末な造本の古典の再

版もの，翻訳本などだった。ただ一つ歴史的価値

があるものとすれば，占領下， GHQの指導下

で，若干の絵本や童話が翻訳され，現在では存在

しない，ほとんど無名の出版社から出版された

が，それらの例が，数点保存されている。戦後の

わが国における児童図書出版の事始めかもしれな

い。この中に，後年，訳者，出版社とも更新さ

れ．現在まで読みつがれる作品となったものも数

点ある。

2. 2. コレクションの継承と発展

開講時のコレクションは，その後六年間，ハ

ナ・ハント教授， ジョージア・シーロフ教授，

メーベル・ターナー教授により，教材としてのコ

レクションの充実発展が継続され，核となる優れ

た作品は，アメリカの書評メディアを参考とし

て，購入が続けられて充実し， ephemeralな図書

は，寄贈や破棄により，必要一定数のものだけが

教材用として流動的に配架されていた。この時点

までは，コレクションに存在するタイトルの日本

語訳は，アメリカの教員には，翻訳のレベjレを判

断する根拠がなかったので，積極的には，コレク

ションに加えられなかった。

1957年に，アメリカ留学を終えた渡辺茂男が，

児童に関連する諸科目を専任で担当することにな

り，児童図書コレクションの選択の責任を与えら

れた。当人は，ウエスタン・リザーブ大学の修士

課程で，児童図書館と児童文学を重点的に研究し

たばかりでなく．ニューヨーク公共図書館で専任

の児童図書館員として，サービスと図書選択を二

年間にわたり実際に経験したことが大きな助けと

なった。

渡辺は，これまでの選択基準に従い，前記三つ

の範鴫のコレクションを維持継続すると同時に．

古典，創作を問わず，日本の作家によるすぐれた

作品の例．既存の原書の信頼できる訳書を．購入

または積極的な寄贈依頼により収集につとめた。

また外国の関係機関，出版関係者とも交流につと

め， ミュンへンの国際児童図書館，国際児童図書

評議会，フランス国立児童図書館，などを通し，

ドイツ，フランスの受賞児童図書，アンデルセン

賞関連作品などもコレクションの一部に加えた。

1950年代後半から1970年代後半にかけ，欧米で

は，すぐれた児童文学作家が輩出し．それらの代

表作をコレクションに収めることで，コレクショ

ンのレベルが維持された。特に英語圏の Calde-

cott賞（絵本，アメリカ）， Newbery賞（文学，

アメリカ）， Greenaway賞（絵本，イギリス），

Carnegie賞（文学，イギリス）の受賞作，候補

作，日本語初訳などが，それらに該当する。ま

た，同年代に圏内の児童図書出版が質量共に発展

してきたので，コレクションの中の日本語部分を
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補強することができた。

その後， 1970年代に始まる，学科のカリキュラ

ムの変更と1975年渡辺の辞任により，児童図書コ

レクションの選択が，短期交代の非常勤講師と．

図書館事務職員に任されたため，初期のコレク

ションのレベルと範鴫が保たれたとは言い難い。

2. 3. 寄贈書

コレクションの蔵書印を点検してみると，数種

類の蔵書印のあることに気づく。これは，学科自

体の名称、の推移が，そこに示されていると同時

に，コレクションの中に数種類の寄贈書が含まれ

ていることを示している。

蔵書印の変遷は， Propertyof KEIO GIJUKU 

LIBRARY: JAPAN LIBRARY SCHOOL COL-

LECTIONに始まり慶慮義塾大学文学部図書館科

図書室・慶慮義塾図書館となっている。SCAP

CIE INFORMATION CENTER, TOKYO. 

AMERICAN CULTURAL CENTERとアメリカ

文化センター TOKYOの蔵書印の押されたもの

もある。これらは，実習用に受け入れたものだ

が，今では，手に入らない貴重なタイトルも含ま

れている。

その他シーロフ教授の勤務先のウエスト・シア

トル・ハイスクールよりの寄贈書，近年閉館され

たオレゴン州立図書館からの寄贈書などもある。

特筆すべきは， Rich Memorial Collectionで

ある。清岡瑛一先生のご友人だったリッチご夫妻

の戦死したご子息の子ども時代の愛読書を，そっ

くり寄贈されたもので， 1953年11月5日に，図書

館記念室で，盛大な寄贈式が行なわれた。リッチ

家の家庭教育が偲ばれるコレクションで，珍しい

古典や ElizabethCoatsworthの作品が，数多く

含まれている。ご家族とご親交があったのだろう

か。

3. コレクションの果した役割と今後

3. 1. これまで果した役割

以上に要約したようにコレクションは，専門的

な見識をもった関係者によって選択された今世紀

前半のアメリカ及びイギリスの 「子どもの本」の

エッセンスである。

このコレクションは，講義を通じ，またコレク

ション自体の価値により，圏内の学校図書館，児

童図書館などの蔵書構成の規範になった。

また著名な作家，翻訳者また編集者が授業を聴

講し，新しい子どもの本の出版に関して具体的に

アメリカ人教授の指導助言をうけるなど，戦後の

児童図書出版に大きな影響を与えた。

いうまでもないことだが，卒業生のなかからす

ぐれた児童図書館員，司書教諭ばかりでなく，

「子どもの本」の作家，翻訳家，研究者が育ち，

このコレクションは，それぞれの立場で，そし

て，いろいろな意味で生き続けているのである。

3. 2. 今後への提案

このようなコレクションを今後どうすべきなの

だろうか。

理想的には，慶慮義塾大学の教育及ひ研究と連

動させて，二度と蒐集することのできない貴重な

コレクションを維持発展させることである。

その理想を具体化させるためには，文学部の専

門分野のそれぞれの視点から，このコレクション

を見ていただきたL、。外国文学はもちろん，国文

学，教育学，おそらく美学の視点からも興味ある

発見があることと思う。

内容的には， 1970年代までのコレクションの質

を現在の時点まで継続発展させなければならな

い。そのためには，この分野の専門研究者の助言

が必要である。質を帝酎寺するためには， ephemeral

な図書は破棄するほうがいし、かもしれない。

それにしても，国際的にも圏内的にも 「子ども

の本」の研究が重要視されている現在，このコレ

クションの利用が活性化される研究が，慶磨、義塾

で再開されないものだろうか。

編集部注．蔵書の配置換えに伴い，平成6年現在，

このコレク ションは！日図書館一階に保存されている。
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My Encounter with 
the Children’s Book Collection 

山口マリアンヌ

（文学部講師）

In February 1993, I left my home in Aus甘alia

to join my husband who had returned to Japan to 

accept出eFujita Chair of Management in the 

Graduate Faculty of Business and Commerce at 

Keio University. Shortly before白estart of出e

new academic year, I was very pleased to accept 

an offer to teach on白eMita Campus within the 

Eigo Dainibu Division in the Faculty of Arts. 

While I was 台関 todetermine the structure and 

coursework of my classes it was emphasized 

that the course was designed to give the students 

an opportunity to communicate in English with 

a native s戸aker.

I have been professionally involved as a book 

designer and illustrator of children’s books since 

円60.Drawing on this experien四 Ibegan to see 

our class as a kind of forum where we could read 

and discuss toge出era selection of children’s 

picture books.τbe texts of these books contain 

a variety of vigorous and literate writing styles 

that would be accessible to all my students 

regardless of th巴kprevious experience in speak-

ing English. Heartened by these ideas, I next had 

to solve the problem of finding the books I had 

in mind. 

That same week I went to see Toshiko Hirota, 

a reference librarian for the Keio University 

Library. When I told her my plan for the coming 

year, to my surprise she asked me if I knew 

about a collection of children’s books m出eOld 
Library. Then, without釦 yfurther delay, she 

very kindly led me to where the collection was 

housed; it was a mysterious route. 

First, we had to tunnel our way through the 

scaffolding erected during the constn』ctionof 

the new North Building to the normally obscure 

entrance into the Old Library. Then upstairs to 

the出irdfloor, through an el民troni伺 llymoni-

tored sliding door, and down s悦 piron stairs 

again to the s民ondfloor where in a dusky mαn 

off to th氾leftshe showed me a whole wall of 

wonderful old children’s凶oks,and in the mid-

dle section were rows of出every picture加oks

I had 加pedto introdu切 tomy class. I can still 

clearly recall the mixture of pleasure and aston-

ishrnent I felt in encountering this collection fur 

白efirst time. 

’There was no time on that occasion to examine 

this newly found treasure more closely, but I 

returned白enext day in old clothes and reading 

glasses to ins戸cteach dusty加okand record 

it’s title and author, toge出erwith the call num-

ber, which was a combination of 官 andanother 

letter of the alphabet, beginning with ・A'.I 
remember that as I scanned the shelves trying to 

decide山崎bestway to appr，倒chthe job曲目d,I

noticed several books jutting out in rather a jum-

ble on the bottom shelf. When I bent down to 

align them with the other books I found the 

cause of the muddle was a small book wedged in 

behind them, askew with the wall. I pulled it out; 

A Hole is to Dif! by Ruth Kraus with pictures by 

Maurice Sendack. Could it be true! Scuffed佃 d

dog-eared it reminded me of my own worn copy 

which a special合iendhad sent to our family 

years ago. I checked the back card pocket and 

found the last加rrower,January 1973. The加ok

was a harbinger of the diぉoveriesahead: 

Bemelman’s Madeline, deBrunhoff's Babar, 

and Francoise’s Jeanne Marie; Pel/e's New Si:it 

(Beskow 1929), Make Way for Ducklings 

(McCloskey 1941), The Little Island 

(McDonald /Weisgard 1946), Crow Boy (Yash-

irna 1955), Where the Wild Things Are (Sendak 

1963), Moon Man (Ungerer 1966), The Biggest 

House in the p拘rid (Lionni 1966), Why Mos-

quitoes Buzz in People’s Ears (Aardema/Dillon 

1975) and The Bu11yip of Berkeley's Creek ev,lag-

ner/ Brooks 1977); and books of p佃町 and
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Mother Goose. 

As I gradually made my way出rougheach pie-

ture book I began to feel出ehistory of the Japan 

Library School Collection through the inscrip-

tions and photos that annotated so many of the 

copies, invariably linked with the signature of 

Shigeo Watanabe. For example, one photo 

recorded the visit of Dr.τbeodor Seuss Geisel to 

出eJapan Library School; a copy of The King’s 

Stilts凶rea long inscription by the good Dr. 

Seuss, himself; and in many of the books I found 

‘官1eRichard Rich Memorial Library ’加ok-

plate，‘The child is father of the man’， 1953. 
Going over出e加okseachdayw回 alsoa nos-

talgic time for me personally. In the sixties, 

while we were stil: living in New York City, my 

husband and I had the first of our own尚北s

published, The Golden Crane and Two Crabs in 

the Moonlight and the加okdesigner who over-

saw the production was the young asp甘ingart-

ist, Nonny Hogrogian. During that period we 

met other artist and writers included in the Japan 

Library School Collection: Evaline Ness, Jan 

Wahl, Lloyd Alexander, B出 M創世nJr., Ezra 

Jack Keats and Maurice Sendak. All have made 

a distinguished con汀ibutionto the history of 

children’s literature. 

When the academic year began, I encouraged 

my students to set these books in circulation 

again，加 dI listened wi出 satisfactionas白ey

shared their disco、・eryof them for the first山ne.
“As one student wrote in a revi巴W，“w.f.wrong 

font", forty years ago, didn’t think that in the 

future someone would like this book, The Egg 

Tree, and be pleased with it.” 

In addition，出estudents also beg佃 toshare 

many of the wonderful Japanese picture books 

from the collection, telling me in English about 

the legendary folk tales and stories they had 

loved since childhood. 

So slowly we have been revisiting出is

remarkable collection. Remarkable because, 

together with the memorabilia, it includes the 

original editions and first凶 nslationsinto Japa-

nese of some of出巴mostnotable and best loved 

children's books from around the world, and it 

played a significant role in introducing to Japan 

出efirst合uitsof artists and writers working in 

what has become known in the West as the 

“Golden Age of Children's Books・＇；Wanda Gag, 

Marcia Brown, Vir炉問 LeeBurton, Ro凶rt

McCJoskey, Lois Lensky, Robert Lawson, 

Marie Hall Ets, and Monroe Leaf are to mention 

only a few. 

In spring I at last had the plea叩 reof meeting 

Professor Watanabe and hearing his own stories 

a加utthe collection his vision and dedication 

had heヤedto build. I was sta民ledto learn that 

even more books from the collection were 

stored in other sections of the library, and some 

in boxes in preparation for their storage else-

where. In fact, the sad reality was that the whole 

collection is bound for a similar fate w油 space

such a premium and the books considered out-

moded by血etechnological emphasis in con-

temporary university education. 

百 iss関 msto me to be a short sighted and nar-

row view of its relevance. Instead of dismantling 

the Japan Library School Collection or allowing 

it to languish in boxes where it eventually will 

be lost forever, it could be conserved印 d

indexed to provide the basis for establishing釦 d

maintaining a larger updated reference library 

for an International Centre for Children's Books 

on the Mita Campus of Keio. Being easily 

accessible to foreign devotees of children's liter-

ature visiting Tokyo, it would surely serve to 

extend cross cultural exchanges in yet ano出er

area, and eventually, become a forum for semi-

nars and exhibitions of interest to research 

scholar and student alike. The bookplate for this 

new collection might well read，‘百mChild is 

Father and Mother of Humankind' 2000. 
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！ 債務国の豊かな生活と 常に便利だ。夕方晩餐会があるときには，昼間に会 ！ 

議場で使っていた大ホーJレを3時聞かけて10入用の! 債権国の苦しい生活
丸テープルを30程入れ．テーブルクロスをかけ．

8 とし お ちょうど日本の結婚式の披露宴会場風に早変わりす ！ 
i 中木敏夫 る。 I 

大学の国際化のための手段の一環として．光ファ i I カリフォー学ロサンゼルス校 （UCLA) イ吋一信網棚…はー ：
で聞かれた参加者が300人程度の小さな研究会に参 ばず．さらに．日吉や藤沢キャンパスに現有する訪 I 

i 加するため．ロサンゼルス国際空港に昼ごろ著い 問研究員のための施設で満足せず.SUNSET VIL-

！ た。時間には余裕があったので， UCLAまでは市 LAGEのような会議が聞ける総合施設を持つこと I 
i パスで行くことにした。路線図で調べると， UCLA は鵬鱒にとって必要なことだと痛感する。イン i 

行きが何系統も出ていることが分かった。乗客のー フラストラクチャーの完備とソフトウエアーの高度 き

I 番最後に乗ったので，ワンマンパスはすぐに発車し 化には密接な関係があると思う。外国からの研究者

I fこ。料金を聞くと．なんと60セントだと言う。日本 が来やすいような環境を作ることにより．外国との I 
I から持ち込んだ小銭は55セントしかなかったので空 交流が活性化されるのは間違いない。 I 

！ 港で引き出した20ドル札を出すと・ 「お釣りはない。 学生時代にシアトルにある Universityof Wash- I 
他の乗客に両替してもらえ。」 と言うので．近くの ingtonの学生寮に夏休みの間滞在したことがあ

I ブルーカラー風の男に頼むと． 「そのぐらいならや る。広く美しいキャンパス．清潔な学生寮，豊かな

I るよ」といって5セントくれた。米国の失業率は高 食生活に衝撃を受けたものだ。しかし，1978年当時 i 
i くなっているとはいえ，まだまだ経済的．精神的余 は円ドルレートは確か260円くらいだと思うが．米 I 
裕が感じられる。物価もほとんど上がっていないよ 国が豊かな国であるという事実自体にはショックを

i うに思える。レギュラーガソリ ンは1ガロン1.25ド 受けなかったコ米国は世界有数のお金持ちなのだか I 
I ル前後つまり 1リットル33円だ。40分後に UCLA ら当然だ。しかし．今回は違う。いまや米国は世界

i のパスターミナルに着いた。それにしても東京では 有数の債務国であり．日本は世界鰻大の債権国であ i i 6附何ができるだろうか。米国のイ ンフレ懸念が る。世界最大の債権国の我が国の生活になぜ聾かさ ； 
どうこうと言っても，我々とは異なる次元で議論し を感じることができない，あるいは実際に豊かでは ~ 

I ているようにも思える。 ないのであろうか。価格の内外格差の問題自体は特 I 
I 会議の参加者はほとんどが大学キャンパス内の北 に新しくないが，米国の最近の状況を目の当たりに

i 西の角にある SUNSETVILLAGEというゲスト しておおいに考えさせられた。小生は経済学は専門 i 

のための宿泊施設に滞在した。ゲストには磁気カー ではないのでよくわからないが，何かがおかしいと ’ 
！ ドが渡され．宿泊施設のエレベータのスイ ッチ，自 素朴な疑問を抱かざるを得ない。生活に反映されな

！ 分の部屋の鍵はもちろん，朝昼晩の食事券を兼ねて いような対外黒字の数字や．邦銀がいかに莫大な資 I 
I いる。ゲストにはメインキャ ンパスにあるスポーツ 産を所有しているかを発表しても．我々には何の意 I 

ジムの使用が許可されるが．磁気カードはここの入 味があるのだろうか。 ． 

！ 場券も兼ねている。宿泊施設は3階建のレンガ壁面 大学改革が叫ばれて久しいが，歴史的な大学の成 I 
！ で． 白とレンガ色を基調にしたスペイン風の建物で 立過程を見ても．経済的に余裕のある豊かな社会か I 
I あり．建物の内部は日本のシティーホテル並だ。ー ら，知的生産物を生む大学が生まれたのであり， 大

i 般の学生寮と違うのは各室にパス （シャワーでな 学も一般社会の豊かさと密接な関係があると思うo i 
く）， トイレが完備しテ レビがある点だ。SUN- 日本は今すぐに生活コストを下げなければ．日本の ' 

! SET VILLAGEは．宿泊，食事施設のほか， 300 生活を豊かにするためのチャ ンスはこの先そう巡っ I 
I 人程度の会議場，プール．テニスコート． パレボー てこないだろう。それにしても米国は借金をこの先 I 
i 山一トも完備されている。料金は中の上くらいの どうするつもりなのだろうか。 i 

i hテルぐらいだが・内容から考えると割安だし 非 （医学部専任蜘） ' 
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山中資料センターの発足一速報一

しま もと みつ のぷ

島本光信
（メディアネット本部事務長付）

ふる さわ けん いち

古沢賢一

（医学メディアセンタ一課長）

1. 経緯と概要

四半世紀前は 100万冊であった全メディアセン

ターの蔵書が現在は300万冊に増加した。この間

キャンパス内に新図書館を建設したり，書庫を増

設して対処していたが，蔵書数の増加に追いつか

れ各メディアセンターとも所蔵資料を独自のセン

ター内で保管することが，物理的に不可能，ある

いは近々不可能になる状態にある。

この度山梨県山中湖畔に保存書庫棟を建設し，

これを山中資料センターと称し運用することに

なった。

着工：平成5年3月18日

竣工：平成6年4月11日

施設の概要：

鉄筋コンクリート造地上2階建て

延面積 l,320 m' (3開.3坪）

書庫面積 916 m' (277. 5坪）

( 1・2階合計）

空調設備；書庫の冷暖房（除湿・加湿）

書架：

固定書架 5連×単式16台

（内8台は来年度設置）

同 7連×単式16台

機械式手動スタ ックランナー

5連×複式80台（内40台は来年度設置）

同 8連×複式80台

収容同数 ：設計上は511,200冊（ 1段当たり30

冊で算出）運用にあたっては大型本，製本雑

誌など配架資料の形態により段数を調整，実

際の収容冊数はこれを下回る。

複写機 ：G4ファクシミリ複写機l台

業務委託：財団法人国際医学情報センターに委

託し，常時2名の熟練した係員が勤務してい

る。

2. 稼働準備と運用

建物の乾燥状況をみて，平成6年7月中旬から

下旬にかけて三田キャンパスの図書約10万冊と医

学部キャンパスの1969年以前の製本雑誌および

1944年以前刊行の図書約7万5千冊を移転した。

運用ワーキンググループでは，複写資料は即日，

現物は翌々日の受け取りを基本に送付依頼や受け

取り．返却に関し検討を行った。正式稼働は10月

からであるが， 8月16日から担当者の訓練や環境

整備を中心にテスト稼働を開始した。

因みに医学メディアセンターのテスト稼働の実

情を紹介する。一般に単行本は閲覧・貸出が利用

の中心となるが，雑誌はその大部分が複写利用で

ある。雑誌資料の多い医学メテ’ィアセンターの8

月16日から 9月6日まで（実働17日間）の利用統

計は閲覧・貸出7件，複写210件（1,372枚）で

あった。複写物は申込みから 1～2時間の聞に渡
している。この期間は夏期休暇中であると同時に

資料移動の作業を行っていたため，利用者数が少

なく，今後件数・枚数ともに増加することは十分

予測できる。これまで複写資料の送付・現物の送

付ともに順調に推移している。現物の移送には宅

配業者を利用しているが，資料センターの近くに

配送センターがあり， Eつ高速道路が近いためか

午後に依頼したものが翌日の午前中に受け取れた

こともある。

3. おわりに

山中資料センターはその第 1期の書庫棟が完成

し＇ 10月に正式稼働する運びになったが，今回資

料を移転したのは， 三田メディアセンターと医学

メディアセンターのみであり，日吉，理工学の各

メディアセンターにおいても近々蔵書の一部を移

さざるをえない状況である。また全センターの年

間増加数が10万冊をはるかに越えていることをみ

ると，第2期の計画を検討する必要もあろうし，

移管される資料数が多くなれば，利用サービスの

体制も再検討を迫られる可能性も出てくるだろ

つ。
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学ぶ言語はよりどりみどり

新倉 #iJ在宇

「将来，図書館に勤めるんだったら語学はやって

おいた方がいいよ。」

図書館・情報学を専攻することに決めたとき，高

校時代にお世話になった先生からまずこのように言

われた。それから慶憾に就職するまでの聞に，図書

館員が持つべき語学力についてはいろいろと捌かさ

れてきた。

「英．独，仏．伊，ラテン語……できたらスペイ

ン語はおさえてほしい。」（6か国語！ ）．「理想的に

は各国の言葉が分かると良い。」（？ か国語！？）

等々 。

…・・それもそのはず。学術研究に寄与する大学図

書館たるもの， 「中国語の分かるスタ ッフがいませ

んから．中国語の資料は入れません」 （！）などと

いうことはまかりまちがっても許されるものではな

い。かくして．私たち図書館サービスに従事するス

タッフは．さまざまな外国語を相手にするべく，勉

強をすることになる。

私が身を置いている部署は，場所が三田というこ

ともあって， 「.慮義塾外国語学校」に通ったこと

のある職員が多い。学ぶ言語は人によるが， ドイツ

語，フランス語．イタリア語，スペイン語，ロシア

語，ハングル……と多彩。1人で複数言語勉強する

人もいる。

選び方には大きく分けて． 2つの傾向があるよう

だ。1つは，受け入れられる外国語資料のかなりの

部分は英・独・仏なので．まずここをおさえてしま

おう！というものである。この中でも 2つの系統に

分かれていて，学生時代にとった第二外国語のプ

ラッシュアップを図る「その道のエキスパート型」

と．全く学んだことのない言語を新たに身につけよ

うという 「何でも OKのゼネラリスト指向型」と

がある （？）。

この英・独・仏系の選択に対するもう 1つの傾

向，それは，誰もやっていない 「ありがたがられる

言語（？）」 を選択する．というものである。こち

らは． 一旦勉強してしまうとその言語の担当者に

なってしまう可能性があるため，少々プレッシャー

がかかる。けれども．自分の専門領域が持てるとい

う分，やりがいもあるのではなし、かと思う。（とい

うものの，私自身はドイ ツ語を選んだのである

が…・－－。）

こうした勉強は全く強制されるものではない。個

人個人が，仕事を進めていくにあたって自分に必要

なことは何か．を考えた結果， 「“外語” （度目態義塾

外国語学校のこと）に通う」ことを始めているので

ある。こうしたことを承知してか，それとも 「医書

館員には是非とも外国語をマスターしてもらわない

といけない」と恩つてなのか，ある授業で私は他の

生徒さん遠の3倍くらいあてられてしまった。

勉強する環境としては，私たちはとても恵まれて

いる。終業時刻を過ぎれば，即自習ができる。手元

に辞書もそろっている訳だし・…・・ （ただ，実際には

“予習”であることが多いのだが）。 しかしながら，

残念ながら卒業までたどりつける人は殆といない

（私も中級で沈没してしまった…・・）。

とはL、え，はからずもこれから私は主として洋書

の処理をしなければならないことになった。学んだ

ことを生かすチャ ンスに恵まれたことを感謝しつ

つ，ここでこのとりとめのない文章の筆を置くこと

にしたい。

（三回メディアセンター）

,, 
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資料 J 

メディアネット・メディアセンターに関する書誌 1993.8～1994. 7 

“審物，情報， メディアへの招待”慶慮講座聖書大学報 〔湖南藤沢〕

Vol. 29, No.1 (1£94. 4) 木村岳史 “通産省， 「電子図書館」を慶応大藤沢キャ

〔三 回〕 ンパスに設置へ” 日経ニューメディア 1994. 3. 28 

清家篤“「BCS建築賞」受賞建築を訪ねて第24回 p.5 

受賞慶慮義塾図書館・新館” BCS No. 48 p. 30- “慶大に研究施設： ：文部省などの事業通産省が後押し”

31 (1994. 7) 日本経済新聞 1994.6.27 

資料 II 

スタッフによる論文発表・研究発表 1鈎3.8～1994.7 

〔論文発表〕

〔三 回〕

原因 悟 “メディアネ ット計画” 強監局紀要 No. 

20 p. 8-14 (1993.二O)

東回全義 “秘蔵 （71）ポエティウス 『哲学の慰め』

写本とイ ンクナプラ” 三図評諭 No. 953 p. 90-91 

(1993. 12) 

東回全義 “わが舘のフランス容の中から （28）慶慮義

塾図書館 ［Morelly]:N aufrage des isles flottantes. 

Messine (Paris) 1753” 日仏図書館情報学会

ニューズレタ－ No. 130 p. 7 (1993. 11) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会』を歩く ①王子

稲荷神社” 益友 No. 406 p. 58-61 (1994. 1) 

東回全義 “わが館のフランス替の中から （30）慶慮義

塾図書館 Baudelaire,Charles ..・ Lesfleurs du 

mal. Paris 1857. Edition originale.” 日仏図書

館情報学会ニューズレター No. 132 p. 7 (1994. 2) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会』を歩く ②西新

井大師堂” ~友 No. 407 p. 46-49 (1994. 3) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会』を歩く ③本門

寺” 益友 No. 403 p. 40-43 (1994. 4) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会jを歩く ④白髭

明神社・木母寺” 艶友 No.409 p.42-45 (1994. 

5) 

東回全義 “わが館のフランス曾の中から （33）慶慮義

塾図書館 ［Descartes]:Discours de la methode 

Paris 1637” 日仏図書館情報学会ニューズレター

No. 135 p. 3 (1994. 5) 

東回全義 “パチョー リ『スムマ』の書誌学上の謎”

ピヌス No. 37 p. 15-20 (1994. 6) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会Jを歩く ⑤亀戸
宰府天満宮” 艶友 No. 410 p. 44-47 (1994. 6) 

東回全義 “斉藤月容 『江戸名所図会』を歩く ⑥金飽

山浅草寺” 益友 No. 411 p. 58-61 (1994. 7) 

平尾行蔵共訳 “世紀末から20世紀音楽へ ：アール・

ヌゥーヴォーとユーゲント様式” ユルグ・ シュテ ン

ツJレ編音楽之友社 1993.10 

平尾行蔵 “ラ ンツケ著 『音楽情報はどこで見つける

か』” 学燈 Vol. 90. No. 12 p. 26-29 (1993. 12) 

広田とし子 “イ ンターネ ットの使い方一大学図書館に

おける活用事例” 情報の科学と伎術 Vol.44,No.1 

p.35-41 (1994. 1) 

広田とし子 “レファレンス・サービスの評価のため

にー慶応義塾大学三国メディアセ ンター （図書館）に

おけるレファレンス・サービスの調査と分析” 大学

図書館研究 No. 43 p. 12-27 (1994. 3) 

木下手口彦 “大学図書館における視聴覚サービス” 観

聴覚資料研究分科会報告第6椅 p.7-24 (1994.3) 
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宮高昇三 “メディアネット計画” ta監局紀要 No. 
20 p. 8 14 (1993. 10) 

森園繁 “テイ コ・プラーエ 『近時天体現像論Jta 
Vol. 31, No. 5 表紙 p. 3 (1993. 10) 

祭野麻里子 “駆け足英国留学の記” 盤監局紀要

No. 20 p. 58-59 (1993. 10) 

渋川雅俊 “ナポレオンの公教育を支えたリセ規準図書

館目録” 盤 Vol. 31. No. 4 表紙 p.3 (1993.8) 

渋川雅俊 “本もコンビュータもー慶慮義塾大学におけ

るメディアネット計画” 学校図書館 No. 515 p. 

35-40 (1993.9) 

渋川雅俊 ““ユニファイド・パブリッシング”と図書

館サービスの展望ープレコ ンファレンス報告”

Japan-U .S. Collaboration in enha ncing inter-

national access to scholarly information; look-

ing toward the 21st century／学術情報へのアクセ

ス拡大のための日米協力： 21世紀にむけて Fifth

Japan-U.S. Conference on Libraries and Jnfor-

mation Science in Higher Education, Tokyo, 

Japan, October 6-9. 1992. Editor: TadaoShimizu 

and others. Tokyo, Universal Press, Inc., 1993 

p.282-286 

仮川雅俊 “書物に接し，メディアとコンビュータを駆

使するー慶慮義塾大学メディアネットとメディアセン

ター” 文部時線 No. 1402 p. 38-39 (1993.10) 

渋川雅俊 “変貌する大学図曾館一容物も情報もそして

情報処理も” 平成5年度（第33回）大学図書館司書

主務者研修会報告書 p.117-127 (1994) 

渋川雅俊 “慶謄義塾大学メディアネッ ト計画 ・学術研

究支援サービスの構想、と課題” 人文学と情報処理

No. 4 p. 43-47 (1994. 4) 

白石克 “秘蔵（76）『越後名所誌』江戸末期書写本”

三国評論 No. 958 p. 82-83 (1994. 5) 

白石克 “江戸切絵図を読む” jjlj冊歴史続本 No. 

52 p. 156 163 ( 1994. 7) 

〔日吉〕

天野善雄 “メディアネッ ト計画” 盤監局紀要 No. 

20 p. 8-13 (1993. 10) 

天野善雄 “新しい考え方の医学用語シソ ーラスを用い

た臨床症例データベースの作成” 医療情報学 Vol. 

13. No. 4 p. 221-228 (1994.1) 

〔理工学〕

角田浩子 “私の薦める一冊の本 「おろかな日々」” 盤

監局紀要 No. 20 p. 96 (1993. 10) 

長島敏樹 “大学図書館における自己点検・自己評価

早慶図書館員合同合宿研修報告” 大学図書館研究

No. 42 p. 69-73 (1993. 9) 

舘回鶴子著 “慶隠義塾大学図書館の研修制度” 現

代の図書館 Vol.31. No.3 p.166-170 (1993年9

月）

舘田鶴子著 “よく参照される雑誌のランキング”

きたさとニュース No. 168 p. 7 (1993年8月）

舘 田鶴子著 “インターネット情報源への招待” 医

学図書館 Vol.41, No.1 p.46-52(1994年3月）

舘 田鶴子他訳・編 “病院における医学図書館の選

書一選書方針と蔵書構築一” 日本医学図轡館協会関

東地区医学図書館協議会発行（1994年6月）

〔医学〕

平吹佳世子 ‘Q&A MRの文献情報サーピヌ自粛の

影響” 医学図書館 Vol. 40, No. 3 p. 344 (1993. 9) 

平吹佳世子 4第20回 「医学図書館セミナー」に参加し

て” 医学図書館 Vol. 40. No. 4 p. 412-41三(1993. 

12) 

平吹佳世子 “これからの相互貸借” 医学図書館員セ

ミナー論文集 20回 p. 19-26 (1994.2) 

平吹佳世子 “病院図書室への文献提供” ほすぴたる

らいぶらりあん Vol.19, No.1 p.7 (1994.3) 

平吹佳世子 “Book Reviews日本の医学会会議録索

ヲ｜” 医学図書館 Vol. 41. No. 2 p. 247 (1994. 6) 

市古みとり “大学図書館における自己点検・自己評

価早慶図書館員合同合宿研修報告” 大学図書館研

究 No.42 p. 69-73 (1993. 9) 

市古みどり “Unified Medical Language System 

の解析と医学情報システムへの応用可能性” 医療情

報連合大会論文集 13回 p. 137-138 (1993. 11) 

市古みどり 4情報の採し方22 医学資料” 情報の科

学と妓術 Vol. 43, No.12 p.1119-1126 (1993.12) 

市古みとり “医学図書F館とコ ンビュータネ ットワー

ク・イ ンターネ ットを中心に” 医療とコンビュータ

Vol. 6, Ne,. 3 p. 219-223 (1994. 4) 

市古みどり ‘インターネ y トを利用したレファレンス

サービス” 専門図書館 No. 148 p. 6-16 (1994. 4) 

五十嵐由美子 “専門職としての雑誌係” 医学図書館

員研究集会論文集 28回 p.59－臼 （1994.3)

酒井由紀子 4慶応義塾大学医学メディアセ ンタ ーにお

ける トータルシステムの導入と運用” 医学図書館

Vol. 40. No. 3 p. 290-294 (1993. 9) 

oo 
n汐



酒井由紀子 “新しきもの古きもの” 盤監局紀要

No. 20 p.101-102 (1993. 10) 

佐久間公子 “慶応義塾看護短期大学図書室の利用者教

育” 看燈と情報 、＇lol. 1 p. 95-98 (1994. 3) 
回中知之 “私の薦める一冊の本「威林丸海を渡る」”

盤監局紀要 No. 20 p. 95 (1993. 10) 

〔湘南藤沢〕

村上篤太郎共著 “データベース利用教育ガイド・大学

におけるデータベース利用教育システムのプロトタイ

プ作成” 日外アソシヱーツ 96p 1993. 9 

三瓶美知子 “私の薦める一冊の本「稀書自慢紙の極

楽」” e監局紀要 No. 20 p. 96 (1993. 10) 
吉沢更季子 “私立大学図書館協会東地区部会企画広報

研究会分科会ポスター等デザイン決定” 図書館雑肱

Vol. 87, No. 12 p. 876 ( 1993. 12) 

〔研究発表〕

〔三回〕

広田とし子 “インターネットの使い方：レファレンス

業務への導入” 私立大学図曾館協会東地区部会平成

5年度第2回研究部会 1993. 12 於青山学院大学

加藤好郎 “ケース・スタディー．図書館にエイズ感染

者がいた” 私立大学図書館協会東地区部会研究部パ

ブリック・サービス研究分科会 1994.5 於成城大学

加藤好郎 “これからの職員にもとめられているもの”

平成6年度慶慮義整新任職員研修会講演 1994.5 於

慶I!!義塾大学

加藤好郎 “慶慮義塾大学メディアネット構想” 平成

6年度文部省大学図曾館職員長期研修 1994. 7 於

慶慮義塾大学

木下和彦 “大学図書館における視聴覚サービス” 私

立大学図書館協会如也区部会平成6年度第1回研究部

会 1994.6 於慶慮義塾大学

小沢ゆかり “大学図書館でどの分類を使うか DDC 

とNDCの比較をヰ心に” 私立大学図書館協会東地

区部会平成5年度第2回研究部会 1993.12 於青山

学院大学

渋川雅俊 “A new but an old problem in US-Japan 

library cooperations”Subcommittee on Japa-

nese Materials, Committee on East Asian Stu-

書主務者研修会 日本私立大学協会 1993. 9 於ア

ルカディア市ヶ谷

渋川雅俊 “慶慮義塾大学メディアネ y ト情想、” 都立

中央図曾館情報科学研修会 1994.3 於都立中央図

書館

渋川雅俊 “OCLC-KEIOパートナーシソプ” 日本

OCLCユーザ会 1伺4.6 於早稲田大学

渋川雅俊 “選書から蔵書構築，そしてコレクションマ

ネジメントへ．資料アクセス確保の終わりなき課業”

私立大学図書館協会東地区部会平成6年度第1回研究

部会 1994.6 於慶照義聖書大学

〔日吉〕

石原智子 “慶照義塾大学日吉メディアセンターにおけ

る利用者教育” レファレンス研究分科会7月例会

1993. 7. 19 於武蔵大学

〔理工学〕

長島敏樹 “大学図書館の自己点検・評価” 私立大学

図書館協会東地区部会研究部平成5年度第2回研修会

1993. 10. 22 於札幌大学図書館

大賀裕 “慶慮義塾大学理工学部の分散処理環境”

サイエンティフィ y クシステム研究会 1993. 8. 31 

於長野

大賀裕 “慶I!!義塾大学理工学部におけるネットワー

ク環境” 私立大学情報教育協会電算機センタ一等部

門研修会 1993.10.23 於滋賀

舘 田鶴子 “慶慮義塾大学医学メディアセンターにお

ける NACSISILL業務の運用と課題” 第6回国立

大学図書館協議会シンポジウム 1993. 10. 21 於放

送大学

〔医学〕

市古みどり “Unified Medical Language System 

の解析と医学情報システムへの応用可能性” 第13回

医療情報連合大会 1993. 11. 25 於国立教育会館

長沼真理子 "Long Range Planを中心とした NLM

の活動と MedicalSubject Headings ( MeSH）の

改訂との相関関係第l回医学図書館研究会 1994. 

7. 15 於広島大学医学部

dies, Association for Asian Studies, Boston. 〔湘南藤沢〕

1994.3 吉沢亜季子 “図書館と広報活動” 神奈川県図書館協

渋川雅俊 “変貌する大学図書館一書物も情報もそして 会平成5年度職員研修会 1993.12. 7 於横浜市立大

情報処理法も”平成5年度（第33回）大学図書館司 学

-99-



＜平成5年度＞統計準標る見で目

E
 

3資料タイプ別構成比
I.義塾の図書資料

年間受入冊数と蔵書数累計
( 1 ）全塾

3川2,515冊

[1994.3] 

＝今（
門

(1993.4～1994.3] 

＋ 

2地区別蔵書構成比

2,988刈4冊

(1993.3] 8 

( 2）医学と理工学キャンパス蔵書織成の特殊性

［医学］ 253,082冊目%

C蚕豆コ



( 3）雑能タイトル地区別情成

II. KOS MO  S書誌データベースの現状

＼ ノン ーカレント維能
;-21,526櫨
52% 

カレン ト銀総
20,115橿
48% 

( 1 ）書践の種類と件数

I
Z
－
－
 

••.,u,n 周怠現在

( 2）完全書総化の状況 （( 1 ）表より簡易書憶を除いたもの）

［和書］ 2切 ，708件38.73%

｛洋錐飴）26,039件4.02%

~ Iその他） 117,041件 18.08%

調降写11!6・3周到k.11:



IV.資料と情報アクセスへのサポートサービス111.図書資料の利用

三国

複写サービス

5,000千枚

4,000千牧

3,000千牧

館外貸出冊数

400千冊

300千冊

200千冊

100千冊

500千冊

。冊

日吉2,000千牧1993 1990 1985 1980 l

－ON－
－
 

医学2相互貸借

理工学

1980 

SFC 

1993 1990 1985 

1,000千牧

。牧

1993 1990 1985 1980 

50千冊

30千冊

10千冊

。冊

40千冊

20千冊



0 
w 

2 レファレンスサービス

40千件

30千件

20千件

10千件

。件

Pi 

5,n3 

1981 

（業務内容別）

38,655 

1985 1990 1993 

V.計算機利用統計（情報システムサービス）

( 1) JOB 件数

イキ

20,000 

15,000 

10,000 

5，似)0

。崎
4 5 6 

媛M-77 0ノ10 M-1600/8パッチとYs Sの倉齢
（注）VPX220/1 ONOS (I・・圃ー循．．｝ジ・プのみ

( 2) C P U時間

時間

200 

100 

’司2
v P x 2 2 0/1 o I日町



資料 IV 

年次統計要覧 ＜平成5年度＞

I.図書費 ＜平成5年度実績及6年度予算＞

よ~
平成5年度実績 ＜単位 ：円＞ 平成6年度予算 ＜単位．千円＞

図書支出 図書資料費 計 図書支出 図書資料費 計

三国メディアセンター 647,954,425 16,416,775 664,371,200 673,261 15,633 同8,894

図 型書 館 338,321,867 16,416,775 354,738，倒2 344,394 15,633 360,027 

学 部． 309,545,396 309,545,396 328,867 328,867 

指定寄付金 87,162 87,162 吉区 吉区

（私大研究設備相当額） (61,877,085) ＊本 (24,406) ＊＊  

日吉メディアセンター 165,352,999 4.467,565 169,820,564 168 360 4,685 173,045 

図

ーー

館 65,115,000 2,512,815 67,627,815 65,115 4,685 69,800 

子= 部$ 100,237,999 1,954,750 102, 192, 749 103,245 103,245 

（私大研究設備相当額） (7,518,524) ヨ院本 (7 .809) 刻俳 刻依

医学メディアセンター 151,644,886 10,267,675 161,912,561 152,640 10,470 163.110 

，， 151，制4,886 10,267,675 161,912,561 152，臼O 10,470 163,110 

理工学メディアセンター 162,637, 145 3,613,608 166,250,753 167,000 3,709 170,709 

II 162,137,145 3,613,608 165,750,753 167，ぽ）（） 3,709 170, 709 

指定寄付金 500,000 500,000 ＊ 刻ド

（私大研究設備相当額） (1,339,000) ＊ 刻ド (1,500) 刻院本

湖南厳沢 211.468,575 14,821,946 226,290,521 180,000 15,491 195,491 
メディアセンター
，， 211,132,793 14,821,946 225,954.739 180,000 15,491 195,491 

指定寄付金 335, 782 335, 782 本ヨド

~ 計 1,339,058,030 49,587,569 1,388,645,599 1,341,261 49,988 1,391,249 

注） ・特別図書費は含まず。

－（ ）内は合計欄に加算せず。

私大研究設備相当額は私大研究設備助成金に相当するよう義塾が臨時に手当したもの。
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II -1 蔵書統計 ＜年間受入及び所蔵冊数＞

よゐ土！
単 f丁 本 製 本 雑 誌 非図書

aτ5 計
平日 洋 計 平日 洋 計 資 料

三回メディアセンター 14,642 18,479 33,121 5,488 5,609 11,097 4,527 48,745 

図 害 館 (9,273) (8,920) (18,193) (3,401) (2,088) (5,489) (2,176) (25,858) 

年
A守＂！： 部 (5,369) (9,559) (14,928) (2,087) (3,521) (5,608) (2,351) (22,887) 

間
日吉メディアセンター 11,398 6,488 17,886 2,286 2,003 4,289 2,367 24,542 

受 図 害 館 (8, 772) (1,578) (10,350) (1,585) (200) (1,785) (629) (12, 764) 

守..... , 包 部 (2,626) (4,910) (7,536) (701) (1,803) (2,504) (1,738) (11, 778) 
入

医学メディアセンター 1,657 1,375 3,032 2,257 5,451 7,708 866 11,606 
冊

数
理工学メテ’ィアセンター 2,295 1,170 3,465 906 2,590 3,496 162 7,123 

湘南藤沢 14,327 7,752 22,079 5,144 4,112 9,256 980 32,315 メディアセンター

－€コ'- 幸悶一 44,319 35,264 79,583 16,081 19,765 35,846 8,902 124,331 

三回メディアセンター 699,762 748,303 1,448,065 186,054 187,477 373,531 79,347 1,900,943 

図 魯 館 (490,972) (428,093) (919,065) (112,956) (69,461) (182,417) (48,455) (1,149,937) 

所
J弓＂！： 部 (208, 790) (320,210) (529,000) (73,098) (118,016) (191,114) (30,892) (751,006) 

蔵
日吉メディアセンター 300,643 154,439 455,082 37,954 48,388 86,342 14,653 556,077 

冊 図 電量 館 (222,129) (24,289) (246,418) (24,626) (1,717) (26,343) (5,089) (277,850) 

子,),.U. 部 (78,514) (130,150) (208,664) (13,328) ( 46,671) (59,999) (9,564) (278,227) 
数

医学メディアセンター 36,547 38,945 75,492 
累

56,693 116,378 173,071 4,519 253,082 

5十 理工学メディアセンター 54,195 32,560 86, 755 40,286 114,468 154,754 1,067 242,576 

湖南藤沢 66,387 58,675 125,062 14,067 10,947 25,014 9,761 159,837 メディアセンター

バCl弘、 言十 l, 157,534 1,032,922 2, 190,456 335,054 477,658 812, 712 109,347 3,112,515 

注） 三回メディアセンタ ー・ 学部には図書館 ・情報学科の製本雑誌を含む。
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II -2 蔵書統計 ＜逐次刊行物．タイトル数＞

よゐ竺！
カ レ ン ト ノ ンカ レン ト カレント・

ノンカレント
手口 洋 計 手口 洋 計 ~ 言十

三回メディアセンター 5,695 4,423 10,118 5,516 3,230 8,746 18,864 

図 型車 館 (2,437) (1,066) (3,503) (3,413) (1,695) (5,108) (8,611) 

学 部 (3,258) (3,357) (6,615) (2,103) (1,535) (3,638) (10,253) 

日吉メディアセンター 1,065 869 1,934 625 1,061 1,686 3,620 

図 型車 館 (635) (79) (714) (247) (25) (272) (986) 

学 部 (430) (790) (1,220) (378) (1,036) (1,414) (2.634) 

医学メディアセンター 1,514 1,770 3,284 986 1,545 2,531 5.815 

理工学メディアセンター 1,156 1,597 2,753 3,009 5,219 8,228 10.981 

湘南藤沢 967 1,059 2,026 248 87 335 2.361 
メディアセンター

~ 計 10,397 9,718 20,115 10,384 11,142 21,526 41 641 

参考データ．非図書資料

各二二万〉～土訳 種 _81J 
マイクロ資料 A-V資料 ~ 言十CD-ROM 

タイ トル数 48 50 98 
三回メディ アセンター

箇 数 4,264 263 4,527 

年 タイトル数 96 257 353 
日吉メディアセンター

箇 数 1,679 688 2,367 
間

タイトル数 12 403 415 
医学メディアセンター

新
筒 数 48 818 866 

タイトル数 2 34 36 
理工学メディアセンター

規
筒 数 120 42 162 

タイトル数 158 393 551 
湘南藤沢メディアセンター

箇 数 528 452 980 

タイトル数 1,555 7,844 9,399 
三田メディアセンタ ー

箇 数 65,620 13, 727 79,347 

累 タイトル数 561 3,143 3,704 
日吉メディアセンター

箇 数 7,943 6,710 14,653 

タイトル数 33 1,306 1,339 
医学メディアセンター

箇 数 1,031 3,488 4,519 

タイトル数 21 73 94 
理工学メディアセンター

計
箇 数 828 239 1,067 

タイトル数 351 1,402 1,753 
湘南藤沢メテ・ィアセンター

箇 数 7,527 2,234 9,761 
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m-1 利用統計 ＜貸出及び閲覧冊数＞

よゐ之」J 館 外 貸 出 館内閲覧 前年度比

教職員 学 生 その他 計 一般図書 貴重審 館外貸出（計）

三 回メディアセンター 16,320 162,397 10,548 189,265 電陣 1,346 1.06 

日吉メディアセンター 6,874 122,060 6,600 135,534 ＊ 1.02 

医学メディアセンター 54,336 21,098 45 75,479 ＊ 1.21 

理工学メディアセンター 2,426 51,298 10 53, 734 ‘ 0.95 

湖南藤沢メディアセンター 73,308 ’弘 1.01 

ぷCl益、 計 79,956 356,853 17,203 527,320 省民 1,346 1.05 

事開架のため実数不明。

直一2 利用統計 ＜相互貸借 （複写依頼を含む）＞

よみ~J 依頼をうけた （貸） 依頼した （借）
メE弘3、 言十

圏内 圏外 計 国内 圏外 計

三 回メディアセ ンター 3,117 2 3,199 863 283 1,146 4,265 

日吉メディアセンター 453 。 453 266 90 356 809 

医学メディアセ ン ター 16,621 377 16,998 2,364 92 2,456 19,454 

理工学メディアセンター 25,873 10 25,883 1,248 24 1,272 27,155 

湘南藤沢メディアセン亨ー 制 。 制 183 12 195 259 

メc＇ヨ' 計 46,128 389 46,517 4,924 501 5,425 51,942 

参考データ．早慶 ILL

各メ丈万 ヲF 一望＿grJ 貸 借

三 閏メディアセンター 772 274 

日吉メディアセンター 67 101 

医学メディアセンター 808 2 

理工学メディアセンター 512 350 

湖南藤沢メディアセンター 31 56 

5 語、 計 2,190 783 
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田一3 利 用 統計 ＜レファレンス・サービス＞

利用者別

よ~
学 内 者

教職員 ふ子,,. 生

三回メディアセンタ ー 1,361 10,013 

日吉メディアセンタ ー 2,411 4,583 

医学メディアセンター 1,919 523 

理工学メディアセンター 905 3,628 

湘南藤沢メディアセンター 92 1,732 

dに'1 計 6,688 20,479 

$ 外 者 £℃コ,_ 計

4,733 16,107 

215 7,209 

3,028 5,470 

3,498 8,031 

14 1,838 

11,488 38,655 

r一一一一一一一一一一［MEDI；線iqNEws:J ・一一一一一一一一－1
複写業務の委託化 ｜ 

附年4月より 三田メディアセンターの複 ベて10円／枚に統一されることになった。これ！

写業務と相互貸借の一部が外部委託化された。 まで20円／枚支払っていた学生には， 正に朗報！

複写カウンターには業者の職員が駐在し，セン となったに違いない。1995年4月を目指して， ! 
ター職員に代わって複写サービスを行うほか， 日吉メディアセンターにおいても同じ業者への ｜

館内に設置されているセルフサービス機 （外部 委託化が検討されている。三田， 日吉が共通の ｜

委託後4台増設され，合計22台）の管理一切 外部委託をすることによって，将来は双方の教｜

（機械のメンテナ ンス， トラブルの解消，消耗 員が双方の資料を自由に複写できる環境が整う i 
品の管理）を行っている。 しかもこの委託に 可能性も出てきている。 ' 

lよって，セルフサービス機による複写料金はす j 
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IV-1 計算機利用統計 ＜情報システムサービス＞

(1) 利用課題数

M-770/10 M-1600/8 ワークステーション

区 分 （三回） （日吉） （日吉）

教職員 学生 教職員 学生 教職員 学生

文 i悼弓ん与 部 lll 168 32 43 1 8 

経 済 学 部 91 586 45 299 2 16 

法 学 部 38 85 25 46 8 

商 学 部 91 400 33 49 15 

医 学 部 30 6 80 155 4 1 

理 工 みすふん与 部 58 59 317 427 2 41 

総合政策学部 3 4 4 

環境情報学部 20 

経営管理研究科 10 35 15 17 6 2 

通信教育部 7 2 

3者 研 究 所 4 21 

理 工 実 習 133 

設 置 講 座 183 837 

諸 学 校 9 1 21 1 1 18 

業 務 456 306 5 

情報システムサービス 143 60 94 47 10 

外 部 14 5 1 

そ の 他 106 82 70 72 

必cl 計 1,161 1,672 1,067 2,132 32 133 

※三回・日吉は平成6年1月現在．矢上・ SFCは3月現在
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ワークステーゾョンCKS.ワークステーショY
~ 計（矢上） (SFC) 

教職員 学生 教職員 学生 教職員 学生

4 2 148 221 

3 1 141 902 

1 3 制 142 

1 124 465 

5 119 162 

3 28 4 31 384 586 

51 1,948 54 1,956 

94 1,922 94 1,942 

4 3 3 38 57 

9 

25 

133 

1,020 

7 38 20 

51 818 

6 12 2 255 119 

72 1 92 1 
（嬉湖蛤む）
8 184 154 

13 43 305 3,909 2,578 7,889 



四一2 計算機利用説明会 ＜情報システムサービス＞

課 題 期 日 場 所 参加人数

計算室利用説明会 4/27 回 13名

TSS利用説明会 （初心者対象）
4/28・5/13・5/28・10/12 回 61名
5/24・11/1 日 a 12名

パソ コン利用説明会 ・日本語ワープロ（FM-OASYS) 5/10・10/15・10/20
回 17名

5/17・6/15 日 τt= ヨ 8名

TSS利用説明会 （中級者対象）
5/11・10/14 回 11名
5/26 日 τa 6名

JCL （ジョブ制御言語）説明会
5/12・10/21 回 5名
5/25 日 t' コ 9名

5/18・6/3・6/13・10/27 回 27名
日経ニューステレコン利用説明会 6/10・11/17 日 τc'= コ 16名

6/22・6/24 S F C 16名

パソ コン利用説明会 ・表計算とグラフ（Multiplan
5/18 白 a 9名& Chart) 

パソコン利用説明会 ・カー ド型データベース（情報倶
5/19・6/17・10/29 日 a 14名楽部）

パソ コン利用説明会・表計算とグラフ（Lotus1-2-3) 
5/20・5/24・5/26・10/19 回 35名
6/16・10/28 日 t' コ 15名

BITNET利用説明会
5/25・10/12 回 22名
11/25 日 t' コ 6名

TSS利用説明会（データセット操作） 5/27 日 コa 4名

ワークステーション利用説明会
6/3・10/28・10/29 一 回 14名
11/10・12/15 日 t' コ 31名

UNIXメーIレ利用説明会 6/7・6/28・11/26 日 τa 37名
スーパーコンビュータ一説明会 （VPX220/10の使用

6/7・11/16 日 a 6名
方法）

電話回線からのパソコン等の接続 6/8・11/29 日 t= コ 14名

日経NEEDS検索システム説明会
6/15・16・17・18

回 26名
10/ 13 ・ 14 ・ I E, • 18 

ラップト ップコンビュータ利用説明会
6/21・6/22・6/23・6/28

S F C 3，名
6/29 

SASシステム支援ソフト説明会 6/24・10/25・11/24 回 76名

SPSS/PC+(PC版）説明会 10/21・10/26 回 10名

CNS利用説明会（教職員対象） 7/5～7/7 S F C 4名

CNS華I］周説明会（職員対象） 8/10～8/12 S F C 15名

N-3 通信教育部生へのコンビュータ講習会 ＜情報システムサービス＞

課 題 期 日 場 所 参加人数

8/12・13 一 回 26名
日本語ワープロ FM-OASYS

7/26・27 日 a 36名
8/16・17 回 24名

表計算とグラフ Lotus1-2-3 
7/28・29 日 t= コ 35名
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編集後記

増え続ける蔵書にどう対処して，図書館サービ

スを展開するかは，最近議論が盛んになってきた

が，その対処の一つに保存書庫構想があるC 慶臆

義塾でも山中資料センターがこの夏稼働を開始し

た。10月に本稼働となったが，まだ日も浅く，安

定した運用報告ができなL、。そこで 「速報ーとい

う形で掲載してみた。このセンターに関しては次

号で l年の運用をもとに詳細なレポートを予定し

ている。

今号の編集途中で，編集長が安田から石黒へ代

わった。号の途中であったため，原稿を寄せてい

ただいた方々には御迷惑もかけたようだ。来年は

メディアネット 3年目となる。新たなメディア

サービスの構想もあるようである。メディアネ ッ

トの動きを追い， レポートすると同時に，今号の

資料再発見のような企画も盛り込んでいきたいと

考えている。

1994年春の時点で，ユーザーが2,000万人を越

えたといわれるインターネ ットは，現在様々な方

面から注目を浴びている。書店にはインターネ ッ

ト関連書のコーナーも作られ，新聞記事でも目に

するようになった。大学図書館もその例外ではな

い。そこで今号の特集は 「インターネッ ト」を取

り上げた。概略から，図書館の現場でどのように

利用しているのかまでを4つの記事でまとめてみ

た。

またメディアネ ット発足1年を経過したところ

で，豊富な蔵書を誇る三田メディアセンターの，

情報センタ一時代に収集したコレクション群に，

目を向けてみることにした。それが，森園，渡辺

山口3氏の記事である。蔵書が膨大になり，業務

も多様化して，特色ある資料群を利用者のみなら

ず，私たち図書館員も見落としがちになってきて

いる。このあたりでまとめて振り返っておくこと

も必要ではないだろうか。 （石黒敦子）

ー一一一一一一一一一一（展示会予告 ト 一一一一一一一一一－・1

「理性の夢」－慶慮義塾図書館稀観書展

平成7年1月30日～ 2月4日

監修鷲見洋一 （文学部教授）

於丸善・日本橋店4F ギャラリ ー

「フランスの理性論」と 「イギリスの経験

論Jが結合して生まれた啓蒙思想は， 18世紀フ

うな構成で，フランス18世紀を分析・紹介する。

「見せる」「読ませる」といったことにもー

ランスにおいて華々しく展開された。そのフラ 工夫をこらして，視覚的にアピールすることを

ンス啓蒙主義の最高の達成といえる 「百科全 念頭におき，さらに，講演や BGMでフラン

書」を中心に，従来の思想史や文学史の枠組み ス18世紀を 「聞かせる」ことも考案している。

に捉われず， 「人間知識の系統図」（百科全書第 フランス18世紀の 「知J「心性」「感性」を味 l
L一巻冒頭）に則札諮領域を大胆に横断するよ わう新鮮で釜やかな展示を企画している。 J 

編集長 日吉メディアセンタ一 石黒敦子＊編集員三田メディアセンター 小沢ゆかり 南野典子

持悶裕人本日吉メディアセンタ一 宮国彰郎吉岡菊子＊理工学メディアセンタ一 清野早苗＊医学メ

ディアセンタ一 平吹佳世子＊湖南藤沢メディアセンタ一 吉沢亜季子

η／
臼
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